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プロローグ









　亜人の少女達が通う《聖デミグリーン学園》の居住区にて。

　唯ゆい一いつの人間である結ゆう城き勇いさ海みが、寮りようの応接間で、今まさに激戦を繰くり広げていた。

「イーサミッ♡　私に……かまってくれーっ♡」

「う、うおおっ……ちょっ、エイミ!?　は、離はなれなさーいっ!?」

　ただし、性的な意味での激戦である。

　右みぎ腕うでに豊満な膨ふくらみを押し付けてくる彼女は、勇海の〝許嫁いいなずけ〟にして、少し前に寮の同居人となった、《金きん竜りゆう》の少女エイミ＝ドラコ＝エクリシア。誇こ張ちようなしに金色の輝かがやきを放つ彼女が、勇海の二にの腕うでにスリスリと頰ほっぺたを擦こすりつけ、甘やかな声を漏もらした。

「離れろだって？　ん～、それはぁー……断るっ♪　私はイサミと、いつでも、どんな時でも……くっついていたいのだーっ♪」

「い、いやいや、ダメだって!?　同居し始めてから、やたらとスキンシップが過か剰じようになってるぞ!?　処女厨ちゆうのくっころユニコーン娘むすめが見たら泡あわ吹ふいて卒そつ倒とうしそうなほどに！」

「いいんじゃないか、卒倒しても。それに、私はイサミの許嫁なんだ。だから、こうして……くっついて、スリスリする権利があるのだっ♪　それっ、すりすり～♪」

「だ、だからダメだって！　色々、当た、当たって……くっ、殺せ!?」

　ちょっぴりクラスメイトの口くち癖ぐせに毒されてしまった勇海だが、無理もない。エイミと同居を始めてから、こういった身体的接せつ触しよくは幾いく度どとなく繰り返され、そのたびに耐たえ忍しのんできたのだ。いっそ自分の理性を誰だれかに殺してもらえば、楽になれるのだろうか。

　誰か、誰か救いの手を──《救世主》の末まつ裔えいがそんな事を考えていると。

『勇海ちゃん！　大変です、事件が──えっ』

「み、ミリィ!?　事件って、一体ナニがあったんだ？」

　応接間にワープしてきたのは、この学園の生徒会長であり、勇海の幼おさな馴な染じみでもある、エルフの少女ミリィ＝エルフレアだ。固まって動かない彼女に、勇海は助けを求める。

「あっ、それよりまず、ちょっと助けてくれ！　その、柔やわらかくてヤバイっていうか、ダメになるっていうか、だから………み、ミリィ？」

「………………」

　しかしミリィは返事もせず、無言でツカツカと歩み寄ってくる。風紀の乱れを怒おこっているのだろうか、と危き惧ぐする勇海の左側に、ミリィが立った……その時！

「………えーいっ！」

「な、何でミリィまで抱だき着いてくるんだ!?　せ、生徒会長さーん!?」

　エイミとは反対側の左腕に、ミリィが勢い良く抱き着いてきた。エイミに負けず劣おとらずのボリューム感に勇海が身み悶もだえていると、学園生の模も範はんたるべき生徒会長が口を開く。

「大変です、勇海ちゃんっ！　事件が起こったのですーっ！」

「このまま話、続行!?　この状じよう況きようこそ事件だと思うんだけど!?　主に風紀的な意味で！」

「むぅー……だって、エイミさんばっかりズルイじゃないですかー。私だって、私だって勇海ちゃんの幼馴染なのにー……かまってほしいのにー」

　ぷくっ、と赤らんだ頰ほおを膨らませて見上げてくる幼馴染エルフに、勇海が困こん惑わくしていると──思いがけずもう一人分の、甲かん高だかく尖とがった声が割り込んできた。

「──ちょっとっ！　そんなコトしてる場合じゃないでしょ!?　勇海から、さっさと離れなさーいっ！」

「えっ……あ、アン!?」

　制止の声を上げたのは、《ゾンビ》の亜人たるアン＝デッドレイズ＝ミリアード──赤毛のサイドテールを持つ美少女だ。ミリィのワープ魔ま法ほうで一いつ緒しよに飛んできていたのだろう、そんなアンの怒り声を受けたミリィとエイミが、名残なごり惜おしそうに勇海から離れた。

「あっ……そ、そうでしたっ。ごめんなさい、勇海ちゃん……」

「むう……アンは相変わらず、細かいところでうるさいな……ふんっ」

　二人が離れると、解放された勇海はアンに向けて礼を言おうとする……が。

「あ、アン、ありがとな。助かった──」

「勇海っ、アンタもアンタよ！　されるがままにしてないで、ちゃんと窘たしなめなさいっての！　大した抵てい抗こうもせず、ナニ好き放題にさせてんのよっ！」

「うっ!?　い、いや、それは、その」

「ふんっ……どうせアンタのコトだから、強く怒ったり、力ちから尽ずくで振ふりほどいたりするの、可哀かわい想そうだー、とか思ってんでしょっ。ミエミエなのよっ」

「うぐうっ!?　……か、返す言葉もありません」

「全く……あのねえっ、甘やかすだけが優やさしさじゃないのよっ？　ちゃんと怒ってあげるコトだって、時には必要なんだからっ。わかったっ!?」

　アンに正論で窘められ、勇海はたじたじになるばかりだ。『もうっ』と呆あきれながらも腕組みした彼女が、背筋を伸のばして声を上げる。

「で、アタシは何で、ここに連れてこられたの？　事件って何なのよ？」

「えっ？　アンは事情とか知ってるワケじゃないのか？」

「そーよ。聞く暇ひまもなく、ミリィにワープ魔法で連れてこられたんだもん……はあ」

　勇海の問いに、アンは疲つかれ顔を見せながら、溜ため息交じりで返答する。そんな彼女を連れてきた張本人たるミリィは、ぽんっ、と手を叩たたきながら説明してきた。

「はいっ。皆みなさんは……《聖デミグリーン学園》の〝七不思議〟を、ご存じですか？」

「〝七不思議〟？　って、あの……オバケとか怪かい奇き現象の？」

　勇海が問い返すと、ミリィは恭うやうやしく頷うなずいてから、ゆっくりと話を続ける。

「はい……この学園に転入して短い勇海ちゃんは、内容を知らなくて当然ですよね。しかし我が学園にも、そういった類たぐいのオカルト話は、いくつか存在するのです。その中でも、代表的な六つを挙げて……〝七不思議〟と、そう呼ばれています」

「なるほど……ていうかどこの学園にも、〝七不思議〟ってあるんだなぁ……」

《亜人》とはいえ年とし頃ごろの子だし、やっぱりそういう話が好きなのかな、と勇海がしみじみ考えていると──エイミが首を傾かしげながら、勇海へと疑問を投げかけた。

「私は興味なかったし、聞いた事ないけど……にしても、六つなのに〝七不思議〟って、変じゃないか？　一つ足りないぞ。なー、イサミっ？」

「え、いや、それはお約束っていうか……地域によっては、八個あったりするしさ」

「ふーん……変なの。で、その〝七不思議〟の何が大変なんだ？」

　エイミが疑問を重ねると、それにはミリィが神しん妙みような表情で答えてくる。

「実は、〝七不思議〟と思おぼしき怪奇現象が──実際に、起こったそうなのです」

「……ふむ。その話、詳くわしく──」「………ぴえっ!?」

　唐とう突とつに素すっ頓とん狂きような声を上げたのは、アン──そんな彼女に、エイミは軽く尋たずねる。

「アン、どうした？　急に変な声を出して」

「な、何でもない！　く、くしゃみが出ちゃっただけだし……ほ、ホントだから！」

「？　そうか……なんか、変なくしゃみだな」

　エイミは納なつ得とくしたようだが、アンの顔は若じやつ干かん青ざめているし、明らかに様子がおかしい。少し心配になる勇海だが、説明に集中しているミリィは気付かぬまま続けた。

「情報源は、一昨日の深夜に肝きも試だめしを行った、十人前後の学園生からです。七不思議の噂うわさがある現場を、冗じよう談だん半分で廻めぐったらしいのですが……そこで、怪奇現象の数々を目もく撃げきしてしまったというのです。血肉を啜すする謎なぞの影かげ、正体不明の空飛ぶ箱、この世ならざる地じ獄ごく絵え図ず……泡あわを食って逃にげ出した生徒の中には、怪け我がをしてしまった子もいます」

「なっ……怪我まで？　その子達は、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「あ、それは心配いりませんよ、勇海ちゃんっ。転んで擦すり傷きずを負ったり、軽く足を捻ひねった程度らしいので。まあ、夜間の学園は立入禁止ですし、怒られはしたようですが……ただ、生徒達の狼ろう狽ばいぶりに噓うそをついている様子はなく、全員の証言が一いつ致ちしていて」

「それは……一人や二人なら、見み間ま違ちがいの可能性もあるけど……全員、となると」

「はい、その通りですっ。確かに実在し、実害まで出ている現状……今後も生徒達が危機に晒さらされる可能性があるなら、この問題を放置してはおけません」

「！　まさか……ミリィ？」

「はいっ！　そうですっ……皆さん！」

　勢い良く立ち上がったミリィが、その場にいる全員に向けて、力強く言い放った。

「私達、《亜人ちゃん救世委員》が──学園の〝七不思議〟を、解決するのです！　生徒達に被ひ害がいが及およばないよう……彼女達を、守るためにっ！」

　守るために、その言葉を前にした勇海の答えは──勇海自身よりも早く、右側に立つ金色の〝ドラゴン嫁よめ〟が威い勢せいよく答えた。

「ふんっ、望むところだ！　六つだか八つだか知らないが、オカルトだろうと怪奇現象だろうと……私達が、見事に解決してやるっ！」

「！　……エイミ？」

「と、イサミなら言うだろうと思ってな。……ねっ？」

　ぱちっ、とウインクして微笑ほほえむエイミに、勇海は失しつ笑しようしながら頷いて返した。

「ああ、もちろんだ！　〝七不思議〟なんて、俺達が解決して──皆みんなを守ってやるっ！」

　ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作って宣言した勇海に、ミリィは明るい笑え顔がおを浮うかべ、エイミは当然とばかりに頷く。

　一致団結し、気勢を上げる面々──だが、ただ一人、アンが焦しよう燥そうの声を上げてきた。

「ちょっ、待って。……ま、待ちなさいっ!?　あ、アタシ、その《亜人ちゃん救世委員》とやらじゃないんですけどっ!?　なんでアタシまで、〝七不思議〟とか、そんな……お、おばけでも出ちゃいそうな話に呼ばれてるワケ!?」

「お、おばけって……。けど、確かにそうだよな？　ミリィ、どうしてなんだ？」

　勇海が左側にいるミリィへと尋ねると、彼女は大きく頷きながら説明してくれた。

「はいっ。何せアンさんは《聖女》の血を引くお方。回復魔法だけでなく、呪のろいや魔を祓はらう、浄じよう化かのスペシャリストです。そんなアンさんに協力いただければ、心強いと──」

「浄化なんてっ！　……まあ、できるけど……でも、おばけよ!?　他ほかにも怨おん念ねんとか、呪われたりとかっ……そそそんなの、ヤバイでしょっ!?」

「い、いえ、だからこそ《聖女》の力を持つアンさんの力でですね……というかアンさん、《ゾンビ》の亜人さんですよね？　それなら、そういう話は平気なのではと──」

「そ、そんなワケないでしょーっ!?　ゾンビだからって、オカルト話だとか、怪談だとか……ホラー全ぜん般ぱんに通じてると思わないでくれるっ!?」

「ふ、ふええっ!?　えっ、えっ……ごめんなさいっ!?」

　どうもアンはホラーな話が苦手のようだが、ミリィもちょっぴり鈍どん感かんなところがあるのか、本気で困惑しているようだ。勇海も面めん食くらってはいたが、さすがにアンに助たすけ舟ぶねを出すべきか、と動こうとした時──エイミだけは平然と、あっさり指し摘てきした。

「何だ、アン……〝七不思議〟が怖こわいのか？」

「は？　……は、はいぃぃぃっ!?」

　その言葉に、ぐわっ、と方向転てん換かんしたアンが、今度はエイミに詰つめ寄った。

「だ、誰も怖いなんて言ってないでしょーがっ!?　アタシはただ、危ないんじゃないかって……おばけとか出たらどーすんのかって、そう聞いてるだけでっ！」

「いや、無理しなくていいぞ。怖いものは怖いだろうし、仕方ない。私はアンと違って、おばけなんて怖くないし、大丈夫だ。そんなに怖いなら、別に──」

「だ、だから怖くないってばっ！　いいわよ、そんなに言うなら協力するわよ……すればイイんでしょ!?　〝七不思議〟だろーと、おばけだろーと、かかってこいってのよ！」

　勢いで受けてしまったようにしか見えないアンだが、ミリィは安心して一息つく。

「わっ……良かったです、アンさんが快かい諾だくしてくださって。実のところ、アンさんの《聖女》の力が頼たよりでしたし……それに今日は私、生徒会長の仕事で忙いそがしくて、同行できないのです。ですが……しっかり者のアンさんがいれば、安心ですねっ♪」

「えっ。……ちょっ、ミリィは来ないの？　……えっ？」

「勇海ちゃん達もご存じでしょうけど、今日はミミさんがお休みしていまして……彼女の寮りようまで様子見に行く予定なのです。なので、アンさん……よろしくお願いしますねっ」

「えっ。………えっ………」

　ミリィの安あん堵どしきった表情に、何も言えず呆ぼう然ぜんとするアンが、どうにも不ふ憫びんで──ちょっぴり天然な幼おさな馴な染じみに代わり、勇海がフォローを入れようとする。

「あ、アン？　その……大丈夫だって！　もし、その……おばけ？　とかが出たり、祟たたられたりしても……俺が絶対に、アンを守るから──」

「──ホントに!?　絶対よ、頼たのんだわよ、お願いよっ!?　約束だからね、勇海っ!?」

「う、うわわっ!?　わ、分かった……約束する！　だから落ち着いてくれ、アーンッ!?」

　涙なみだ目めで両手を取り、縋すがりついてくる《聖女でゾンビ》の協力者を見て、先行きに不安しか感じない勇海だった。








第一章　あかずの教室









《聖デミグリーン学園》のどこかに、〝あかずの教室〟が存在するという噂がある。

　どこかに、というのは、その教室が決まった場所にある訳ではないからだ。それは突とつ然ぜんに出現し、かと思えばすぐに消えてなくなる、摩ま訶か不ふ思し議ぎな教室なのだという。

　そして、仮にその教室を見つけても、その扉とびらはまるで内側から塗ぬり固められているかのように、絶対に開く事がない。

　ゆえにそこは、〝あかずの教室〟──突然に現れ、けれど開きはせず、誰だれも足を踏ふみ入れた事のない不気味な教室は、いつしか生徒達の間で、こう噂されるようになった。

　──〝あかずの教室〟は、この世界とは違う、別の世界に繫つながっているのだと──

「……っていうのが、ミリィから聞いた話だけど」

「そうね勇いさ海み。あかない扉を無理にあける必要なんてないし、放ほうっておいて何も起こらないなら、放っておくのが道理ってもんよ。じゃあ一いつ旦たん帰りましょうか」

「アン、今後も何も起きないとは限らないから。ここで帰っても解決しないから」

　早々に『コマンド：逃げる』を選せん択たくしようとするアンだが、勇海が回り込んで止める。どうどう、と彼女を宥なだめる勇海に、同行していたエイミが声をかけてきた。

「とはいえ……そんな怪あやしげな教室は見当たらないな。ミリィから聞いた目撃情報によれば、この別館のどこかで見たようだが……視し聴ちよう覚かく室が授業でたまに使われる程度で、学園生もほとんど立ち寄らないし、確たる情報はないからな」

「ああ、そうだな。何せ、いきなり現れたり消えたりする、っていう話だし。それが本当なら、すぐには見つからないだろうし。根気がいりそうだな」

　頷きながら勇海が推測すると、アンも軽く頷きつつ言葉を漏もらす。

「すぐには見つからない……なるほどね。それが分かっただけでも大収しゆう穫かくだわ。じゃあ帰りましょうか。アタシ達はやれるだけのコトをしたわ。後は運を天に任せましょ？」

「アン、俺達まだナニもしてないから。まだ十分も経たってないから。ここで帰ったら、ただ冷やかしに来ただけの野次馬になっちゃうからさ」

　頑かたくなに帰ろうとするアンを宥めすかす作業のほうが、大変な気がする勇海だった。しかし、アンが全力で帰りたがろうとするたび、エイミが決まって口を出してくる。

「アン……やっぱり怖いんじゃないか？　別に無理せず、帰っていいんだぞ？　調査は私とイサミで、仲良くやるから──」

「！　だ、だから怖くないって言ってるでしょっ!?　大体、アンタ達から目を離はなしたら、ナニするか分かったもんじゃないしっ……ちゃんとついてくってのよ、ふんっ！」

「むう。アンは強ごう情じようだな……別に大丈夫なのに。むーん」

　結局アンは、エイミに張り合うかのように、付いて来てくれるのだった。

　ともあれ、まずはこの別館の教室を虱しらみ潰つぶしに当たってみるべきか。ミリィから預かっていた別館の地図を開きつつ、なかなか骨が折れそうだ、と勇海が考えていると──きゅっ、とエイミがいきなり手を握ってきた。

「えっ？　え……エイミ？　手なんて握って、急にどうしたんだ？」

「……んふふ～。歩いて探し回るだけなんて、本当は退たい屈くつなはずなのに……イサミと一いつ緒しよだっていうだけで、何だか楽しいなっ♪」

「い、いや、楽しいって……仮にも仕事中なのに」

「イサミは、どうだっ？　私と一緒だと、楽しいだろ？　なっ、なっ？」

「！　……エイミ」

　純真な眼まな差ざしで問いかけてくるエイミに、思わず勇海も絆ほだされる。軽く失笑しながら、素す直なおな返事をしようとした──その時、エイミがいきなり歩みを止める。

「ああ、俺も──っと!?　え、エイミ、急に立ち止まったりして、どうしたんだ？」

「………………」

　勇海の問いかけに、エイミは答えない。炎ほのおのように揺ゆらめく真しん紅くの眼差しで、ジッ、と一点を見つめ──ぼそり、呟つぶやいた一言は。

「───何か、いる」

「ふみみゃあーんっ!?」

　不思議な奇き声せいを上げたアンはともかく、勇海もエイミの見つめる一点を目で追う。すると、確かにそこには、〝何か〟がいた。けれど、それは。

「……た、宝箱が……宙に、浮いてる？」

　そう、ふわふわと浮ふ遊ゆうする宝箱が、長い廊ろう下かの先に見えたのだ。遠目からだと大きさの判別まではできないが、それが曲がり角を折れ、階段のほうへと向かって行った。

　思わず呆あつ気けにとられていた勇海だが、我に返って慌あわてて駆かけ出そうとする。

「二人とも、今の見たか!?　行くぞっ！」

「ええ勇海、さっさと帰りましょ！　さあっ、急ぐわよっ!?」

「うん……うん、違うぞアン。帰るんじゃなくて追おう？　〝あかずの教室〟とは違うだろうけど、七不思議と関係ありそうだし、エイミなんて既すでに駆け出してるからさ？」

　後方へ向かって全力疾しつ走そうしそうなアンを引っ張り、先行するエイミの後を追い、勇海もようやく前に進むのだった。




　　　　■■■




　アンの片手を引きながら、勇海が辿たどり着いたのは、別館一階の奥まった場所。教室が一つだけ横に見えるものの、その先に通路はなく、行き止まりだった。

　ぽつん、と一人佇たたずんでいたエイミに、勇海が息切れしつつ尋たずねかける。

「はあ、はあっ……え、エイミ、さっきの宝箱は？　見失ったのか？」

「あ、イサミ。えっと、それが……ここで、消えちゃったんだ」

「えっ？　消えた、って……どういう意味だ？」

「追いかけて、壁かべ際ぎわに追い詰めたと思ったら……ふっ、て。まるで瞬しゆん間かん移動したみたいにというか、ミリィのワープ魔ま法ほうみたいに……痕こん跡せきさえ残さず、跡あと形かたもなく」

　それもまた、〝怪かい奇き現象〟じみた不思議な話だ。正体が摑つかめない〝空飛ぶ宝箱〟も気がかりだが、今はエイミを労ねぎらおうと勇海は決めた。

「そっか……分かった。あの宝箱については、後でミリィに報告しようか。エイミ、先に追いかけてくれて、ありがとな」

「！　そっ……それくらい当然だっ。なぜなら私は、イサミの許嫁いいなずけなんだからなっ。これくらい、朝飯前だぞっ♪」

「い、許嫁だからっていうのは、関係あるのか分からないけど……うん、ホントに助かったよ。俺達じゃ、追いつけなかったかもしれないしさ」

「え、えへへ、そっかぁ……♪　って、ん？　俺達って……そういえば、アンは？」

「へ？　アンは、って……ほら、ちゃんとここに──んっ？」

　振ふり返った勇海の目に、アンの姿は映らない。けれど、彼女の手を引いている感かん触しよくだけは、確かにある。一体どういう事なのか、その手を確かく認にんするべく、視線を下げると。

　勇海が摑んでいたのは──アンの、左腕だけだった──

「………ヒュンッ………」

〝七不思議〟云うん々ぬんとは関係ないところで、思い切り背筋が冷えた勇海である。すると少し遅おくれて、勇海達からは少し離れた曲がり角から、アンが顔を覗のぞかせて尋ねてきた。

「さ、さっきの箱おばけ……い、いる？」

「いや、いないけども！　左ひだり腕うでだけ切り離して逃にげるの、やめてくんない!?　トカゲの尻尾しつぽじゃないんだからさ！　今日一番ドキッとしたわ！」

「ほ、ホント？　ホントにいない？　ぅぅ……じゃあ返して、アタシの左腕……」

　アンは《ゾンビ》の亜人ゆえに片腕が取れやすいが、《聖女》の自動回復魔法を持つために治す事も容易だ。勇海から受け取った左腕を元通りにしつつ、アンは提案する。

「と、とりあえず、箱おばけもいないんだし……ここから離れない？　何かここ、あんまり陽ひも当たらないし、変な雰ふん囲い気きっていうか……ね、ねえっ？」

「あ、そうだな……〝あかずの教室〟も探さないといけないしな。ちょっと待っててくれよ、ここがどこか地図で確認するから。えっと……ん？　あれ？」

「うう、何かここ、やけに寒いし……ていうかこんな奥まったトコに教室があったなんて、初めて知ったわよ。ねえ勇海、まだ？　……勇海？」

「………ないんだ」

「へ？　ないって……え？　……な、ナニが？」

　恐おそる恐る問いかけてくるアンに、勇海は地図を眺ながめながら、見たままを口にする。

「ここに、教室なんて……ないんだ。何度も見返したし、確認もした。俺は方向音おん痴ちなトコあるけど……だからって、地図まで見み間ま違ちがえたりしない。つまり……つまり」

「え、ちょっ……ま、待って？　まさか、そんなっ……いやっ──」

「ここが──〝あかずの教室〟なんだ──！」

「──────」

　勇海の言葉を受け、アン、絶句──したのも束つかの間、くるっ、と背を向けて、

「──よしきた、逃げるわよ二人とも！　今こそ全すべてに背を向けて駆けだす時よっ！」

「さっきから後ろ向きに全力すぎる！　いや、ごめんごめん、アン！　何かつい、怖こわい感じで言っちゃってさ!?　でもほら、ここで逃げても何も解決しないからさ!?」

「やーんっ、やーだーっ！　かえるのー！　あたしおうちかえるー！」

「なんかもう幼児退行しとる！　お、落ち着くんだ、アーンっ!?」

　取り乱すアンを宥める勇海だが、とはいえこんな形で〝あかずの教室〟に遭そう遇ぐうするとは、勇海自身も思っていなかった。まるで、先ほどの〝空飛ぶ宝箱〟が導いてくれたようではないか、とは──さすがに考え過ぎだろうか。

　物思いに耽ふけりつつ、勇海が試ためしに〝あかずの教室〟の扉とびらを開こうとしてみる、が。

「よ、っと……うん、やっぱり開かないな。さすが〝あかずの教室〟っていうか……鍵かぎ穴あなもないみたいなのに、どうやって閉まってるんだ？」

「そうね、帰れってコトじゃないかしら。帰れって言われてるなら、そこは帰ってあげないと教室にも失礼じゃない？　そうでしょ、勇海？」

「アン、また急にハキハキしてきたな!?　いやでも、現れたり消えたりする、って話だしさ……次も見つけられるとは限らないし、今なんとかしたほうが──」

「ばかっ！　無む謀ぼうに立ち向かうだけが勇気だなんて、思わないでっ！　逃げるコトを……逃げるコトを恐れるんじゃないわよっ！」

「何か名言っぽいの飛び出してきた!?　う、うーん……とりあえず、携けい帯たいからミリィに電話して、相談してみよう。ミリィの用事、もう終わってるとイイんだけど──」

　言いながら、勇海が胸ポケットから携帯電話を取り出そうとした──その時だった。

「すうっ───はあッ！」

「「………えっ」」

　勇海達の背後から──つまりエイミがいた場所から、カッ、と金色の閃せん光こうが[image: ]ほとばしる。勇海とアンが同時に振り向くと、そこにはぷすぷすと焼け焦こげた、元・扉の残ざん骸がいが。

　そう、エイミは──《金きん炎えん》一発、扉を吹ふき飛ばしたのだ──！

「よーしっ、あいたぞ、イサミっ。褒ほめて、褒めてっ♪」

「いや強きよう行こう突とつ破ぱすぎない!?　コレ、後で怒おこられたりするんじゃないか!?」

「え？　でも、こうでもしないと入れそうになかったし……っ!?　……これは……」

「？　エイミ、どうしたんだ？　中に何か……──っ!?」

　エイミの隣となりに立った勇海が、室内を覗くと──瞬間、突つき刺ささるような寒風に襲おそわれ、視界には白銀の雪景色が広がる。室内だというのに、この光景は異常だ。

「な、なるほどな。内側から凍こおりついてたんじゃ、〝あかず〟なワケだ。けど、どうしてこんな……まるでここだけ、違う世界みたいだぞ？」

　まさか〝あかずの教室〟は、本当に別世界に繫つながっていたのか。思わずそんな考えがよぎりかけた勇海の目に、更さらに思いがけない人物の姿が飛び込んできた。

「えっ？　キミは……ま、まさか!?」

「………えっ？」

　透すき通るような白い肌はだ、煌きらめき流れるストレートの銀ぎん髪ぱつ、まさに〝完美〟の美少女とさえ呼べる、そんな彼女の頭には──最も特とく徴ちよう的な、兎うさぎの耳が。

「み──ミミっ!?　あ、いや、ミミちゃん……なのか!?」

「アナタは……な、なぜ、ここに？　??」

　間違いない。彼女は〝問題児クラス〟に所属する、勇海のクラスメイトの──《キラー・ラビット》の亜人、ミミ＝キラー＝ラ・ビッチだった。

　今日休んでいたのは、こんな所にいたからなのか。恐らくミリィも知らなかったのだろうが、しかしなぜ、と疑問を抱いだきつつ、勇海が一歩踏ふみ出すと。

「えっと……な、何でこんな所に？　ここって、〝あかずの教室〟じゃ──」

「───入っちゃ、ダメっ！」

「へ？　え……う、うわっ!?」
















　室内に足を踏み入れた、その瞬間──室内の壁かべから鋭するどく尖とがった氷の刃やいばが飛び出し、勇海に向けて襲いかかってくる。あわや激突と思われた、その寸前。

「イサミっ、危ないっ───ハアァァァッ！」

「う……っ!?　え、エイミ……助かった！」

　エイミが咄とつ嗟さに吐はき出した《金炎》が、氷の刃を一瞬にして溶とかし尽つくす。ほっ、と一息つくエイミの後ろから、恐る恐る顔を出したアンも声を上げた。

「な、ナニよ、この部屋……さっき廊下まで寒かったのって、このせいなの？　にしても、呪のろいとか怨おん念ねんとか、そういう感じはしないけど……」

「そ、そうなのか？　けど……〝あかずの教室〟は、現に存在したワケだし」

　とはいえ、なぜミミがここにいるのかまでは分からない。疑問に捉とらわれる勇海に、当のミミはあくまでもクールに、抑よく揚ようのない声を送ってきた。

「アナタ達、どうして、こんなトコロにいるの？　ここは危険よ、さっさと出て行って。……怪け我がしても、知らないんだから」

「いや、危険って……それを言うなら、ミミちゃんもだろ？　一人でこんな所にいたら、危ないんじゃ──」

「いいえ、違うわ。ワタシは、自分から……ココへ来たもの。だから、アナタが言うような、危ないコトなんて、ワタシにはないの。ワタシなら……大だい丈じよう夫ぶだから」

「いや、そんなはずは……って、危ないっ!?」

　話している間に、こぶし大の氷ひよう塊かいが天てん井じようから形成され、ミミへと降りかかってくる。咄嗟に駆かけ寄ろうとする勇海だが──しかし。

「───近寄らないでっ！」

「え……っ!?　うわ、っと!?」

　それは襲い来る氷塊と、駆け寄る勇海、どちらに言ったのか──あるいは両方か。ミミは右手に作った氷の刃で氷塊を叩たたき落とし、勇海には冷ややかな視線を送ってきた。

　勇海の足元も、『これ以上は近づくな』とでも言うように、氷のラインが引かれている。氷を操あやつるのがミミの能力なのだろうか、少し間違えれば凍っていたかもしれない状じよう況きように、怒いかりの声を上げたのはエイミだった。

「なっ──イサミに何をするっ!?　このっ──」

「え、エイミ!?　いや、俺は全然平気だから、落ちつけって!?」

「イヤだっ！　イサミは、おまえを助けようと……救おうとしただけなのに！　それなのに、こんなコトするなんてっ……許せないっ！　う～っ……！」

　威い嚇かくするように唸うなるエイミに──ミミはあくまでも冷れい淡たんに、突き放す言葉を放つ。

「だから──それが必要ない、と言ってるの。ワタシは代々、暗殺者の一族の女よ。誰だれかの救たすけなんて、必要ない。だから……ワタシは……」

　言いながら、ミミは少しだけ顔を逸そらし──消え入るような声で、言った。

「ワタシは、今までも、これからも──ずっと。一人で……イイの」

「……ミミちゃん……」

　ミミの顔色に、一いつ瞬しゆんだけ寂せき寥りようの色が差したのは、勇海の気のせいだろうか──既すでに顔を上げ、氷のような無表情を張り付けたミミが、改めて冷たい声を発する。

「だから、ワタシに近寄らないで。ワタシ……誰にも、触ふれられたくないの。もし、不用意に触れようとするなら……アナタのコト、コロスわ」

「……いや、でも！　……ん？」

「そのラインを越こえたら、問答無用よ。分かった？　……？　ねえ、聞いてる？」

　首を傾かしげ、問いかけてくるミミは、気付いていない。ミミの死角から、彼女めがけて飛ひ翔しようしてくる、氷の飛礫つぶてに──！

　それを視認した瞬間、勇海は、越えてはいけないと言われたラインを、

「あ──危ない、ミミちゃんッ！」

「え？　……なっ、ちょっ──!?」

　躊ちゆう躇ちよなく飛び越え──ミミを抱だきすくめ、氷の飛礫を躱かわしてみせた。

　が、しかし、抱き着かれる形となったミミはというと。

「あ……ひ、やんっ!?　な、ななっ……ナニ、を……っ、ぁ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

「ミミちゃん？　……ど、どうしたんだ!?　大丈夫か!?」

　本当にどうしたのだろう、何やら体をビクンと大きくはねさせ、顔を真っ赤にしている。ふるふると肩かたを震ふるわせながら、彼女は辛かろうじて抗こう議ぎを口にしてきた。

「な、なな、ナニ……ひにゃあっ!?　……ナニ、するのっ。ち、近寄らないでって、言ったでしょっ……ら、ライン越えたら、コロスって言ったわっ!?」

「そ、それは確かに悪かった！　咄嗟だったから、つい……って、アレ？　そういえば、ライン越えたのに……殺されてないな？　??」

「あ、えと、それは……ふ、ふややぁっ!?　ちょっと、触さわらないでっ……触れられるの、ダメ、ダメなのっ……そ、それ以上、触られたら……ふあっ。んっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

「み、ミミちゃん？　何か急に、体の力が抜ぬけて……って、あれ、まさか」

「……きゅ……きゅ[image: ～][image: ～][image: ～]……」

「……き、気絶してるっ!?　何で……うわっ!?」

　ミミの身を案じる勇海だが、隙すきを突こうとするかのように、氷の刃が四方八方から襲い掛かかってくる。とうとう勇海とミミは四方を囲まれる形になる、が。

「すうっ───はあっ！　……イサミ、大丈夫かっ!?」

「！　エイミ、ありがとな……いや、俺は大丈夫だけど、ミミちゃんが気絶しちゃって……呼吸も荒あらいし、まさか怪我でもしてるんじゃ……!?」

　息も絶え絶えなミミに危機感を覚える勇海だが、〝あかずの教室〟の牙きばは、今も勇海達を襲い続ける。だが、突とつ如じよとして現れた不ふ可か侵しんの壁が、その脅きよう威いを跳はね除のけた。

「《生命の樹セフイロト》──《慈悲の左腕チヤリテイー・レフテイー》。ここから先へは、何であろうと通さないんだからっ！」

　取り外した左手を右手で掲かかげ持つアンが、結界を張りつつ勇海に問いただす。

「ちょっと勇海、ミミは大丈夫なの!?　見た感じ、怪我はないみたいだけど……」

「あ、ああ……けど、急に気絶しちゃってさ。心配だし、診みてあげてくれるか？」

「そ、そうねっ。一応、治ち療りようを──きゃっ!?」

　治療に臨のぞもうとしたアンだが、襲い来る吹雪ふぶきのような攻こう勢せいに、動きを止められてしまう。外した左手を右手で翳かざしながらも、アンはエイミに文句を言った。

「ちょっと、エイミっ！　《金きん竜りゆう》の娘むすめともあろうものが、だらしないわよっ!?　もっとちゃんと、皆みんなを守りなさーいっ!?」

「イサミ以外が、私に命令するなっ！　……っ、そもそも、こんな細こま々ごまとしたモノを叩き落とすのは、苦手なんだっ……ッ！」

《金炎》で一つ一つを撃うち落とすやり方は、エイミにとって相あい性しようの悪い方法らしい。大きな炎ほのおを使おうとしないのは、仲間を巻き込まないよう気を遣つかっているのだろうか。

　けれど、そんなエイミの想おもいとは裏腹に、〝あかずの教室〟の猛もう攻こうは勢いを増すばかりだ。まるで怒り狂くるい、暴走しているかのように。

　この状況に苛いら立だち、歯は嚙がみするエイミだが、そんな彼女の背中を氷の刃が襲おそい──

「あっ──危ない、エイミっ！　うっ……あんっ!?」

「え……なっ、アン!?　だ、大丈夫か!?」

　何と、咄嗟にアンが身を挺ていして庇かばった。アンの白い肌は傷つけられたが、すぐさま暖かな光が彼女の体を覆おおい、あっという間に傷を癒いやしていく。

「だ、大丈夫よ。大して痛みも感じないし、《自動回復魔ま法ほう》だってあるから。傷が残ったコトなんて無いし、平気だわ」

「し、しかしっ……っ、私だってアレくらい平気なのに、何で私を庇ったりなんて！」

「な、何でって……アタシにだって、良く分かんないわよ。咄嗟に体が動いちゃったんだから、仕方ないでしょ！」

「……いつも私に、やたらと突っかかってくるクセに……なぜ、そんな」

「いやアンタに言われたくないからね!?　アンタだっていつもエラソーだし、勇海にやたらと引っ付いて……ご、ごほんっ！　それよりほら、また来るわよっ！」

「！　アン……ああっ、分かってる！　すうっ──はあああっ！」

　エイミは《金炎》を吐きながらアンと背中合わせになり、改めて迎げい撃げき態勢をとる。

「今日のところは、共同戦線だ──いくぞ、アン。結界を絶やすなよっ！」

「むっ……分かってるってのよ！　エイミこそ……今度は油断すんじゃないわよ！」

　いつもは張り合っているエイミとアンが、今は息を合わせて氷の凶きよう器きに立ち向かう。そんな二人に、勇海は大声で呼びかけた。

「エイミ、アンっ……大丈夫か!?　無理だけはするなよっ！」

「イサミ……うん、任せろっ！　《金竜》の力で、絶対に皆を守ってやるからっ！」

「怪我なんて一瞬で治せちゃうし、心配無用よっ！　それより勇海、ミミのコト、ちゃんと守ってあげなさいよねっ！」

　頼たのもしく胸を叩く二人に、勇海は大きく頷うなずき返し、ミミを庇いながら介かい抱ほうした。

　襲い来る氷ひよう嵐らんは、ミミの呼吸が荒くなるのと連動するように、更さらに強まっている。雪山で遭そう難なんして震えているかのような彼女を元気づけようと、勇海は必死に語りかけた。

「ミミ、しっかりするんだっ……大だい丈じよう夫ぶだ！　俺達が、きっと救ってみせるから！　エイミも、アンも、あんなに頑がん張ばってくれてる。だから……ずっと一人でイイなんて、あんな寂さびしそうな顔で、言わないでくれ！」

「ぅ……ぅ？　は、あぅ、んっ……ひんっ。う、きゅ……？」

　意識のないミミにも届くようにと、大きな兎うさぎ耳みみに、息が触れるほどの距きよ離りで──勇海は、優やさしく囁ささやいた。

「キミを、独りぼっちになんて───絶対に、しないから」

「は。……ぅ、ぁ……あ……あっ、あっ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッッ！」

「だから、安心して……ん？　ミミちゃん？　……み、ミミ──う、わあっ!?」

　ミミの体が、びくん、びくんっ、と大きくはねた、その刹せつ那な──勇海とミミを中心に、氷の世界が広がっていく。

　襲い来る氷塊も、壁かべも床ゆかも、天井も、氷の一ひと粒つぶ一ひと粒つぶでさえ、全すべてが凍こおりついてゆく中で──《金炎》を纏まとっていたエイミと、結界を張って無事だったアンが声を上げる。

「な、なんだ？　何もかも、凍って……これは、ミミの力なのか？」

「えっ、えっ……ちょ、全部、凍っちゃって……って、あれっ？　ミミの魔力……アタシ達を襲ってた、〝あかずの教室〟のと……お、同じ？」

「え。……どういう事だ、アン？　つまり……私達を襲っていたのは、ミミなのか？」

「そ、それは分かんないケド……でも、全部が凍りついちゃって、〝あかずの教室〟の魔力も完全に停てい滞たいしたわ。つまり……それが意味するのは」

〝七不思議〟の一つ──〝あかずの教室〟は、終しゆう焉えんしたという事だ。

「…………」「…………」

　暫しばし無言でいたエイミとアンには、若じやつ干かんの疑念は残っているようだが──今は事態の解決を喜び、勇海とミミのほうに振ふり返ってくる。

「と、とにかく、これで解決だなっ！　やったぞイサ──ミっ？」

「ミミもお手て柄がらだったわよ！　そういえば、気絶──はっ？」

　しかし振り向いた彼女達が目にしたのは、信じられないモノで──二人して、思わず叫さけび声を上げていた。

「い、勇海とミミがっ──」「──凍っちゃってるーっ!?」

　そう、凍りついたのは、何も〝あかずの教室〟ばかりではない。ミミを抱いていた勇海も、氷の棺ひつぎのようなものに、ミミごと閉じ込められてしまっていたのだ。

〝婚こん約やく者〟の哀あわれな姿を前に、エイミとアンが慌あわてふためく。

「い、いい、イサミっ……大丈夫か、しっかりするんだっ!?　い、今すぐ出してあげるからなっ。わ、私の《金炎》でっ……すうっ───」

「ちょ、ナニしてんのよエイミ、勇海もミミも焼き尽つくす気っ!?　やめなさいよ、ホント死んじゃうわよっ!?」

「じゃ、じゃあどうしろっていうんだ!?　い、イサミがぁ……私のイサミがぁ……」

「別にアンタのじゃないっての！　う～っ……だ、だから、ちょっとずつ氷を削けずっていったり、お湯とかに浸つけたり……ん？　……あ、あれ？　……んん？」

『……っ……っ』

　氷の棺が、微かすかに震えた。見み間ま違ちがいとでも思っているのか、アンが目を擦こすった──その時、氷の内側にいる勇海の体から、金色の炎が湧わき起こり、

『う──うおおおおっ！　ファイト、いっぱ───っつ！』

「え──きゃ、きゃああああっ!?　なっ……なあっ……!?」

「はあっ、はあっ……ふ、ふうっ。助かったぁ……」

　勇海、見事に自力での脱だつ出しゆつ──なかなか派手な脱出劇を見せた勇海に、アンは呆あつ気けにとられながらも声をかけてきた。

「あ、アンタ……《金炎》、使えるようになってたのね。ビックリしたぁ……」

「あ、ああ、うん……エイミに逆げき鱗りんを貰もらってからさ。……さすがにあの時みたいな大火力は出せないし、エイミの足元にも及およばないけど」

「そ、そぉ。……《吸精主》の力といい、アンタ順調に人間離ばなれしてくわね……」

「そ、それは否定できないけども！」

　若干、呆あきれを隠かくせないアンだが──《金竜》の力の象しよう徴ちようにして、誇ほこりとも呼べる《金炎》を操あやつられた、エイミの反応はというと。

「イサミが《金炎》……そっかー、私とおそろいかー……ま、まあ私達、〝許嫁いいなずけ〟だし、おそろいくらい、普ふ通つうっていうか……なー？　うふ、えへ……えへへー……♪」

　どうも、満まん更ざらでもないようだった。

　それはともかく、無事に脱出した勇海は、腕うでに抱だきかかえていたミミに声をかける。

「それよりっ……大丈夫か!?　気絶しっ放しで、あんな凄すごい力なんて出しちゃって……」

「……う、うう、ぅ……」

「あっ……目を覚ましたのか!?　だ、大丈夫か!?」

　ほんの少しだけ目を開き、辛うじて彼女は、震える唇くちびるから言葉を漏もらした……のだが。

「……さ、触っちゃぁ……ら、めぇ……ぁぅ」

「え。触っちゃ……ダメ？　……って、また気絶した!?　しっかり、しっかりするんだ！　ミミ……ミミちゃーん!?」

　一難去って、また一難──くたりと脱力するミミを、勇海達は焦しよう燥そうしつつ介抱した。




　　　　■■■




　先ほどの大立ち回りが夢だったかのように、静せい寂じやくに包まれる〝元・あかずの教室〟にて。勇海とミミが向かい合い、エイミとアンが傍はたから二人に注目している。

　まず、なぜミミが〝あかずの教室〟にいたのか、その答えは耳を疑うものだった。

「ここは……ミミちゃんの、訓練場所？　……〝あかずの教室〟じゃなく？」

　勇海が反はん芻すうするように言うと、ミミは頷きながら説明してきた。

「ええ……ワタシ、昔からこういう訓練、続けてきたから……暗殺者の、家系として。これが習慣になって、時々しないと、落ち着かなくって。だから……教室に魔力をかけて、氷が自動でワタシを襲うように、設定してたの」

　なるほど、ミミが『ワタシなら大丈夫』と言っていたのは、以前から続けていた訓練の一いつ環かんだからなのか。思えばミミが気絶していた時、氷は暴走するかのように暴れまわっていた。それも彼女のコントロールから離れたためなのだろう。

　とはいえ、どうにも納なつ得とくのいかない事があり、勇海は地図を出しながら声を上げる。

「……いや、けど！　この地図には、ここに教室があるなんて載のってないし……」

「その地図、貸して。……ん、これ、ちょっと古いわ。この教室、学園長が特別に作って、ワタシにくれたの。最近のコトだから……反映されてないんだと、思う」

「……え、ええ～……じゃあ〝あかずの教室〟の噂うわさは……ミミちゃんが原因？」

「うっ。……ご、ごめんなさい。ワタシ、ここを使う時、誰だれも入れないよう、扉とびらも凍らせてたし……〝七不思議〟として噂されてたの、知ってたの。けど、そんな噂があれば、誰も寄りつかないかな、って……それがまさか、そんな大ごとになってるなんて……」

　なるほど、これで合点がいった。何とも気の抜ぬけるオチだが、とにかく〝七不思議〟の一つ、〝あかずの教室〟については、これで解決という事だ。

　だがそうなると、なおさら気になる事が出てくる。アンは少し前にミミを治ち療りようしていたが、やはり彼女には傷一つなかった。それならばミミは、なぜ気絶などしてしまったのか。どうしても気になった勇海は、率そつ直ちよくに問いかける事にした。

「あ、あのさ……じゃあさっき、何で気絶しちゃったんだ？　そういえば、『触さわらないで』って言ってたし……やっぱり、俺のせいか？」

「ぅ。え、えっと……それ、言わないと……ダメ？」

「それは、まあ……教えてもらえると、ありがたいっていうか……俺が悪かったなら、これからは気を付けたいし。その……ダメか？」

「うっ。そ、そんな聞き方されちゃう、と……う、うう、その……えっと」

　急にしどろもどろになったミミが、視線を右往左往させ、逡しゆん巡じゆんし──ようやく意を決したのか、少しだけ俯うつむきつつ、ぼそりと呟つぶやいた。

「わ、ワタシ……超ちよう敏びん感かん体質、なの」

「えっ？　……ちょ、超敏感体質？」

「ぁ、ぁぅ。……は、はぃ」

　勇海が改めて言うと、ミミは新雪のような白しら肌はだを、かあっ、と紅潮させて頷いた。

「えっと、ワタシは《キラー・ラビット》の特性として、聴ちよう覚かくは並外れて優すぐれてる……らしいの。けど……ワタシ個人の〝問題〟として……聴覚と同じで、触しよつ覚かくが、その……」

「……優れてる、ってコトね。だから、さっき勇海に抱きしめられた時……」

　アンが横からフォローを入れると、ミミは先ほどの事でも思い出しているのか、更に顔を紅あかくして俯く。そんな彼女に、アンは言葉を続けた。

「はあ……アタシ、クラスメイトなのに、全く知らなかったんですけど……ミリィだって、知らないんじゃないかしら。そんな話、一度も聞いたコトないし」

「そ、それは、だって……は、恥はずかしい、から。だって、ワタシ……最悪、風に吹ふかれただけでも、その、えっと……ビクッ、ってなっちゃうから。だから、その……」

「……ん、なるほどね……ええ、大丈夫、分かるわ。それで普ふ段だんから、マフラーとかで厚着してるのよね？　ま、大丈夫よ、そんなに気にしなくても」

「そ、そう。……理解してくれて、助かるわ」

　アンの言葉を受け、少し気が楽になったのか、ミミの肌が少しだけ元の白雪色に戻もどっていく。……が、しかし勇海は首を傾かしげ、素す直なおに疑問を口にした。

「？　えっと……そりゃ、気にする必要ないだろ？　体質なんだからさ」

「あ、うん……そうよ。だから別に、これっぽっちも、気にしてなんか──」

「だって、つまり……ミミちゃんは、ただ〝感じやすい〟ってだけで──」

「───違うからっ!!」

「──え、ええっ!?」

　ミミが、出会ってから初めてではないか、と思うほどの大声で否定の言葉を発し──驚おどろく勇海に、そのままの勢いで詰つめ寄ってくる。

「さ、さっきのは、いきなり抱き着かれたからっ……それでちょっと、体がビックリしちゃっただけよっ。〝感じやすい〟とか……そんな、変な言い方しないでっ」

「へ、変な言い方？　別に、そんなつもりじゃなかったんだけど……ご、ごめん？」

「もう……大体アナタは、デリカシーが無さすぎよっ。さっきだってワタシ、ダメだってアレほど言ったのに……もう、もうっ」

　これまた初めて、ミミが頰ほおを膨ふくらませ、ぷりぷりと怒おこる。クラス内の誰よりもクールなイメージがあるだけに珍めずらしい怒り方だが、その勢いは止まらない。

「というかっ。ワタシ、近づくな、って言ったじゃないっ。ラインを越こえたらコロスわ、って……アナタねっ、どういうつもりなのっ。死にたかったのっ」

「い、いやあれは、ミミが……っと、ミミちゃんが危なかったから、つい反射的に……殺されるとか、考えてなかったし。それに結局、俺を殺したりしなかったろ？」

「っ、それは、だって……ワタシ、生命を奪うばうようなコト……したくないもの」

「あ、ああ、そういえば、前にミリィもそんなコト言ってたような……あれ、でも、暗殺者の家系……なんだよな？」

「……技術を持っているからって、行使するかは、また別でしょ？　《金竜王》の時みたいに、炎ほのおだとかを殺すのには、使うけど……ワタシは、この力……誰かをコロスために使う気は、ないもの。……わ、悪いっ？」

「！　そっか……うん、そうなんだな。いいや、全然、悪くなんて思わない。むしろ俺は、ミミちゃんのそういう……信念、っていうのかな？　すごく、イイと思う」

「そ、そう？　……って、話、逸そらさないでっ」

「い、いや、話逸らしたの、俺じゃないと思うけど……み、ミミちゃん？」

　ずずいっ、と顔を近づけ、至近距きよ離りで目を合わせながら、ミミは憤ふん慨がいし続ける。

「人を無ぶ遠えん慮りよに抱きしめて、離してって言っても離してくれないしっ。話も聞かないし……そ、その上、あんな……あんなっ……」

「あ、あの時は、無我夢中だったから……でも俺、何かしたっけ？」

「し、したわっ。その……薄うっすらと、聞こえてたもの。ワタシの、耳元で……ワタシを、独りぼっちになんて、絶対しないって……囁ささやいた、わ。………やさしく」

「えっ。……え、ええっ!?　あ、いや、確かに言ったかもだけど……改めて言われると、すっごい恥ずかしいっていうかさっ……!?」

「こ、こっちのほうが恥ずかしいっ。あんな風に、守るように抱きしめながら……あんなコト、耳元で囁かれて……み、耳に息、かかるくらいの距離でっ。どうにかなったら、どう責任とってくれるのっ。もうっ」

「責任って言われたって……そ、その───おっ？」

　そこで不意に勇海の服の裾すそが、つい、と後ろから引っ張られる。犯人は、エイミ──何やら目を潤うるませている彼女が、上うわ目め遣づかいで勇海に語りかけてきた。

「い、イサミ……？　そんな事してたのか？　耳元で、そんな……や、やさしく？」

「うぐっ!?　い、勢いとはいえ、確かに……うん、言ってたな。いや、改めて思い出すと、ホントに恥ずかしいけど──」

「わ──私にもっ！　私にも、それ言ってぇ!?　聞きたいっ……勇海の口から、やさし～く……耳に息を吹きかけられながらっ……言ってほしいーっ！」

「耳に息は不ふ可か抗こう力りよくだったからな!?　ちょ、エイミ……エイミーっ!?」

　じゃれついてくるエイミの対応で、手て一いつ杯ぱいになってしまう勇海の横で、むう、と頰を膨らませたミミが、止やまぬ不満を口にする。

「もぉ……本当に、デリカシーがないわ。近寄るなって言ったのに、抱きしめてくるし……一人で大だい丈じよう夫ぶだって言っても、聞かないし……はあ……」

　ため息をつくミミに、そこでアンが同調するように頷うなずき、己おのれの愚ぐ痴ちも口にした。

「ホント、全くよっ！　大体勇海のヤツ、鈍どん感かんすぎだしっ。察しが悪いっていうか……って、別に察して欲しいコトなんてないけどね!?　けど、ホントにデリカシーない──」

「まあ……ワタシを助けようと、身まで挺ていしてくれたのは……悪い気、しないケド」

「──んっ？　…………んんっ？」

　ミミの付け加えた思いがけない一言に、アンは勢いを殺そがれたらしい。が、初めて好意的な言葉を受けた勇海は、エイミを宥なだめつつミミに問いかけた。

「え、っと……あれ？　も、もう怒ってないのか？」

「ぅ。……べ、別に、怒っていた……ワケじゃ、ないわ。……そ、そんなには？」

「そ、そうなのか？　けど俺、余計なコトして、ミミちゃんを怒らせてたんじゃ……」

「だ、だから、怒ってないっ。その、むしろ……うれしかった、し」

「じゃあ、俺のやったコト……少しは、ミミちゃんのためになったのか？」

「あ、や、それは、その。…………は、はぃ」

「……そっか……そっか！　それなら、良かった……ホントに良かったよ、うん！」

「ぁぅ。……そ、そんなに喜ばれると……う、うう」

　かあっ、と更さらに顔を紅くしたミミが、軽く熱に浮うかされたように言葉を続ける。

「ま、まあ……ワタシの、夢のためには……このままじゃ、ダメだから。独りぼっちのままで、イイとは……思って、なかったから」

「夢、って……あ、そういえば、確かミリィも……」

　かなり前の話だが、以前の〝学外活動〟の時、ミリィから聞いた事を思い出す。

『彼女自身には、暗殺の経験もありませんし……暗殺者とは違う、別の夢もあるそうなので。我が学園も理念に則のつとって、全力でサポートしますよ──』

　その言葉を思い出した勇海は、ミミの目を真っ直すぐ見つめ、思い切って尋たずねてみた。

「なあ、ミミちゃんにはさ……暗殺者とは違う、別の夢があるって聞いたコトがあるんだ。もし、差し支えなければ……その夢、教えてもらってもイイか？」

「えっ？　……そ、それは、その……い、言わないと、ダメ？」

「もちろん、無理にってワケじゃないぞ。けど、もし俺に手伝えるコトなら……全力で手伝いたいしさ。だから──」

「!?　ほ、ホントっ？　……あ、えっと……うう」

　食い気味に言葉を発したのが恥ずかしかったのか、また目を逸らすミミだが、勇海が真しん剣けんな顔で聞き、アンも興きよう味み津しん々しんで注目すると──逃にげ場が無くなったのだろうか。

　ミミは、もじもじと身み動じろぎし、ずっと真っ赤な頰に、更に朱しゆを上うわ塗ぬりして──

「……お……お嫁よめさん……かな……」

「「…………ほほう」」

　思わず、感じ入るような変な反応を重ねてしまった勇海とアンに、ミミは身み振ぶり手て振ぶりを交えながら慌あわてて言葉を並べ立ててくる。

「っ……そのっ！　こんな体質じゃ、難しいのは分かってるしっ……あくまでも、夢っていうだけっ。そ、それに、別にそうなりたい相手がいるワケでもない……あっ」

　勢い良く謎なぞの言い訳を繰くり広げていたミミだが──言い切る直前、勇海の顔を見て、なぜか微び妙みように言い淀よどむ。

「相手がいる、ワケでも……なかったん、だけど……」

「へ？　何で過去形……今はいるのか？　あれ、でもこの学園、俺以外は女子しか……っていうか〝問題児クラス〟ってコトは、御ご先祖様が決めた〝許嫁いいなずけ〟で──？」

「！　も、もうこの話、おわりっ。言ったんだから、イイでしょっ」

　慌てて話を打ち切ったミミに、勇海は訝いぶかしそうな顔をしつつ、仕方ないかと頷く。

「わ、分かった。無理に聞くのも悪いし……けど、何か手伝えるコトがあったら、全力でサポートするからな。……教えてくれてありがとな、ミミちゃん」

「む。……あの、やめてくれない？」

「へ？　やめてって……サポートか？　や、やっぱ迷めい惑わくか？」

　機き嫌げんを損そこねてしまったか、と勇海が自身の失敗を省かえりみるも、どうやら少し違うらしい。ミミは自身の言った〝やめて〟の意味を、改めて口にした。

「〝ちゃん〟は……やめて。子供扱あつかいされてるみたいで……好きじゃないわ」

「あっ……そっか？　わ、分かった。じゃあ……ミミ？」

「ん。……じゃあ、その、まあ……これから、よろしくね。……イサミ、さん」

「あ、ああ！　……ん？　ミミ……今、俺の名前？」

「……わ、ワタシの話、それだけだからっ。また、教室でっ。……そ、それじゃっ」

　結局、終始真っ赤なままだった顔を、ぷいっ、と背そむけ、エイミが消し炭にしてしまった扉とびらから、ミミは姿を消した。走っていた割に音もないのは、さすが暗殺者の家系といったところだが、しかし。

「……な、なんか、今日はミミちゃんの……いや、ミミの意外な一面を、次々と見せつけられたっていうか……」

「かわいかったわよねー。アンタ鼻の下、伸のばしちゃってさ」

「うん。……はっ!?　いやいや違うって、驚いたって話で──！」

　さりげないアンの言葉に同調してしまい、慌てて否定し直すも、説得力は微み塵じんもない。

　そんな勇海を見るアンの目は不満げに見えたが、彼女は溜ため息を吐つきつつ、ここへ来たそもそもの理由について口にした。

「とにかくっ。これで問題の一つ……〝あかずの教室〟は、解決したワケね」

「そ、そうだなっ！　ミリィに報告しないと……って、ミミのコトもか。多分ミリィも今回のコト、知らなかっただろうし。俺達だって、あんな偶ぐう然ぜんがないと……あっ」

　勇海は言いかけて、ふと思い出す──〝あかずの教室〟に辿たどり着くキッカケとなった、あの〝空飛ぶ宝箱〟の事を。

（結局、アレって何だったんだ……？　そういえばミリィが、『命ある者を永遠に閉じ込める、呪のろいの匣はこ』の話もしてたし……これもちゃんと、ミリィに報告しないと──）

「い、イサミ～……私にも、私にも言ってぇ～……もっと、かまってぇ～……」

「……えっ？　お……おおっ!?　え、エイミ!?」

　いまだに繰り返される金色のドラゴン嫁の要求で、勇海の思考は現実に引き戻もどされる。縋すがりついてくるエイミを宥めながら、勇海は困り顔でアンに尋ねかけた。

「……お、俺、またあんな感じの台詞せりふ、言わなきゃダメなのかな？　……落ち着いてる時に言うのとか、恥はずかしいんだけど……」

「……知らないわよっ、ばーかっ。勝手にイチャイチャしてろっ、ふーんだっ！」

「あ、アンまで急に不ふ機き嫌げんじゃない!?　俺、何かしたか!?」

〝七不思議〟の一つ、〝あかずの教室〟は解決したものの──何もかもが順調にとは、なかなかいかないのが悩なやみどころである。

















第二章　恐きよう怖ふ！　お肉と赤い液体の狂きよう宴えん









「な……〝七不思議〟を解決、ですかぁ？　……勇いさ海みさんが？」

　長い昼休みを迎むかえた教室で、文字通り潤うるおう水色の髪かみを持つ《スライム》娘むすめ・来らい夢むが呟つぶやいた。机の上にお弁当を広げながら呆ぼう然ぜんとする彼女に、勇海は簡単に説明する。

「いや、俺がっていうか、《亜人ちゃん救世委員》と、アンに協力してもらってさ。昨日なんて早さつ速そく、〝あかずの教室〟に行ってきたけど……大変だったよ」

「っ。あ、〝あかずの教室〟って、あの……？　そ、そんな……そんなっ──」

　来夢は基本的に大人しく、気弱なところもある少女だ。オカルト話などは苦手なのかもしれない。口元を押さえて肩かたを震ふるわせる彼女に、アンが共感の声を上げてくる。

「ホンット、イヤんなっちゃうわよね！　そんな怪かい談だん話ばなしみたいなさぁ……いや別に怖こわいってワケじゃないんだけど──」

「──そんな面おも白しろそうなことしてたんですかぁ!?　はぁ～……うらやましいですっ」

「あれっ。……あれ、来夢？」

　来夢の意外な反応に、共感が的外れだったアンは呆あつ気けにとられるが、予想を外した勇海も戸と惑まどいつつ尋ねる。

「えっと……来夢はこういう話、好きなのか？」

「あ、はいっ。その、猟りよう奇き的な話とかはダメですけど……怪談とかは好きなんですぅ。どきどきする、といいますかぁ……スリルがありますよねっ」

「お、おお……ちょっと意外だな。けど、何となくわかるよ」

「ほ、ほんとですかっ？　じゃあじゃあ、今度色々とお話ししましょうっ」

「ああ、もちろん──うおっと!?」

　思いがけず話に花が咲さく二人だが、勇海の後ろから何者かがぶつかってきて、会話が中断する。一体何事か、と振り返ると、至近距きよ離りにエイミの焦あせり顔があった。

「むう～……私もっ、私だってそういう話、できるぞっ！　イサミとするーっ」

「あ、ああ、もちろんイイけど……じゃあ今度、エイミも一いつ緒しよに──」

「たとえば……今日の朝な、イサミにお弁当を作ろうとしてたんだけど……《金きん炎えん》で焼いてみたら、なぜか食材が真っ黒焦こげになっちゃったんだ！　……怖くないか……？」

「うーん必然の理ことわり！　料理で炎を吐いちゃダメっていうか、道理で朝起きたらキッチンが大惨さん事じだったっていうか、そもそも怪談でもないっていうか、ツッコミきれないぞ!?」

　忙せわしなく言葉を並べ立てる勇海に、エイミは『？』と首を傾かしげるが、来夢は困った顔をしつつ話を続ける。

「は、はわわ……あっ、けど、それで勇海さん、今日は購こう買ばいでパンなんですね」

「あ、そうだな。購買か学食じゃない日は、エイミの分と一緒に弁当つくったりするんだけど……まあ昨日は大変だったし、どっちにしろ今日は購買って気分だったし」

「な、なるほどですぅ。……じゃ、じゃあ良ければ、わたしのお弁当、少し──」

「……イサミさん。ちょっと、イイ？」

「──ふぇっ？　え、あ……み、ミミさん？」

　不意に話に割り込んできたのは、ミミ──普ふ段だんは他者と接する事の少ない彼女だけに、来夢も驚おどろくが、ミミは構わず布に包まれた何かを、勇海に差し出してきた。

「コレ、昨日のお礼、っていうか。その……お世話に、なったから」

「み、ミミ？　いやお礼なんて、むしろ迷惑かけちゃって……って、これは？」

「えと、さっきの話、聞こえてたの。だから……お、お弁当、よ」

「お弁当？　……って、えっ!?　い、イイのか？」

「ん。……イサミさん、たまに購買なの、前から知ってたし。昨日は大変だったし、今日もかなって。というか、受け取ってもらわないと……困るわ。食べきれないもの」

「そ、そっか？　それじゃ……ありがたく、いただくよ。ミミ……ありがとな」

「ん……ん。別に、そんな……あ、う。用は、えと……そ、それだけだから。あ、と……エイミさんと、アンさんにも、はいっ。……そ、それじゃっ」

「む？　お、おい、ミミ？」「え、あ……ちょ、ちょっとっ」

　勇海と、そして更にはエイミとアンにまで弁当を押し付けると、ミミは微かすかに頰ほおを朱に染め、逃げるように教室の外へ出て行った。

　その姿を見送ってから、沈ちん黙もくしていた来夢が慌てて勇海に問いかけてくる。

「い、勇海さん？　どど……どういうことですっ？　いつの間に、ミミさんと仲良く……だって、ちょっと前までは、そんなに……」

「あ、それは……実は、さっき話してた〝あかずの教室〟にミミがいてさ。そこで色々あって、ちょっと仲良くなったんだよ」

「そ、そうなんですかぁ。それで、お弁当を……はう」

「なんていうか、律りち儀ぎな子だよな。けど、ありがたく頂いて……う、うおっ!?」

　話しながら包みを開いた勇海は、思わず呻うめく──が、それは感かん嘆たんの声。料理が輝かがやいて見えるなど、まるで冗じよう談だんか料理漫まん画がのようだ。

　芸術品の如ごとく均整の取れただし巻き玉子に、色とりどりの炒いため野菜とソーセージ。チキンライスの上にはウサギ型のチーズが乗っている心配りに、勇海の瞬またたきが多くなる。

（そういえばミミ、夢はお嫁よめさん、って言ってたし……普段から、練習とかしてるのかな。ま、まあとにかく、いただきまーす………えっ）

　だし巻き玉子を箸はしで一摘つまみ、そのまま口へ放ほうり込んだ勇海の動きが止まる。なぜかそわそわと様子を窺うかがっていた来夢が、心配そうに声をかけてくるが──

「い、勇海さん、どうしたんですかぁ？　……？　い、勇海さん──」

「ヴっ………ヴォ───ノ！（意訳：まいうー）」

「勇海さん!?　そんな、エセイタリアンになるほどおいしいんですかぁ!?」

「お、おいしいなんて……そんなレベルじゃないぞ!?　だし巻き玉子は嚙かんだ瞬しゆん間かん、口の中でふわっと広がる柔やわらかさ……絶ぜつ妙みように塩気の効いた炒め野菜との相あい性しようも抜ばつ群ぐん！　一見すると調和を乱しかねないチキンライスさえ、他の全すべてを引き立てる千両役者となっている！　この弁当箱という空間が……無限ループの箱庭と化しているぞぉぉぉ！」

「勇海さんがいつも以上におかしなテンションに!?　……あ、いえ、別に普段からおかしいと思ってるわけじゃなく……こ、こほんっ。けど、そんなにおいしいんですか……わたし、お料理は自信あったんですけど……うう、自信なくしちゃいますぅ……」

　来夢が、汗あせ……もとい汁しるを軽く飛ばしつつ、しゅん、とうなだれていた、その時。

「いさみ、おべんとか？　ふむ、おいしそうだな……るるん」

　美味おいしそうな香かおりに釣つられたのか、とてとてと勇海に寄ってくる少女が一人。手足がもふもふの毛皮に覆おおわれ、狼おおかみの耳を持つ《人狼ルー・ガルー》の亜人、狼ろう牙がルゥだ。

「あ……ルゥ？　ああ、凄すごくおいしいぞ！　ミミからもらったんだけどさ」

「ほほー。……いいなー、いいなー。……るぅ、るぅ」

「え？　……る、ルゥ？」

　勇海の横で膝ひざを突ついたルゥが、とん、と膝上に顎あごと、ぷにぷにの肉球を乗せてくる。上うわ目め遣づかいで勇海を見つめ、くりっと首を傾げながら、何かを要求してくるかのように──

「……るぅ～ん……」

（!?　な、ななっ……何だ、この庇ひ護ご欲よくをそそるっていうか、放ほっとけない感じはっ……こんな目で見つめられるとっ……抗あらがえないっ……!?）

「いさみぃ～……いさみぃ～……るぅ～……」

　切なくか細い、まるで小動物のような仕草に──とうとう勇海は弁当箱の中からソーセージを一つ摘まみ、ルゥへと差し出した。

「よ、良かったら……ルゥも食べるか？　……ソーセージ、好きだよな？」

「！　うんっ、食べるっ。ぱくっ。……ん[image: ～][image: ～][image: ～]っ♪　おいしー……るぅ[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「（ああ……なんだこれ、心が……めっちゃ満ち足りる……）……も、もう一個食べるか？　ほら、あーん……」

「るっ！　いさみ、気前よい……ルゥ、孤こ高こうだからうれしいぞっ。るるんっ♪」

　もはや孤高とは真逆に突っ走っている気がしないでもないが、本人は幸せそうだし、ツッコむのも野や暮ぼというものだ。

　ちなみに、今しがた弁当に手を付け始めたエイミも、様子がおかしくなっていた。

「っ。う、っ……こ、これくらい、私にだって……わ、わた……う[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　む、無理だっ……立ち塞ふさがる壁かべはぶち壊こわせても、こんなの作れないっ……！」

　だんっ、と机を叩たたいて悔くやしがるエイミに、アンも溜ため息を吐ついて呟く。

「はあ……確かにコレ、おいしすぎるわ。勇海のヤツも、あんなに喜んでるし。……お料理とか、できたほうがイイのかしら……調理実習室でも借りて、特訓を……」

「───その調理実習室の〝七不思議〟について、ご説明いたしましょう」

「へっ。……きゃ、きゃあああっ!?　み、ミリィ!?」

　ワープ魔ま法ほうでも使ったのか、唐とう突とつに現れたミリィにアンが悲鳴を上げる。しかしミリィは厳おごそかな様子で、構わず話を続けた。

「聞くも恐おそろしく、語るも恐ろしい……血肉も凍こおりつくような、恐ろしい怪かい奇き現象。そう、その名も──〝肉と血の狂宴〟──」

「ミリィ、何でアタシの近くで話すの？　ねえちょっと、離はなれなさいよ、ねえ──」

「《聖デミグリーン学園》は、エルフの魔導技術を駆く使しした厳重なセキュリティで守られています。特に夜間の学園内には、教員でさえ無許可では立ち入れないほどの。ですが……にも拘かかわらず、調理実習室で……以前から、不可思議な現象が起きているのです」

「いやだから、離れなさいよっ!?　ちょ、やめっ……ホント、ダメって……」

「それは恐らく、深夜から早朝にかけての出来事でしょう。恐らく、と言ったのは……現場を目もく撃げきした者が、一人もいないからです。宿直の先生が張り込もうと、人数を増やそうと……必ず、保存していた〝あるモノ〟が──いつの間にか、消えてしまうのです」

「!?　あ……〝あるモノ〟、って……な、ナニよ？」

「それは……そう、それはっ──」

「……ひっ……!?」

　聞かなければ良いのに聞いてしまったアンに、ミリィはもったいつけるように言葉を溜め──澄すんだ泉のような目を、かっ、と見開き、言い放った──！

「血の滴したたる新しん鮮せんなお肉と──トマトジュースが、消え去ってしまうのです──！」

「いっ──いやぁぁぁっ!?　トマトジュースいやぁぁぁぁ!?」

「アン、怖こわいのはトマトジュースのほうなのか？　おーい、アン？」

　腑ふに落ちない勇海が呼びかけるも、アンは両手で耳を塞いで聞いていない。それにしても、微び妙みように気が抜ぬける話だ、と勇海が呆あきれていると、不意にルゥが声を上げ、

「む？　いや……言うほど厳重な警備じゃなかったぞ？」

「あれっ、ルゥ、何で知ってるんだ。えっ、犯人？　まさか犯人？」

　まさかの速そつ攻こう解決か──と思いきや、ルゥは「ふっ」と軽く笑い、首を横に振る。

「ふ、見くびるな、いさみよ……確かに少し前まで、おいしそーなお肉を見つけて、ちょっぴりつまみ食いしてたことはある。だが、いさみが転入してきてからは……なんだか、そんなことする気が湧わかなくなってしまったのだ。……孤高だからかな？」

「孤高はもう全く関係ないと思うけど……でも、前から噂うわさがあったなら、やっぱりルゥのコトじゃないか？　今はしてないっていうルゥの言葉は、もちろん信じるけど……ほら、噂だけが一人歩きしてるとか──」

「いや……もしかすると、別の犯人がいるのかもしれないぞ。……なぜならば」

「えっ？　……な、なぜならば……？」

「ルゥは──トマトジュースになんて、手を付けないからだ──」

「何で皆みんな、トマトジュースはちょっと特別扱あつかいなんだ？　そこ全然怖くないトコだぞ？」

　やはり微妙な心境になる勇海だが、横からミリィが情報を付け加えてきた。

「お肉の事はともかく……ルゥさんの言う通り、真犯人は他ほかにも存在するかもしれません。昨晩……調理実習室の付近で、気になる目撃情報が出ているのです」

「昨晩？　ってコトは、〝あかずの教室〟の後か。その目撃情報って……？」

「はい。勇海ちゃんも報告してくださった、例の──〝空飛ぶ宝箱〟の事です」

〝空飛ぶ宝箱〟──それは先日、勇海達が別館で目撃した話だ。その正体自体は摑つかめなかったが、おかげで〝あかずの教室〟の真相を突き止められたと言える。

　それにしても、また別の〝七不思議〟の現場でも見つかるとは、これが偶ぐう然ぜんといえるのか。勇海のそんな考えを察したかのように、ミリィがそのまま話を続ける。

「七不思議は七不思議を呼ぶ、とでも言いますか……それともその宝箱が、調理実習室の犯人なのか。そこまでは分かりませんが……いずれにせよ、調査の必要があります」

「うん……そうだな。前向きに考えれば、〝空飛ぶ宝箱〟の存在が七不思議の手て掛がかりとも言えるし。宝箱の正体も解明できれば、一石二鳥だよな」

　そう言った勇海の膝上から、いまだに顎を乗せていたルゥの声も上がってきた。

「ふむ……この話、どーやらルゥも無関係ではないよーだ。ゆえに、ルゥもいさみを手伝おう。ふっ、大船に乗った気でいるとよい……るるーっ♪」

「無関係どころか、思いっきり当事者だと思うけど……人手が多いに越こしたコトはないし、手伝ってくれるなら助かるよ。それじゃ今晩にでも、早さつ速そく張り込みを──」

　勇海が意向を示そうと、周囲を見ると──同時にエイミが、ばんっ、と机を強く叩いて立ち上がった。

「──よしっ！　やるぞっ……やってやるっ！」

「!?　え、エイミ……何か、すごいやる気だな？　よーし、じゃあ張り切って──」

「お料理の練習して──イサミをビックリさせてやるんだぁ───っ！」

「そうだ、お料理を！　……って、あれっ？」

　予想外の発言で既すでにビックリさせられた勇海だが、エイミは来夢と向き合い、立ち上がった勢いそのままにまくし立てる。

「来夢！　確かさっき、料理に自信アリと言ってたな。私にっ……料理を教えてくれっ！　頼たのむ、この通りだ！」

「ふえっ。……え、ええっ!?　あ、頭を上げてくださいっ!?　えと、教えるのはいいんですけどぅ……〝七不思議〟が気になりますし、じゃあ明日とか──」

「教えてくれるのか!?　助かる！　それじゃ早速……調理実習室は、今日は使えなさそうか。うちの寮りようも、台所は滅め茶ちや苦く茶ちやだし……来夢の寮を借りるぞ！　いっくぞぉーっ！」

「え、ええっ、わたしの寮ですか!?　……え、エイミさん、担かつぎ上げないでぇーっ!?」

　軽々と来夢を持ち上げ、教室を出て行こうとするエイミ。だが、退室の直前で立ち止まり、勇海へとウインクを送りながら言う。

「イサミっ……私、がんばるからなっ。イサミの……ドラゴン嫁よめとしてっ♪」

「お、おおっ？　いや、それはイイんだけど、来夢の話も……あっ」

「よーしっ、気合入ったぞーっ！　がんばれエイミっ、おーっ♪」

　来夢を担ぎ、エイミが意い気き揚よう々ようと退室していくと、今度はミリィが溜め息交じりに言葉を漏もらした。

「はあ……エイミさんってば、仕方ありませんね。放っておくと、来くる栖すさんのおうちが大変な事になりかねませんし、私が監かん督とくしに行くとします。ですので、アンさん……調理実習室の張り込み、勇海ちゃんと狼牙さんと一いつ緒しよに、お願いしますね」

「えっ。……えっ!?　あ、アタシが!?　いや、でも、そんなっ……」

「さて、うーん……寮へ向かって、エイミさん達より先回りしないと……では、また後ほどですっ。お互たがい、がんばりましょうっ──えいっ！」

「あっ、ちょ、待っ……アタシは──あっ」

　ミリィが言い終えると同時に魔ま法ほう陣じんが現れ、一いつ瞬しゆんで姿を消してしまう。

　何か言いかけていたアンは、行き場をなくした言葉を、代わりに勇海へと送ってきた。

「っ……つ、つまり、張り込みって……深夜の学園で、ってコトよね？」

「あ、ああ……まあ、そうなるよな。何か肝きも試だめしみたいだな、ははは……」

「っ！　……そ、ぉ……そぉ、ね。…………」

「？　アン、大だい丈じよう夫ぶか？　……アン？」

　勇海が数度呼びかけるも、アンは心ここにあらずといった様子で──どことなく青ざめた彼女の顔色が、勇海には心配だった。




　　　　■■■




　人の世界であろうと、亜人学園であろうと、深夜の学園の不気味さに、さほど変わりはない。昼間は生徒や教員が行き交かう場所に、今は微み塵じんの気配も窺うかがえないのだ。

　特に、満月の光のみが頼たよりの室内──勇海達のいる三階の調理実習室は、息苦しさすら覚える。黙もく々もくと作業していた勇海が、軽く汗あせを拭ふきながら呟つぶやいた。

「……よしっ。とりあえず、トマトジュースと……念のため、肉類も部屋の中央に集めたぞ。……って、こんな見え透すいた罠わなに引っかかる子なんて、いないと思うけど……」

　正直、勇海にも不安しかないが、何もしないのよりはマシなのだろうか。

　とはいえ、室内を駆かけまわる狼おおかみ少女だけは吞のん気きなもので。

「るるんっ。ほら、前は、そこの窓から、こう、ぴょーんっと飛び越えて、忍しのび込んでたんだ。どうだ、いさみっ、すごいだろっ？」

「いやいや、それ、やっちゃダメなコトだからな？　ちゃんと後で謝るんだぞ？」

「むむ。……そうだった。うー……いさみが言うなら、ちゃんとあやまる……」

「よしよし。……まあ、俺も一緒に謝るからさ。一人よりは、心強いだろ？」

「！　う、うんっ……えへへ、ありがとな、いさみ。ルゥ……嬉うれしいぞっ、る～っ♪」

「おわっと！　ま、まあその、放ほっとけないしな、うん……んんっ」

　急に飛びつかれた恥はずかしさを、咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かす勇海だが──そんなやり取りをしている最中も、自分の制服の後ろ袖そでを引っ張る存在が、気になって仕方がない。

　軽く後ろを振ふり返った勇海が、アンに語りかける。

「あ、あの……アン、大丈夫か？　顔色、ずっと悪いけど」

「……ふえっ。あ……はっ!?　だ、大丈夫よ！　全然、平気だしっ……怖くないしっ！」

「そ、そっか？　けど……無理はするなよ？　〝あかずの教室〟の時もだけど……本当に無理そうなら、俺からミリィに言うからさ。アンのほうが心配っていうか──」

「だっ、だから大丈夫……だってば。それに、アタシがいないと……こ、困るんでしょ。人手、足りてないし……大丈夫だから、もう気にしないでよっ」

「アン……わかった。けど、少しでもキツかったら言ってくれよ？　えっと……」

　話題に困った勇海が、軽く頭を搔かきつつ、アンとルゥに向けて提案する。

「立ちっぱなしっていうのも、なんだし……ちょっと座ろうか？　椅い子すは……張り込みしてるんだし、隠かくれなきゃダメだよな。とりあえず、こっちで……」

　言いながら勇海が、一つ高い教きよう壇だんに腰こしを下ろす。アンも素す直なおについて来て、勇海の後ろにちょこんと両りよう膝ひざを突ついて正座するが、その動きはどこかぎこちない。

　そんなアンを心配しつつ、ぶるっ、と勇海は身み震ぶるいし、両手で自身の体を擦こする。

「うっ……初夏っていっても、さすがに深夜だと冷えるな。毛布でも持ってくるべきだったかな……二人は大丈夫──か、っとぉ!?」

　問いかけた直後、勇海のあぐらをかいた足の真ん中に──とすっ、とルゥが座り込む。戸と惑まどう勇海だが、ルゥは全くいつも通りの様子で、何でもないように口を開いた。

「どーだ、いさみ？　これで寒くないだろ？　ルゥ、あったかだからな。手足の毛、もふもふさんだ。……ほら、さわってもいいぞ？」

「えっ？　あ、ありがとう……って、この体勢、ちょっと恥ずかしくないか!?　さすがに近すぎるっていうか、そのっ……！」

「体を冷やすより、マシだろ？　いいから……あったまるのだーっ、すりすりっ♪」

「ちょ、こそばゆいって……る、ルゥ、恥ずかしいって!?」

　すりすりと体を擦りつけてくるルゥの狼耳が、ぴんっ、ぴんっ、と勇海の鼻先を掠かすめるそのくすぐったさに身み悶もだえる勇海だが、ルゥの攻こう勢せいは不意に止まった。

「あ、あれ……ルゥ？　急に止まって、どうしたんだ？」

「………………」

「ルゥ？　……えっと、もしもーし……？」

　声を掛けながら、勇海がルゥの顔を覗のぞき込む──と。

「……すや、すや……るるる……」

「ね──寝ねとる───っ!?　ちょ、張り込みなのに!?　る、ルゥ!?」

「ん～、いさみ、あったか……ルゥ、たえられぬ。ので……寝る。ね、るぅ……すぅ」

「どこまでもゴーイングマイウェイ！　……だけど、まあ……うーん」

　ルゥの幸せそうな寝顔を眺ながめていると、起こす事も憚はばかられる。まあ張り込みとはいえ、初日から解決とはいかないだろうし、最初くらい大目に見よう、と勇海は決めた。

　ただ、起きているアンとの間に残された空気は、少しばかり気まずく。

「………………」「………………」

　無言の空間──すう、すう、と安らかなルゥの寝息以外、音がない。

　さすがにこの沈ちん黙もくに堪たえかねた勇海は、アンに話を振ろうとした。

「……そ、そういえばさ！　昨日テレビで、カモノハシとカピバラさんの異種格かく闘とう技ぎ戦なんてしてたんだけど、途と中ちゆうでシマリスが乱入してきて、何と──」

「………昔、ね」

「えっ？　……あ、アン？」

　不意に話を遮さえぎられ、ルゥを抱だいて座ったままの勇海が、首だけで少し振り返ると──俯うつむいていたアンが、そのままの体勢で言葉を紡つむいだ。

「昔……肝試し、したコトあるの。……ううん、させられた、っていうか……けどアタシ、《ゾンビ》の亜人だったから……それに、今みたいに、ちょっと……ほんのちょ[image: ～][image: ～][image: ～]っと、素直じゃなかったから、嫌きらわれてて……置いてけぼりに、されちゃってさ」

「！　……アン……」

「その時のコト……今でも、トラウマ。元々、怖こわい話とか……好きじゃなかったし。だから、何ていうか……その。うまく……言えない、けど……」

「………………」

「……ゴメン。その程度の話だから……大したコトじゃないから。……気にしないで」
















　なるほど、アンが〝肝試し〟という言葉に反応していたのは、そういう理由があったのか──彼女自身の口から、その話を聞いた勇海は、少しだけ考えて口を開く。

「あのさ、アン。トラウマって、当人以外に口出しされても、簡単に治せるモンじゃないと思う。昔の話なら、尚なお更さらだよな。だからさ……これからの話なんだけど」

「え……これからの、って？」

「ああ。もし、これから……アンが、そういう風に……どこかに置いてけぼりにされたり……怖い目に、遭あってたりしたら。……その時は」

　不思議そうな顔で見つめてくるアンに、勇海は振り向いたままの姿勢で、真っ直すぐに目を見つめながら──小さく微笑ほほえむ。




「俺が、絶対──救いに行くよ。アンのコト、怖がらせたりしないように。……約束だ」

「！　……なっ……い、勇海っ……？」




　思わず驚おどろいたアンが上げた顔を、月明かりが照らし出す。暗がりの中、薄うっすらと頰ほおに朱しゆが差し、目め尻じりが光っていたのは、目の錯さつ覚かくだろうか。

「……い……勇海……」

「………アン？」

「あ……っ、んっ……」

　二人、目を逸そらせず──まるで二人だけの世界のように、眼まな差ざしだけが交わって。

　──けれど、その時間は無情にも、あっさりと終わりを迎むかえる。

「いさみ、アン───きたぞ」

「へっ──きゃ、きゃあ!?　ルゥ、アンタいつの間に起きて!?　って……きた、って？　な、ナニよ……ちょっと、怖いコト言わないでよ!?」

　弾はじけるように後ずさったアンが問いただすも、ルゥからの返事はない。

　ただ、ルゥは、見ていた。満月にも似た金色の瞳ひとみで、真っ直ぐ、一点のみを。

　あぐらをかいた勇海の足の真ん中で、四足獣じゆうのような構えを取る。ぶわっ、と勇海の目の前で尻尾しつぽを逆立てながら、ルゥは苛いら立だたしそうな声を上げた。

「鼻につく、この気に入らないニオイ……おまえか。ふん、すぐにわかったぞ」

「る、ルゥ……そこには誰だれもいないぞ？　何か、見えるのか？　……って、俺の目の前で尻尾を立てちゃダメだって!?　見える……俺の方が何か見えちゃうからさ!?」

「《人狼》は、夜目が利きく──さっさと、出てこいッ──！」

「えっ。……う、うおっ!?　ルゥ!?」

　刹せつ那な、ルゥの体が前方へ向けて跳ちよう躍やくし──振りかざした爪つめと共に、目にも留まらぬ速さで切り抜ぬける。何が起こっているのか理解が及およばない勇海だが、その時だった。

『──ふんっ。相変わらず、無ぶ粋すいで野や蛮ばんですわっ。品性に欠ける獣けものですことっ』

「……なっ!?　この声、どこから……って、あっ!?」

　声の響ひびいた方向、ルゥが切り抜けた辺りに、裂さけ目が生じたかと思いきや──直後、無数の蝙蝠こうもりの影かげが溢あふれ出し、虚こ空くうへと消えていく。

　そして、蝙蝠の溢れた場所から姿を現したのは……マントを羽織った、一人の少女。

「ふんっ、人間と《吸血鬼ヴアンパイア》の混血たる、このわたくし──華か麗れいなる《ダムピール》であるカーミラ＝ブラッド＝ライト様に、不作法は許しませんわっ！」

　満月をバックにポーズを決めたのは、どことなく高飛車な言動と比例するように、高貴な風ふう貌ぼうの美少女だった。マントの下には制服を着ているし、学園の生徒だろうか。しかしカーミラと名乗った彼女を見た、アンの反応はというと。

「きゃ……きゃあああ!?　きゅ、《吸血鬼》ぃ!?　ホラーは……ホラーは、いやーっ!?」

「ふふんっ、恐おそれるが良いで──ちょっと待ていですわ。アナタ、アンさんじゃありませんこと？　《ゾンビ》の亜人でしょ。人の事、言えないじゃないですの」

「いやぁぁぁ……って、あっ!?　アンタ……か、カーミラじゃない!?　こんなトコでナニしてんのよ!?」

「へ？　アン……あの子のコト、知ってるのか？」

　勇海が問いかけると、アンは慌あわてながらも返事してくる。

「知ってるもナニも……アイツもうちのクラスメイトよ！　つまり〝問題児〟で……アンタの許嫁いいなずけの一人ってコト！」

「え？　……あ、あの子もって、そうなのか!?」

「今までなぜか不登校だったのに、何でまた、こんなトコに……カーミラ！　アンタが調理実習室の……〝七不思議〟の正体だったワケ!?」

　アンが名指しで問い詰つめるも、カーミラは歯し牙がにもかけない様子で面めん倒どうそうに返す。

「〝七不思議〟とやらが何なのか、知りませんケド……学園になんて、通ってられませんわっ。ふんっ！」

「な……何でよ！　アンタだってクラスの一員なのに、そんな──」

「だって……昼間だと、直射日光キツいんですもの……半分は人間だから耐たえられますケド、半分とはいえ《吸血鬼》なんだから、辛つらいですわ……」

「あ、ああ～……それはまあ、う～ん……」

　割と真っ当な理由に、アンも微び妙みような表情で言葉を濁にごす。だが、困っている人を放ほうっておけない勇海は、こういう場面で黙だまっていられるはずもなかった。

「け、けどさ。そういうのって、学園側に言えばサポートしてくれるんじゃないか？　エルフなら、魔ま法ほうで保護してくれたり。そりゃ、学園に通うコトが全すべてとは言わないけど……全部が無意味ってワケじゃないし──」

「むっ。アナタ、例の……《救世主》の末まつ裔えいで、《吸精主》ってヤツですわね？」

「へ？　あ……ああ！　結ゆう城き勇海っていうんだ。えーと、よろしく──」

「ふーん……《吸血鬼》のお父様が決めた、わたくしの〝許嫁〟と聞きましたけど。……はんっ。何だか平へい凡ぼんですしっ、冴さえない男ですわっ！」

「平凡で冴えない、って……まあ、否定はできないけどさ」

「こんな凡百の徒が、華麗なる《吸血鬼》の一族たる、正しよう真しん正しよう銘めいのお嬢じよう様さまのわたくしに……釣つり合あうはずもありませんわ！　おーっほっほ、出直してらっしゃい！」

　次々に好き勝手な発言をするカーミラだが、彼女の妙みような勢いに圧あつ倒とうされた勇海は、何も言えないでいる。しかしカーミラの言い分への文句は、別方向から上がってきた。

「ほざくな、カーミラ。いさみの悪口は──ルゥが、許さないっ──！」

「！　──ふっ！　ふんっ、相変わらずの短たん絡らく的思考ですわね、狼牙ルゥ！」

　ルゥの爪そう撃げきを躱かわし、憎にくまれ口を叩たたくカーミラ。どうも犬けん猿えんの仲らしい二人だが、しかしなぜ、これほどまでに仲が悪いのだろうか。

　勇海が疑問に思っていると、それを見み透すかしたかのように、アンが説明してくる。

「ミリィから聞いた話だけど……どうも《吸血鬼》っていうのは、狼おおかみの獣人を従えてたコトがあるらしいの。それでカーミラも、ルゥに尊大な態度で接してたんだけど……」

　喋しやべりつつ、アンが睨にらみ合う二人へ視線を動かすと、勇海も一いつ緒しよに目で追うが──

「狼牙ルゥ──アナタ、仮にも狼の獣人なら、黙ってわたくしに従えばいいんですのっ！　手向かうんじゃありませんわっ！」

「ふざけるな。他の種族のヤツらは知らないが、ルー・ガルーは孤こ高こうの種族──誰かに従っていた歴史なんて、ない。おまえなんかに従う義理も、ない」

「んなっ……こ、このっ……分からず屋っ！」

「どっちがだ。……やるっていうなら、受けて立つぞ」

「「………………」」

　二人の間の険悪な空気が、更に張りつめていく気がする。このままでは喧けん嘩かになりかねない、と察した勇海は、慌てて二人の間に割って入った。

「ま……待った待った！　クラスメイト同士で喧嘩なんて、やめよう!?　それに俺達は、〝七不思議〟を解決しにきただけだからさ！　えっと、キミが……カーミラさんが、調理実習室からトマトジュースを盗ぬすん……取ってた子、だよな？」

「む。……ええまあ、そうですけど。ふんっ、文句ありますのっ？」

「文句っていうか、問題はあると思うけど……でも、何でそんなコトしてたんだ？」

「あら、愚ぐ問もんですわね……さっきも言ったでしょう？　ふっ、なぜならばっ！」

　ばっ、とマントを翻ひるがえしてポーズを取り、カーミラは威い風ふう堂どう々どうと言い放った。

「このわたくしが、高貴なる《吸血鬼》の血を引く存在だからですわ！　ゆえに赤き液体を摂せつ取しゆせんと欲ほつするのは、至し極ごく当然の事っ！　ふふーんっ……おわかりかしらっ？」

「うん。……うん、ごめん、全然納なつ得とくいかない。だって……《吸血鬼》なんだろ？　じゃあ、トマトジュースじゃなくてさ……ほら」

「むむっ。……な、何ですの。一体、何が理解できないと言うんですのっ？」

　どうやら本気で聞いているらしいカーミラに、勇海は率そつ直ちよくに思った事を口にする。

「《吸血鬼》なら──血を吸いたい、とか思うのが普ふ通つうじゃ──」

「きゅっ、急にえっちな話、始めないでくれませんことっ!?」

「解げせぬ！　いやもう解せぬよコレばっかりは！　一体どういうコトなんだ!?」

　一気に顔を真っ赤にして怒おこるカーミラに、勇海は当とう惑わくさせられるばかりだ。が、そこへアンが首を横に振ふりながら語りかけてきた。

「勇海……知らないとはいえ、今のはアンタが悪いわ」

「あ、アンまでそんな!?　い、いやだから……何が悪かったのか、教えてくれって!?」

「あのね、カーミラは《吸血鬼》そのものじゃないのよ。半分は人間の血が入った、亜人……《ダムピール》なワケ。つまり……別に無理して、血を飲む必要はないの。だって《ダムピール》は、普通に人間の食事だけで生きていけるんだもの」

「えっ。そ……そうなのか？」

「そうよ。けど、トマトジュースなんて欲ほしがる辺り……吸血衝しよう動どう、とでもいうのかしら、それはゼロじゃない。でも……食欲が源じゃない、となると？　《ダムピール》にとっての吸血っていうのは……一体、どんな欲求から来るものなのかしら？」

　食欲じゃない、とすれば──先ほどのカーミラの発言と照らし合わせて、勇海も一つ思い当たった。が、言わないほうが良いのでは、と気き遣づかった勇海が止めようとする。

「あ、アン、何となく分かったから。それ以上は、別に言わなくても──」

「そう──性欲よ！　《ダムピール》にとっての吸血は、性欲由来なのよ──！」

「言わなくてもイイって言ったのに！　どうしたんだアン、テンションおかしいぞ!?」

「ずっと薄うす暗ぐらい中で、アタシだって一いつ杯ぱい一いつ杯ぱいなのよっ……イヤなコトから目を背そむけるために、全力で突つっ走るのも時には必要なのよっ！」

「昨日もだけど、こういう時のアンって後ろ向きに全力すぎない!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　怖こわがり過ぎて逆に勇ましくなってきたアンだが、勇海は心配するばかりだ。だが、本当に心配しなければならなかったのは、カーミラの行動で。

「こ、この変態《吸精主》っ……！　アナタのほうこそ、よっぽど変態っぽいじゃないですのっ！　跪ひざまずいて、悔くい改めなさーいっ!?」

「いや俺も少し気にしてるんだから、変な言い方しないでくれる!?　って……わっ!?」

　カーミラが右みぎ腕うでを大振りすると、隠かくし持っていたのだろうナイフが袖そでから飛び出してくる。あわや勇海に直ちよく撃げきかと思われたが、直前にルゥがナイフを叩き落としてくれた。

「あ……ルゥ!?　た、助かったよ、ありがとな──」

「っ……いさみに、手を出すなっ……許さないと言ったぞっ……がるるっ……！」

「る、ルゥ？　……どうしたんだ？」

　ルゥの手足を覆おおう毛、そして尻尾が、ぶわっ、と逆立つ。勇海の言葉も聞こえていないのか、まるでエイミが暴走した時のように、真っ直すぐカーミラを見つめていた。

「ルゥ……──！　待てっ、ルゥ！」

　殺気、とでもいうのだろうか──不ふ穏おんな気配を肌はだで感じた勇海が、制止の声を上げる。だがしかし、今のルゥは、もはや言葉では止められなかった。

「いさみを、傷つけるならっ──引き裂いてやるっ！　がうっ──！」

「!?　は、速いっ、ですの……っ、なんのぉっ！」

　ルゥが飛び掛かかり、カーミラがマントを翻した、その瞬しゆん間かん。

　勇海の足は、ほとんど無意識に駆かけ出していて。

「ッ───危ないっ！」

「「───えっ!?」」

　絶ぜつ妙みように──悪いタイミングで、勇海は二人の間に入ってしまった。ルゥの剝むいた牙きばが左手に、カーミラのマントの下から飛び出した蝙蝠の影が右手に、勇海を同時に襲おそい。

「う──ぐ、あっ!?」

「むぐっ!?　なぁっ……い、いさみっ!?」

「!?　えっ……あ、アナタ、なぜ……？」

　ルゥは嚙かみついた口を慌てて離はなし、カーミラは呆あつ気けにとられているらしい。そんな二人を押しのけるように、アンが青ざめた顔をして、勇海に駆け寄ってきた。

「ちょっ……ば、ばかあっ!?　ナニ無茶してんのよっ……今すぐ治すから、ジッとしてなさいっ！　回復魔法、かけるわよっ……ん、んんっ！」

「いつつ……っと、おおっ。もう治ったぞ……痛みもないし、すごいな、アン！」

「っ──ばかっ！　反省しろってのよ！　笑い事じゃないでしょ!?」

「は、はいっ!?　すいません!?」

　アンの剣けん幕まくに、勇海も平謝りするしかない。しかしそんな彼を心配そうに見つめるルゥが、先ほど嚙みついてきた左手に、いきなり舌を這はわせてきた。

「る～、る～……ごめん、いさみ、ごめんな……痛かったか？　ぺろ、ぺろ……」

「え──ちょ、やめっ、ンフッ……く、くすぐったいって!?　も、もう痛くないから、大丈夫だからさっ!?」

「ほんとか？　うう、けどルゥ、心配だ……もっと、する。ぺろ、ぺろぺろ……ぺろっ」

「いやホント、大丈夫で……っていうか、この絵え面づらヤバイって！　な、舐なめるのはやめるんだ、ルゥー!?」

　慌てふためく勇海に、更さらにはカーミラも沈しずんだ表情で語りかけてくる。

「あ、あの……大丈夫ですの？　な、何でわたくしを、庇かばったりなんて……」

「だって、それは……俺なんかのために二人が争う理由なんて、どこにもないだろ？　それなのに、怪け我がでもしたら……可哀かわい想そうだしさ」

「!?　なっ……そ、そんな、アナタ……わたくしのためを、想おもって……？」

「いや、ルゥもだけどな？　ていうか、誰だれが喧嘩してても、止めると思うけど……」

「な、なんて勇ましい……はっ!?　こほんっ！　こ、これくらいで、わたくしのご機き嫌げんを取れると思わない事ね!?　わたくしはガードの固い令れい嬢じようですのよっ！　アナタ達とは違ちがいますのっ……この程度でオチちゃうほど、チョロくなんてないで──んっ？」

「？　……ど、どうかしたか？」

　カーミラが、急に一点を凝ぎよう視しして固まる。勇海も彼女の視線を追うと、勇海の右手首の辺りに血が付着しているのに気づいた。まだ新しく、変色していない血だ。

　それを見たカーミラは、吸い寄せられるように──あろうことか、ぺろり、その血を舐めとった。……勇海の右手首に舌を這わせ、ぺろぺろと、立て続けに。

「あれっ。……ちょっ!?　な、ナニやってるんだ!?」

「ぺろん。……は、はあっ……はあああっ……何ですの、この血っ……こんなの、こんなの、今まで味わった事ないですわっ……こんな、のっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　頰ほおを艶つやっぽく紅潮させ、恍こう惚こつの表情を浮うかべたカーミラは、ぱあっ、と表情を輝かがやかせ、いきなり勇海の手に頰ずりする。

「アナタこそっ──アナタこそっ、わたくしの運命の人ですのねっ!?　イサミ……いいえ、イサミ様っ！　わたくし、アナタに惚ほれこんじゃいましたわーっ！」

「チョロすぎない!?　いやちょっと、急にどうしたんだ、カーミラさん!?」

「あんっ、カーミラと呼んでくださいましっ！　うふふっ……イ・サ・ミ、様っ♡」

「か、カーミラ？　……な、なんだこれ、どうなってるんだ？」

　きゅんっ、と色っぽくウインクしてくる彼女に、もはや勇海には困こん惑わくしかない。

　右手はカーミラに拘こう束そくされ、左手はルゥに舐め続けられ、とんだカオスに陥おちいってしまった。勇海の両手を拘束する二人を諫いさめる声が、アンから上がってくる。

「──こらっ！　ナニしてんのよ、アンタ達！　はしたない真似まねは、やめなさーいっ!?」

「るっ。むう……アンは相変わらず、口うるさい……るるる……」

「……はっ!?　お、お嬢様たるわたくしとした事が、とんだ破は廉れん恥ちを……は、はうぅ」

　名残なごり惜おしそうに離れていくルゥと、両手で顔を押さえて縮こまるカーミラ。ようやく二人が解放してくれた事で、勇海が人心地つきながらアンに礼を述べようとすると。

「ふ、ふう……なんか今日は、助けられっぱなしだな。アン、ありがと──」

「───かぷっ」

「うっ。……あ、あれ？　あの、ちょっ」

　なぜかアンは、嚙みついてきた──勇海の首筋に、甘嚙みで。出会った時以来の突とつ飛ぴな行動に勇海が戸と惑まどっていると、やがてアンは口を離してそっぽを向く。

「───ぷはっ。………ふんっ」

「……あ、アン？　えっと、今の……何だったんだ？」

「……ふんっ、知らないわよ、ばーかっ」

　尋たずねかけても、返ってきた答えは素っ気なく、勇海には何も分からない。女心って難しすぎる、と勇海が混乱していると、当のアンはこちらを見ないまま言葉を紡つむぐ。

「とにかく、これで調理実習室の七不思議は解決ね。全く……何が〝肉と血の狂きよう宴えん〟よ。結局、ルゥとカーミラが真犯人じゃない。……ほら、さっさと帰りましょ！」

「えっ、ああ……っと、ちょっと待った！」

　早々に帰りたがるアンを呼び止め、勇海はいまだに両手で顔を覆うカーミラに尋ねる。

「あのさ、ちょっと変なコト聞くんだけど……カーミラは、この調理実習室に来る時とかに、〝空飛ぶ宝箱〟って見なかったか？　こう……ふらふら～、って飛ぶんだけど」

「はぅはぅ……むっ？　〝空飛ぶ宝箱〟……ですの？　はあ……」

「ああ……まあ、見てなかったらイイんだけどさ。気にしないで──」

「見ましたわよ？　つい最近……トマトジュースを頂きに来た時ですわ」

「そっか、見たのか──えっ!?　み、見たのか!?」

　意外な返答に勇海が食いつくと、対するカーミラはあっさりと頷うなずきながら続ける。

「ええ。この調理実習室の中で、右へ左へ、右往左往して飛び回ってましたわ。まるで、何かを探しているみたいに。暫しばらく隠れて見てましたケド、室内を何度か回り終えた後、中空で静止して……ふっ、と消えちゃいましたわ。跡あと形かたもなく、一いつ瞬しゆんで」

　消え方まで、エイミの目もく撃げき証言と類似している。恐おそらく勇海達が見たものと、同じだろう──〝あかずの教室〟といい、やはり七不思議に関かかわる場所に出現しているようだ。

　その正体までは摑つかめないが、貴重な情報をくれたカーミラに、勇海は礼を述べる。

「そっか……ありがとな、カーミラ。参考になったよ」

「！　か、構いません事よっ。イサミ様のためですものっ……む、むふふんっ」

　変な胸の張り方をするカーミラに、勇海はつい失しつ笑しようしてしまうのだった。




　とにかく、〝肉と血の狂宴〟──まあ実態は〝お肉とトマトジュースの狂宴〟だった訳だが、それは解決した。〝空飛ぶ宝箱〟の正体は謎なぞのままだが。

　残す〝七不思議〟は──あと四つ。

















第三章　常とこ闇やみの保健室、黒の主あるじ









　その日の授業を全すべて終え、放課後を迎むかえた教室で、真っ先にエイミが立ち上がる。

「──よしっ！　今日も料理の特訓だ、来らい夢む！　さあ行くぞーっ！」

「ふ、ふえぇ……ま、待ってください、エイミさん～……」

　元気一いつ杯ぱいに駆けだすエイミだが、来夢はふらふらと足元がおぼつかない様子だ。

　大だい丈じよう夫ぶかな、と勇いさ海みが心配していると、エイミが教室を出る直前に声をかけてくる。

「ふふっ……イーサミっ」

「あ、エイミ……な、なんだ？」

「期待してて……いいからなっ♡」

「期待？　って、料理の特訓のコトか？　お、おーい？」

　上じよう機き嫌げんにウインクを飛ばしてきたエイミは、どうやら自信たっぷりの様子で、返事する暇ひまもなく教室を飛び出していった。仕方なく勇海は、足取りの重い来夢に尋ねてみる。

「あのさ、来夢……なんかエイミ、すごい調子良さそうだったけど……特訓、そんなにうまくいってるのか？　……？　来夢？」

「…………」

「あ、あれ？　聞こえてるか？　来夢、来夢ー？」

　勇海が呼びかけるも、来夢の反応は鈍にぶい。数度呼びかけて、ようやく来夢の口が開くと──そこから漏もれ出てきた言葉は。

「一体、一体どうすれば……糸口が全く摑めません……出口は、出口はどこに……」

「ら、来夢ーっ!?　どうしたんだ、迷子になってるような絶望感が出ちゃってるぞ!?」

「こうなったら、インスタントを手料理と言い張ってもらって……いえ、いっそ作り方の説明だけして『完成品がこちらになります』でごり押ししちゃうとかぁ……」

「そこまで悩なやむほど苦戦してるのか!?　ほ、本当に大丈夫なのか……？」

「うーん、うーん……せめて炎ほのおさえ使おうとしなければ……う[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

　もはや外部からの音も完全にシャットアウトしている来夢は、うんうんと唸うなったまま教室を出ていく。彼女の臨のぞむ戦いは、〝七不思議〟よりも大変なのではないか。

　今度、来夢を労ねぎらってあげよう、と心に決める勇海に、不意に背後から声が掛かる。

「あ、あの……勇海？」

「ん？　あれ、アン？　どうかしたか？」

　勇海が振ふり返ると、後ろに手を組み視線を泳がせているアンの姿が映る。何やらもじもじとしている彼女だったが、やがて頰を赤らめながら用件を口にした。

「えっと……昨日のコト、だけど。お礼……言っとこうと思って」

「昨日って……ああ、調理実習室の話だよな？　いや、お礼なんて、むしろ手伝ってもらって、しかも怪我まで治してもらった俺が言うべきで──」

「そ、そうじゃなくっ！　アタシが、ほら……子供の時のコトで、肝きも試だめしの雰ふん囲い気きがトラウマになった話をした……あ、あの時、アンタが言った、ほら……」

「あの時？　……あっ」

　ここでようやく勇海は、アンが何の話をしているのかに気付いた。暗くら闇やみを恐れるアンに、『アンが怖こわがったりしないよう、絶対に救いに行く』と約束した事だ。

　改めて思い返すとクサい台詞せりふだ、と照れ臭くさくなる勇海に、アンは背を向けて言う。

「っ……わ、忘れてるならイイわよっ。話、それだけだしっ……それじゃ──」

「あ、いや、覚えてる！　ちゃんと覚えてるし……ウソじゃないからな、アン！」

「！　……あ、そう……それなら、うん……い、イイんだけど？」

　背を向けたままの体勢で、出入り口の扉とびらに手をかけながら、アンは小さく見返り、

「その……おかげで、ちょっとは……気が楽になったわ。だから……あ、ありがとっ！」

「アン……いや、それくらい当然で──」

「きょ、今日はもう帰るからっ！　アンタも寄り道せず、真っ直すぐ帰りなさいよっ!?」

　一方的に告げたアンが、今度こそ教室を飛び出していく。勇海は少しばかり呆あつ気けに取られつつ、軽く苦笑した。

（寄り道せず帰れって、なんか先生みたいだなぁ……まあアンは、しっかりした子だもんな。それに、確かに今日は何もないし……）

　例の〝七不思議〟については、今のところ確たる新情報は入っていない。ミリィが調査を行っており、その結果を待っているところなのだ。

〝空飛ぶ宝箱〟についても、同様だ。今の段階で動ける事は何もない。アンの言う通り、今日のところは素す直なおに帰ろうか──そう思っていた、その時。

「………勇海殿どの」

「えっ？　あ……ユニ？」

　声を掛かけられて振り返ると、そこには凜りんとして整った顔立ちの──額に天衝つく一本角を持つ《ユニコーン》の亜人・一ひと角つのユニが立っていた。

　なぜか腕うでを組み、憮ぶ然ぜんとした様子で目を瞑つぶっている彼女に、勇海は軽く首を傾かしげながら再び声を掛けようとすると。

「どうしたんだ？　俺に何か用事でも──」

「───水みず臭くさいではないかっ！」

「おおっ!?　水臭いって……な、何が？」

　いきなり瞠どう目もくして大声を発したユニに戸惑うも、彼女はお構いなしに続けてくる。

「〝七不思議〟の件だっ……何やら大変な仕事だと聞いたぞ！　エイミ殿やアン殿……果てはルゥ殿まで手伝っているらしいのに、私には何も言わないなんて……っ！」

「あ、いや……それはほら、余計な心配をかけないためにさ──」

「私では頼たよりないかっ……？　私では……しょっちゅう色んな所に角をひっかけ、追い詰つめられた途と端たんに『くっ、殺せ』などと口走ってしまう、諦あきらめの早い女では……頼りにならないというのか!?　どうなのだ、勇海殿!?」

「…………えっ？　いや、その。……いや、えっとだな………………」

「そこは即そく座ざに否定しろぉ!?　くっ……殺せっ！」

　否定してあげたいところだが、早さつ速そくそれが難しくなる事を口走っている。

　勇海が少し困っていると、そこでまた背後から何者かに声を掛けられた。

「──そうよぉ～、勇海くん～。私達だって寂さびしいし……かまってほしいのよ～？」

「か……カナ子さんまで!?　……ていうか最近、なんか後ろから話しかけられるんだけど……流行はやってるのか……？」

　そんな流行イヤだな、と勇海がぼんやり考えていると、カナ子は茫ぼう洋ようとした朗ほがらかな笑えみを浮うかべ──クラス内でも桁けた外はずれの豊満なバストをぶるんっと揺ゆらし、柔やわらかな声こわ色いろで語りかけてきた。

「うふふ、ホントは抱だき着きたかったけど～……今は来夢ちゃんもいないし、夢中になって力加減できなかったら、と思って……何とか抑おさえたの～。そこは褒ほめてほしいわ～」

「俺、何気にピンチだったんだ!?　い、いやまあ、抱き着いたりするの、そもそも風紀的にどうなんだとは思うけど……ありがとな、カナ子さん」

「うふふ、どういたしまして～♪　それで～……〝七不思議〟のことなんだけど～。勇海くんのお手伝い……私とユニちゃんも、したいなぁ～、って～」

「お手伝いって……いや、それはありがたいんだけど。でも今は、次の〝七不思議〟の情報が入ってないからさ。だから、まだできるコトなんて──」

　何もない、と勇海が言い切る前に、なぜかユニが得意げな表情を浮かべて口を開く。

「ふっ、慌あわてるな、勇海殿……この私が、何の確証も情報も持たず動くような、うっかりさんだと思ったか？」

「うん」

「なぜそこは即答!?　勇海殿、どういう事なのだぁっ!?」

「はっ、つい反射的に!?　いや違ちがうんだ、いつもうっかり色んなトコに角ぶっ刺さしてるの見てるから……素直に思ってるコトが口から出ちゃったっていうかさ!?」

「それ追い討うちだからな!?　勇海殿の持つ私へのイメージに異議を申し立てたい次し第だい！」

　憤ふん慨がいするユニだが、いくら異議を申し立てられたとて……いや、これ以上は言うまい。

　さて、微び妙みように話の進まないユニに代わり、カナ子が続きを口にした。

「えっとね、勇海くん～……七不思議の一つだけなら、私達も詳くわしいの～。良かったら……聞いてほしいわ～、うふふっ」

「そ、そうなのか？　じゃあ、その……聞かせてもらって、イイか？」

「もちろんよ～っ。それは、ね～……〝常闇の保健室〟っていうお話でぇ～……」

　カナ子がもったいつけつつ、ゆっくりと話した内容は、こうだった。




〝常闇の保健室〟──この学園にも、担当の養護教きよう諭ゆは当然ながら存在する。基本的には陽ひが落ちる頃ころに職務を終えて帰宅するのが常なのだ、が。

　誰だれもいなくなり、施せ錠じようされているはずの保健室を、ノックすると──中から、返事があるのだ。『用件は何ですか？』『お怪け我がですか？』言葉はその時々で、違うらしい。

　その声に答えなければ、それで終わり。次にノックしても、何の反応もなくなる。

　けれど、もしも、答えてしまえば、その時は。

『じゃあ、きちんと───治ち療りよう、しましょうね？』

　内側から鍵かぎが開き──室内へと、引きずり込まれてしまうという。




　聞くからに空そら恐おそろしい、そんな話を聞かせてくれたのは……けれど、《鬼オーガ》の亜人であるとは思えないほど母性的で、おっとりとした雰囲気を持つカナ子な訳で。

「そうして、え～い、って引きずり込まれちゃうと～……もう二度と、帰ってこれなくなるの～！　きゃ～っ、怖いわ～っ」

「ああ……内容自体は恐ろしいはずなのに、全く緊きん迫ぱく感かんが無い……」

「えっと～、こんな感じかしら～……食べちゃうぞっ、がお～っ♡」

「あっでも覆おおいかぶさってくるこの圧迫感はすごい！　迫せまってくる、迫ってくるこの胸が怖い！　そして最後に一いつ杯ぱい、熱いお茶が怖い！」

　ぐわっ、と上から抱きしめようとしてくるカナ子に、勇海が恐れおののいて……いるのかはご想像にお任せするが、こほん、とユニが咳せき払ばらいして制する。

「んんっ……こほん、こほーんっ！　まあとにかく、実際に行方ゆくえ不明者が出たような話はないから、その辺りは大げさになっているだけだろう。しかし……少しばかり捨て置けないモノを、私達は見てしまったのだ」

「捨て置けないモノ？　それって、一体……？」

「勇海殿は、確か探しているのだろう？　──〝空飛ぶ宝箱〟だ」

「……えっ!?　ほ、本当か!?」

〝空飛ぶ宝箱〟──七不思議の調査を始めてから、必ずと言って良いほど関かかわってくる、謎なぞの存在だ。それをユニ達が見たというのなら、この話は確かに聞き逃のがせなくなる。

「生徒会長殿からも、勇海殿が〝空飛ぶ宝箱〟を調査しているという話は聞いていた。その矢先に、私達も目もく撃げきしたのだ。だから、勇海殿にお伝えしたいと思ってな」

「そうだったのか……けど二人とも、よく見つけたな？　ミリィもまだ調査中らしいのに……保健室の七不思議にも詳しいし、保健室に用事でもあったのか？」

「ふっ……それは当然だ。そう……なぜならば！」

　そこでなぜか、ユニとカナ子が誇ほこらしげにポーズを取り、息ピッタリに言い放つ。

「私達は──保健委員！」「なのよ～♪」

「〝問題児クラス〟きっての二大クラッシャーが保健委員!?　大だい胆たんすぎるだろ、この采さい配はい！　誰もツッコまなかったのか!?」

「カナ子殿はともかく、私までクラッシャー扱あつかい!?　どういう事だ勇海殿ぉ!?」

　ユニの憤慨は……もう置いておくとして、カナ子は困ったような微び笑しようを浮かべていた。

「う～ん……確かに私、色々と壊こわしちゃうけど～……それは本意じゃないし、だからこそ、誰かを癒いやしたり、何かを創つくったり……そういう事に憧あこがれちゃうの～。難しいって分かってるけどね～……やっぱり、変かしら～？」

「！　そう、なのか……いや、変なんかじゃない。むしろ、力が有り余っちゃうような体質にもめげず、そういう風に考えられる……そんなカナ子さんは、やっぱりすごく優やさしい子なんだなって……そう思うぞ？」

「あっ……ん。うふ、うふふ～……ありがと、勇海くん～。……あぁ、だめだめ、抱きしめたい、けど～……んん～、我が慢まんしなきゃ～……ん、あぁんっ……」

　何やら色っぽい声を漏もらし、身をよじらせている姿は、なかなか直視しにくいものがある。さて、それはともかくと、〝七不思議〟の話を勇海は進めようとした。

「まあ、保健室の話は分かったけど……ミリィにも報告しといたほうがイイだろうし、本格的な調査はそれからだな。浄じよう化かできるアンは、先に帰っちゃったし──」

「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶだ、勇海殿。〝空飛ぶ宝箱〟の件、実はティティ先生も動いていてな……少し前から、養護教諭の方にも話を通してもらっているのだ」

「ティティ先生が？　意外と、って言っちゃ失礼だけど……頼りになるな！」

「ふふっ、そうだろう？　何しろあの方は、私も尊敬する──七十八歳・純処女の、清らかさが度を超こしている乙女おとめなのだからな！」

「うん、それ絶対に本人の前では言うなよ？　絶対だぞ、絶対だからな？」

　執しつ拗ように念を押す勇海だが、聞いているのかいないのか、ユニは高こう揚ようした様子で続ける。

「それに、浄化も任せておけ。私を誰だと思っている？　そう、高潔なる《ユニコーン》の娘むすめだぞ？　この角には、浄化の力も秘ひめられているのだ……ふっ、任せておけ！」

「！　お、おおっ……なんかユニが頼たのもしく見えるぞっ……!?」

「ふふっ、大船に乗った気でいるといい……そう、たとえ暗雲立ち込める未来だろうと、私のこの角で切り開いてやるっ！　さあ、行こう勇海殿、カナ子殿──！」

　勇ましく胸を張り、ユニは歩き出す。たとえ何が立ち塞ふさがろうと恐れはせず、堂々と上を向き、教室の扉をくぐろうとした──その時。

「あゎうっ」

「あっ」

　どすっ、と扉の上枠わくに細長い角が突つき刺さり、ユニの動きが完全に止まる。何やらどこかで見た光景に、勇海も思わず沈ちん黙もくするが。

「んっ、んん～っ……ふあっ。あう……えいっ。う、う～……うっ。…………」

「………………」

　暫しばし、無言でいたユニだが──眼めだけ動かし、勇海を見つめてきて。

「……た、たすけてぇ……いしゃみどのぉ……」

「うん、助けを求められるようになったのは大進歩だな！　次は刺さらないよう気を付けるコトを頑がん張ばろうな！　よーし、それじゃ……動くなよ。よいせっと……」

「うう、かたじけない、かたじけないぃ…………くっ、殺せ！」

　頼りになると思われたのは、どうやら幻げん覚かくらしい。ばっちり暗雲立ち込める未来を前に、カナ子だけが「あらあら、うふふ～」と吞のん気きに微笑ほほえむのだった。




　　　　■■■




　既すでに陽が落ち始め、薄うす暗ぐらくなってきた保健室に電灯が灯ともる頃、勇海達はやってきた。

　勇海が先頭に立って保健室へ入ると、まず出で迎むかえてくれたのは、どう見ても十代にしか見えない、クラスの担当顧こ問もん──金きん髪ぱつのボブカットが可愛かわいらしい、ティティ先生だ。

「あらっ？　結ゆう城きくんじゃないですかっ。どうしたんですか、こんな所に……はっ!?　もしかして、どこか怪我でも──!?」

「い、いえいえ!?　違いますって。どこも怪我なんてしてませんよ」

「そ、そうですか？　良かったぁ……って、じゃあ尚なお更さら、何でこんな所に？」

　重ねて疑問を投げかけてくる彼女だが、不意に保健室の奥から声が上がってきた。

「おいおい、ティティ先生。保健室の主あるじの前で、こんな所とは失礼だぞ、全く」

「あっ……す、すいません!?　言葉のあやでして、そのぉ……」

　ティティがあたふたと弁明する相手は、どうやら養護教諭らしい。一体どんな人なのだろうと、室内に足を踏ふみ入れながら挨あい拶さつしようとする、と。

「えっと、失礼します……その、初めまし──てっ？」

　だが、そこにいた養護教諭の姿は、少しばかり予想外だった。

　この《聖デミグリーン学園》の教師は、ほとんどがエルフで構成されている。椅い子すに腰こしかけている彼女も、細長い耳を持つ、いわゆるエルフだったのだが。

　白衣を羽織り、短めのタイトスカートを穿はいている彼女の、見るからに恵めぐまれたスタイルを持つ、その体は、その肌はだは──褐かつ色しよく。

　そう、つまり彼女は通常のエルフとは異なる、《ダークエルフ》という訳である。

「だ……ダークエルフ!?　この学園の養護教諭って、ダークエルフさんなんですか!?」

「？　うむ、そうだが……それがどうかしたか？」
















「え、いや、だって……お伽とぎ話ばなしとかじゃ、エルフとダークエルフは、ものすごく仲が悪いって聞いてたんですけど……」

　少なくとも、勇海が少し前まで身を置いていた人間社会では、そういう話が多かった。しかし目の前にいるダークエルフの養護教諭と、エルフのティティはといえば。

「……？　ティティ先生、そうなのか？」

「はあ……？　いえ、良く分かりませんけど……」

　どうもピンときていない様子である。しかし考え込んだ養護教諭の彼女は、ぽん、と軽く手を叩たたきながら、納なつ得とくした様子で頷うなずいた。

「ああ、そうか。エルフが文明や秩ちつ序じよを重視するのと違って、我々ダークエルフは闘とう争そうや自由を好む者が多いからな。性格や習慣も異なるし、正反対だから仲が悪い、という印象もあるのかもしれないが……それは単なる好みの違いだ。そりゃ、中には反りの合わないヤツらもいるだろうが、基本的には良好な関係を保っているぞ？」

「そ、そうなんですか？　それは……知らなかったです」

「うむ。まあダークエルフは、人間との交流も少ないし……人間は〝闇やみ〟を恐れる傾けい向こうがあるらしいから、特にダークエルフには先入観もあるのだろうさ」

　彼女の言葉は、勇海にも否定しきれない。〝闇〟を恐れる心──それがあるから、〝七不思議〟というものも生まれるのだろう。それは亜人学園とて、例外ではなく。

　けれどその意識に対しては、ティティが横から否定してきた。

「確かに闇というのは、ジッと見つめていると恐ろしく感じるかもしれません。ですが闇が持つ性質には、安息なども含ふくまれているのです。ほら、もしも一日がずーっと明るいままだと、眠ねむる時間も分からなくなっちゃうでしょう？」

「あっ、なるほど。……ティティ先生、まるで先生みたいですね……！」

「いえわたし、先生ですからね!?　もおっ、結城くんったら……とにかくっ、闇っていうのは、本来は怖こわいものじゃないんです。もしそれを……闇を恐れるなら、それは恐れる人に、何か後ろめたいことがあるのかもしれませんね」

　と言った後、『まあ怖がりさんなだけかもしれませんけどねっ』と付け加えたティティに、勇海が納得して頷いていると、闇の名を持つエルフが更に語りかけてきた。

「ま、さっきも言ったようにダークエルフは、闘争を好む者も多いしな。その割に、養護教きよう諭ゆなんてやってる私は、種族内でも特に変わり種のはみ出し者だ。そんな私の事を……キミもやはり、おかしいと思うかい？　ん？」

「！　…………」

　問いかけてくる彼女の目に、脅おどかすような鋭するどい輝かがやきが浮うかぶ。その視線に晒さらされた勇海が、少し考えて出した、その答えとは。

「いいえ、おかしいなんて、全然思いませんよ」

「……ふむ？　どうやら世辞とも違ちがうようだが……それは、どうしてだ？」

　重ねて尋たずねてきた彼女の視線が和やわらぐと、勇海は穏おだやかな声で己おのれの考えを述べる。

「さっき、養護教諭さんが言ってたように……それは〝単なる好みの違い〟なんですよね？　人間にだって得手不得手や、好すき嫌きらいはありますし……亜人にも、色んな子がいます。力が強すぎて色々と壊しちゃうけど、保健委員をやりたがるような優しい子や」

「あ……勇海くん～……」

「潔けつ癖ぺき症しようすぎて、逆に卑ひ猥わいな処女厨ちゆうとか……」

「あ、勇海殿どの……ふふっ、何だか照れ臭くさいな……」

　後半は褒ほめた気はしなかったが、頰ほおに上品に手を添そえるカナ子と、照れ臭そうにするユニに見つめられながら、勇海はダークエルフの養護教諭と真っ直すぐ目を合わせた。

「探せばきっと、ベジタリアンのライオンだっているかもしれませんし、日光浴が好きな吸きゆう血けつ鬼きもいるかもしれません。だから──保健室で生徒を治ち療りようする、ダークエルフの優しい養護教諭がいたって、全くおかしくないって……俺は、そう思います」

「……ふむ、そうか……ふふっ……そうかそうか、なるほどなっ、ふふっ！」

「？　え、えっと……先生？」

　急に笑い始めた養護教諭に、勇海が戸と惑まどっていると──彼女は椅子の上で足を組んだ体勢で、前のめりになって見つめてきた。

「いや、すまないな、意地悪をして。ユニやカナ子、それにティティ先生から、聞いた通りの子だったよ。うん……いいな、キミ。実にイイぞ、うん」

「え……俺のコト、聞いてたんですか？　せ、先生──」

「ダルク、だ。ダルク＝ナイトエルフ──ダルクと、そう呼んでくれ」

　すっ、と立ち上がった彼女は、恵まれたスタイルに似つかわしい長身の持ち主だった。同じ先生でもティティと比べれば大人と子供ほどありそうだが、そんな彼女がゆっくりと、勇海に右手を差し出して来る。

「よろしくな──ユウキくん！」

「え、あっ……はい！　えっと……ダルク先生！」

　ぐっ、と力強い握あく手しゆを交かわした勇海と、そしてダルク──そんな二人を見て、ユニが何やら得意顔をしつつ口を挟はさんできた。

「ふふっ……どうだ、勇海殿。ダルク先生は、なかなかできたお人だろう？　何せこの方は……私がティティ先生と同じくらい、尊敬する方なのだからな！」

「尊敬って……そうなのか？　……ん？　ティティ先生と同じくらいで、ユニが尊敬するって……え、まさか？」

「ふふっ、聞きたいか？　聞きたいだろうっ……そう、ダルク先生はな!?」

「あ、いえ、別にイイです。ていうかむしろ、言わないで──」

「六十一歳にして、清らかなる乙女──つまり処女なのだ──！」

「言わないでって言ったのに！　ああもう、ああもうこの子は！」

　ユニコーンの血がそうさせるのか、一度突っ走ったら止まらないのだろうか。そんなユニの暴走発言に、けれど過か剰じように反応したのはティティの方だった。

「ぶっ──ちょ、一角さん!?　あなたは、なぜそういうっ……そうやって被ひ害がいを拡大するのはやめてくださいってばぁ!?　もうっ、ダルク先生もこんなに恥はずかしがって──」

「……？　ティティ先生、どうした？　何をそんなに取り乱してるんだ？」

「え、えええーっ!?　いや逆に、何でそんなに冷静なんですかダルク先生ーっ!?」

　慌あわてふためくティティに、きょとん、と首を傾かしげたダルクが冷静に返す。

「いや、だってなぁ……処女なのが、そんなに変か？　別にそんな、過剰反応する事でもないだろう。処女であるなしが、人の価値を決める訳でもなし」

「えっ、えっ？　い、いえでも、この歳としになってもって、ほら、その」

「年ねん齢れいが問題か？　そうは言ってもな、処女を捧ささげるべき〝運命〟に出会えていないのだから、仕方ない。かといって、焦あせれば出会える訳でもなし。気にするだけ損だぞ。むしろ処女を守り続けている今までを誇ほこればいいだろう？　そう、大切な処女なのだから」

「そ、それはそうかも、ですけど……ううう」

（どうでもイイけど男がいる場で、処女処女って連呼すんの、やめてくれないかな）

　ティティは完全に言い負かされているようで、勇海はひたすら居た堪たまれず、遠い目をする。が、そんな勇海の複雑な心境を、空気クラッシャーのユニは全く解さないらしく。

「ほらなっ、勇海殿!?　なんと意識の高い処女だろうな……！　素す晴ばらしいだろう!?」

「ア、ハイ、ソウデスネ」

「そうだろう、そうだろ……う？　……カナ子殿、どうかしたか？」

「……………」

　ユニが頷いていた首を止め、カナ子に問いかけるも、すぐに返事はない。何やら保健室の窓越ごしに外を眺ながめているようだが、そんなカナ子が緊きん迫ぱく感かんに欠ける声で尋ねてくる。

「ねえ、勇海くん～。〝空飛ぶ宝箱〟って……アレのことよね～？」

「アレ？　……あっ!?」

　カナ子が指差した先を視線で追うと、確かにいた──前にも見た、〝空飛ぶ宝箱〟だ。

　あまりの突とつ然ぜんさに硬こう直ちよくする勇海だが、その間にも宝箱は移動している。学園のグラウンド方面へと進んでいるのを見て、勇海はようやく声を上げた。

「あ、アレだっ！　ユニ、カナ子さん、追うぞっ！」

「むっ……承知した、任せておけっ！」

「私、はりきっちゃうわ～。えい、えい、お～っ♪」

　息を合わせ、三人そろって駆かけ出そうとする──が、止めに入る声が一つ。

「──待ちたまえ！　キミ達は追うな、ここで待機していろっ！」

「!?　ダルク先生……どうしてですか!?　早く追わないと……」

　勇海が慌て気味に尋ねると、ダルクは立ち上がり、落ち着いた声で答えてきた。

「生徒の安全が最優先だから……と言いたいが、こちらの事情さ。ユウキくんはともかく……ユニは慌てると、どこかしらに角を突つき刺さして動けなくなりそうだし。カナ子だって、下手をすれば壁かべを破は壊かいして進みそうだし。……後始末のほうが大変そうだろ？」

「あ、ああ～……それは、まあ確かに……う、う～ん」

　否定できないどころか、完全に納得できてしまうのが悲しいところだ。とはいえ、あの宝箱を放置しても良いものか、と勇海が考えていると。

　ダルクが、保健室の裏口、グラウンド側に面した扉とびらから出て行こうとする。一体何をするつもりなのか、と勇海が注視していると、ふっ、と彼女は笑って言った。

「〝空飛ぶ宝箱〟の話は、先ほどティティ先生から聞いたし、任せておけ。私は養護教諭だが、先生というのは──こういう時に、頼たよるものだぞ？」

「えっ……だ、ダルク先生？」

「留守はキミ達に任せたからな。では行くぞ、ティティ先生───ふっ！」

　言い残すと同時に、ダルクの姿が闇やみに溶とけ、消えた──目にも留まらぬ速度で走り去ったのだ。暴走しかねない娘むすめもいる亜人学園で、彼女が養護教諭をやっている理由が腑ふに落ちた気がする。

「……へっ!?　わ、わたしもですか!?　だ、ダルク先生、待って……ひん、ひん……」

　そして、かなり遅おくれてティティも、ダルクを追って裏口から出て行った。

　……ぱたぱたと、女の子走りでゆっくり走っていくティティは、先生として本当に大だい丈じよう夫ぶだろうかと心配になってしまうが。

　さて、留守を任されてしまったが、どうするべきかと勇海は途と方ほうに暮れる。

「留守は任せた、って言われても……本当にイイのかな、何もしないで。話してる間に、ほとんど日も暮れちゃったし、こんな時間に生徒なんて来ないだろうけど」

「む？　何を言う、勇海殿。こんな時間だからこそ、むしろ好都合な事があるだろう。ほら、〝七不思議〟の一つ──〝常とこ闇やみの保健室〟の調査だっ」

「えっ。……あっ!?　そ、そうだったな！」

　色々とあり過ぎて忘れていたが、ユニに促うながされ、勇海も本来の目的を思い出す。無人の保健室で、謎なぞの声が聞こえてくる七不思議──〝常闇の保健室〟の怪かいを。

　とはいえ、保健室には今まさに、勇海達が鎮ちん座ざしている。この時点で無人ではないのだが、一体どうするべきか、と勇海がぶつぶつと呟つぶやきつつ考え込んでいる、と。

「う～ん……ここは一回、皆みんなで外に出て、反応を窺うかがってみるか？　……いや、何かすごい間ま抜ぬけな気もするし、先生に任せられてるしなぁ。う～ん、どうすれば──」

「──ねえねえ、勇海くん～。私、イイコト考えたの～♪　……よいしょ～」

「へ？　カナ子さん、イイコトって……う、うわ……うわわわっ!?」

　おもむろにカナ子が、勇海の両りよう脇わきを抱かかえ、抱だき上げてきた。いきなり何をする気なのか、と戸惑っていると、なぜか彼女は勇海を抱えたまま、ベッドに寝ね転ころんだ。

「か、カナ子さん……ちょっ、カナ子さん!?　い、一体ナニを!?」

「うふふ～……保健室のお話って、『怪け我がはありませんか？』なんて聞いてくるらしいし、治療したがってるのかな～、って思うの。じゃあここで、体調が悪いフリして横になってたら～……もしかすると、来てくれるかも～、って思って～」
















「あ……な、なるほ、ど？　……いやでも、俺を抱く必要性は皆かい無むなんじゃ!?」

「それに実は私、ずっと我が慢まんしてたけど……教室の時から、勇海くんを抱きしめたくて仕方なかったの～っ。だから今、こうできれば……一石二鳥ねっ、って～♪」

「それ完全なる私情じゃない!?　だ、ダメだって……だって、コレっ!?」

　ベッドに横になっているカナ子──とはいえ、《鬼》の亜人ゆえに大おお柄がらなため、足が半分くらいはみ出ているが。いや、そんな事はどうでもいい。そう、その誰だれよりも大柄な胸の上に、勇海は抱かれる形になっており。

（ちょ、何だコレ、沈しずむ……ぷにっぷにの海の中に、沈んで……いや、溺おぼれていく!?）

　まさしく、母なる海とでもいうべき、圧あつ倒とう的ボリュームだ。その柔やわらかさに抗あらがえる男など、果たして存在するのだろうか。いや、しない（反語）。

　男をダメにする柔らかさに包まれ、『くっ、殺せ！』と叫さけびたくなってしまう勇海だが、その一見すると淫いん靡びな行こう為いを前に、本家くっころユニコーン娘が憤ふん慨がいの声を上げた。

「ちょっ……な、何をしているのだ、カナ子殿どの!?　勇海殿を解放しないか!?」

「ん、んふ～……んふふ～。だ、ダメよう～、七不思議、解決しなくちゃ～。それに、これ、とってもすごいの～……やめたくないわ～……あんっ♡」

「なな何て声を出しているのだーっ!?　いつ先生が帰ってくるかも分からないのにっ……こんな場面を見られたら、致ち命めい傷しようだぞっ!?　そう、それはさながら破瓜はかのように──」

『───お怪我ですか？　治ち療りようは、必要ですか？』

「ああ、無論だっ！　カナ子殿の貞てい操そう観念を治療してやってくれ！　全く。……ん？」

　会話していたユニが、ふと首を傾げる。カナ子の胸に色んな意味で沈みかけていた勇海も、『あれ？』と辛かろうじて身を起こした。

　ユニは今、誰と話しているのか。彼女の背後にいた存在を、勇海も確かく認にんすると。

『では、治療を───しましょうね？』

「「─────」」

　結論から言えば、それは生物ではなかった。消毒液の入った瓶びんや、消毒綿を摘つまんだピンセットなど、数々の治療用品が独りでに浮ういていたのだ。

　まさかカナ子の思おも惑わく通り、本当に怪かい奇き現象が誘おびき出されたというのか。あまりの光景に呆あつ気けにとられる勇海だが、代わりにユニが後ずさりつつ声を放つ。

「勇海殿っ……これだ！　これが例の〝七不思議〟の正体だ！　この気配は、間ま違ちがいない……〝呪のろい〟だっ！　これは……呪じゆ具ぐだっ！」

「の、呪い!?　じゃあこれって、本物の怪奇現象なのか!?」

〝あかずの教室〟も、調理実習室の〝肉と血の狂きよう宴えん〟も、結果的には学園生が起こした、いわば勘かん違ちがいの産物だった。しかし、今回は違う。本当に〝呪い〟などというものが関かかわっているのだ、とユニは言った。

　思わず面めん食くらう勇海を、カナ子はベッドの上に座りながら、抱き寄せて退たい避ひさせる。

「勇海くん～、大丈夫～？　私が守ってあげるから、怖こわがらずに安心してね～？」

「え？　あ、っと……いや、怖くはないっていうか、何もされてないし……あ、あれ？」

「？　勇海くん、どうかしたの～？　??」

　カナ子に庇かばわれるも、しかし勇海には、何かが腑に落ちない。胸に、もやもやとした物が引っかかっている気がしていた──が、考える暇ひまもなく、ユニは浄じよう化かを始める。

「おのれっ、〝七不思議〟の元げん凶きようめっ……〝呪い〟などに、これ以上好き勝手はさせない！　ユニコーンの娘の誇りにかけて……祓はらうっ！」

『？　やめてください、わたしは、治療をしたいだけです。治療を、するのです』

「ええいっ、いくら私がおっちょこちょいでも、そんな虚きよ言げんに惑まどわされるものかっ！　いくぞ──清浄なるユニコーンの角、《浄化の光メイデン・ライト》──！」

『やめてください──やめてください。やめて、クダサイ。ヤメテ──』

　ユニの角から放たれる輝かがやきが、呪具を浄化しようとしていた──が、しかし。

　呪具とやらの放つ、まるで救たすけを求めるような声を耳にし、勇海が取った行動は。

「──待った！　待ってくれ、ユニっ！」

「えっ……い、勇海殿っ!?」

　カナ子から離はなれ、勇海は浄化の光を放つユニの眼前に、宙に浮く治療用品達を庇うように立ちはだかる。ユニも、カナ子も──あるいは勇海自身でさえ、なぜこんな行動を取ったのか分からない。静せい寂じやくに包まれる保健室に、この部屋の主あるじたる者の声が響ひびいてきた。

「ユウキくん──一体、何をしている？　なぜキミは、呪具を庇っているのだ？」

「その声は……ダルク先生!?　帰ってきてたんですか？　あっ、宝箱は──」

「いいから、私の質問に答えたまえ。ユウキくん……キミの行動の、理由を」

　ダルクの声こわ色いろは、どことなく厳しいような気がする。もしかすると勇海の取った『呪具を庇う』という行動は、自身が思っているより、まずい事だったのかもしれない。

　けれど勇海は、ふわふわと浮かぶ治療用品達を見返し、偽いつわる事無く答えた。

「あの、俺達は……〝七不思議〟を解決するため、ここへ来たんです。ダルク先生も知ってるかもしれませんけど、ここの場合……〝常闇の保健室〟、っていう」

「む。……いや、そんな話は聞いた事がないな。ティティ先生から聞いたのは、先ほどの〝空飛ぶ宝箱〟の事だけだし。……なあ、ティティ先生？」

「はあ、はあっ……は、はひ、そうですねっ……ぜえ、ぜえ」

　ダルクの後ろにいたらしいティティも、走り疲つかれたのか息切れしながら声を発する。

　しかしダルクは、勇海に視線を注いだまま、改めて問いかけた。

「だが、解決しにきたのなら、なおさらキミが呪具を庇うのはおかしくないか？　浄化してしまえば、それで万ばん事じ解決のはずだ。なのに、なぜキミは──」

「でも俺達は──この子に、何もされてません。危害なんて、加えられてません」

「！　……ふむ？」

　立て続けに問いかけていたダルクの口が、続きを待つように止まる。黙もくして待つダルクへと、勇海は暫しばらく考え込んでから、ゆっくりと口を開いた。

「〝呪い〟っていうのが危険なコトは……何となくですけど、分かります。けど先生達はさっき、〝闇〟は過か剰じように恐おそれるものじゃない、って話をしました。呪いも……どちらかといえば、闇なのかもしれません。でも、こいつは……この子は、恐れるべき闇じゃないんじゃないか、って。だから、その……上手うまく言えてないのは、百も承知なんですけど」

『──治療を、しますか？　大丈夫ですか？　痛い所は──ありませんか？』

「この子のコト、浄化しちゃう以外で……何とかして、あげたくなって……その」

　勇海も言った通り、無茶な話だ。それを重々承知しているからこそ、言こと葉ば尻じりも申し訳なさで小さくなっていく。

　そして、こんな無茶苦茶な返答に──ダルクの返した反応はといえば。

「ふっ、ふふっ……ははっ、はははっ！　〝恐れるべき闇じゃない〟……か。そうか、そうか……う、ふふっ……嬉うれしいなっ、ははっ！」

「だ、ダルク先生？　あのー……」

「いや、すまない、ユウキくん。ああいや、笑った事だけじゃなく……謝る事は、他ほかにもあるんだ。私はキミを、また試ためすような真似まねをしてしまった」

「へ？　試すような真似、って……えっ、えっ？」

　不ふ明めい瞭りような言葉に戸惑う勇海だが、ダルクの放った言葉で、更さらに驚きよう愕がくする事になる。

「いや、この治療用品に〝呪い〟をかけて意思を与あたえたのは──私なんだよ♪　何せ呪術は、ダークエルフの得意分野だからな、危険もないぞっ」

「えっ。ダルク先生が、〝呪いを〟って………えっ、えええええっ!?」

　あまりの事実に驚おどろきの声しか出ない勇海だが、混乱しつつも何とか尋たずねた。

「それじゃ、つまりダルク先生が……〝常闇の保健室〟の真犯人だった、ってコトですか!?　……ほ、ホントに!?」

「ああ、いや……正直な？　そんな噂うわさがあるのは聞いた事あるが、それが私だなんて、夢にも思ってなかったんだ。私がこの子に呪いをかけ、意思を託たくしたのは……私の不在時や、あるいは緊きん急きゆう時に怪我人を治療できるように、と思ってだからな。まさかそれが〝七不思議〟になんてなるとは、思いもしなかったのだよ」

「い、いやでも……自分のコトなのに？」

「いやいや、こういうのは案外、当事者こそ思いもよらないものさ。はっはっは」

　豪ごう快かいに笑うダルクだが、言われてみれば確かにそうだ。ミミも、ルゥもカーミラも、自分が〝七不思議〟の原因となっている事など、想像もしていなかったようだし。

「……な、なんだかなぁ～……」

　どっ、と肩かたの力が抜ぬけた勇海だが、そんな様子を心配してか、独りでに動く治療用品は周囲を旋せん回かいしながら語りかけてくる。

『お疲れですか？　お怪我ですか？　治療は必要ですか？　大だい丈じよう夫ぶですか？』

「あ……ああ、大丈夫だよ。まあ、一気に疲れたけど……」

『───アリガトウ』

「いや、別にそんな……えっ？　今……あ、あれ？」

　聞き違いだろうか──治療以外の言葉を発した器具達が、直後には導かれるようにダルクの下もとへと飛んでいく。

　ぽかん、と口を開けて見送った勇海に、カナ子が語りかけてきた。

「勇海くん。さっきの、と～っても驚いちゃったわ～……私、私ね～？」

「あ、カナ子さん……いや、我ながら無茶苦茶だったよな。しかも蓋ふたを開けてみれば、ダルク先生がオチだっていうし。俺、空回りだったよな……はは、呆あきれちゃったか──」

「……ううん～っ！　と～っても……素す敵てきだったわ～。壊こわしたり、消したりする以外のやり方で……救おうとするんだもの～。私……感動しちゃった～♪」

「か、感動なんて……そう言われると、その……う、うう」

　照れる──ぽりぽりと頭を搔かいていた勇海に、続けてユニが語りかけてきて。

「っ……いっ、勇海殿！　私は、私はっ……！」

「お、おおっ!?　どうしたんだ、ユニ。もしかして、邪じや魔ましたから怒おこって──」

「──心服しましたっ！　う、うう～っ……勇海殿は、凄すごいお人ですーっ！」

「え、いやそんな──うおおっ!?　あ、危なっ!?」

　思い切り頭を振ふり下ろしてきたため、角がぶつかりそうになったが──涙なみだ目めのユニには見えていないのか、無我夢中で声を紡つむいでいた。

「相手が〝呪い〟であろうと関係なく、慈いつくしむ心……勇ゆう敢かんなる魂たましい！　まさにそれは、騎き士しの精神！　ユニは、ユニはっ……感動しましたっ！　感動したのですーっ！」

「わ、わあああ!?　ちょ、分かったから、まずヘッドバンキングをやめよう!?　危ないから、新たな傷ができちゃうからさ!?」

「この上は、もう、もうっ………くっ、抱だけぇっ！」

「だから『くっ』で始めなくて良くない!?　……ていうか抱き着いてきてるの、ユニのほうだしな!?　抱け、じゃないだろ、もうっ！」

「あらあら～、二人ともズルイわ～……私も、私も～♪」

「ちょ、カナ子さんまで!?　くっ……苦しいってば、二人ともー!?」

〝問題児クラス〟の誇ほこる二大クラッシャーに挟はさまれ、息も絶え絶えな勇海だが──ダークエルフの養護教きよう諭ゆは、そんな勇海を暖かな眼まな差ざしで見つめてきた。

「ふふっ、〝恐れるべき闇やみじゃない〟か。ダークエルフの私にとって、こんなに嬉しい言葉は、他ほかにないな。……なあ、ユウキくん？」

「う、うぐぐっ……う？　だ、ダルク先生？」

「どうやら私は、キミに──〝運命〟感じちゃってるらしいぞ？」

「え。運命、って……ど、どういうコトですか？　??」

　突とつ然ぜんの発言に、勇海はひたすら困こん惑わくするが、対するダルクは意にも介かいさず続けた。

「うむ。これは私としても衝しよう撃げきだ……だがまあ、〝運命〟なら仕方ない。……するか？」

「へ。いや、するって、ナニをですか……あっ。いえ、やっぱ答えないで──！」

「ナニって、そりゃ……セック」

「うおおおお言わせないですよぉぉぉ!?　いや聞いた俺も悪かったですけど！　そっ、そんなコト、先生が言っちゃダメでしょ!?」

　慌あわてて言葉を遮さえぎる勇海に続き、彼を抱だきしめていたユニも糾きゆう弾だんの声を上げる。

「なっ……何を仰おつしやっているのです、ダルク先生!?　六十一歳処女の潔けつ癖ぺきにして鉄てつ壁ぺきを誇ってきた貴女あなたを尊敬していたのにっ……見み損そこないますよっ!?」

「む、何を言う。さっき言ったはずだろう？　今までは〝運命〟と出会えていなかったのだと。逆に言えば、出会えればそこから先は……必然の流れだ。違ちがうか？」

「うっ、それは……って丸め込まれませんからね！　貴女は先生でしょうが！　節度を持つべきだと言っているのです、節度をっ！」

　何だかもう、ダルクはなるほど、ダークエルフだなと思えてきた勇海である。

　それにしても、クラス屈くつ指しの恵めぐまれた体の持ち主であるカナ子とユニに挟まれ、ダルクにまで熱い視線を投げかけられている現状──どこかに安住の地はないか、と周囲を見み渡わたすと、視界にティティが入る。

「てぃ、ティティ先生……ティティ先生、ヘルプミーっ!?」

「ちょ、人を安全地帯みたいに言わないでくれません!?　わたしだって先生ですよ、色気たっぷりの大人の女性ですよーっ!?　えーい、うっふーん！」

「…………はい、わかりました！　じゃあ助けてください、ティティ先生！」

「わかってないですよね!?　んもー、んもーっ！　失礼ですよ、結城くーんっ!?」

「うう、やっぱりアテにならない……っ、ふっ……ふんぬっ！」

　抗こう議ぎの声を上げるティティだが、そんな事をしている間に、勇海は何とか自力で抜け出す事に成功する。軽く疲ひ労ろうに見み舞まわれながらも、ダルクに尋ねるべき事を尋ねた。

「はあ、はあ……だ、ダルク先生、〝運命〟がどうのっていうのは、ちょっと一回置いてもらうとして……聞きたいコトがあるんですけど」

「む。好きなタイプか？　そうだな……ダークエルフに偏へん見けんを持たず、ちょっと鈍どん感かんだけど真っ直すぐな、熱いハートの持ち主である、年下の男子かな……」

「いや聞いてませんからね!?　そうじゃなく……〝空飛ぶ宝箱〟のコトですよ！」

　そう、そもそもこんな大おお騒さわぎの原因となったのは、あの宝箱をダルクが追っていったからだ。自信満々だったし、もしかすると正体を摑つかんでいるかも──！

「ああ、完かん膚ぷなきまでに逃にげられた。すごいなアレ、ワープまで使ってたぞ、多分」

「あ、あんな頼たよりになる感じで追いかけてたのに!?　俺の苦労は一体!?」

「はっはっは、大人で先生だからって、何でもできる訳じゃないさ。今回ばかりは、相手が上手だったという事だ。気にしない、気にしない」

　豪快に笑い飛ばすダルクだが、何だか彼女もポンコツ気味に思えてきた勇海である。

　……と思いきや、ぽつり、ダルクは聞き取りにくい小声で呟つぶやいた。

「……ま、タダで逃がしてやるほど、甘くはないけどな」

「え？　ダルク先生、ナニか言いましたか？」

「……ふっ、その内わかるさ。楽しみにしておくのだな……ふふっ♪」

「は、はあ……？　??」

　いまいち要領を得ず、首を傾かしげる勇海だが、どうも答えてくれそうにはない。

　何はともあれ、確実に分かる事は、一つ──今回の〝七不思議〟だ。

「まあ、とにかく……〝常とこ闇やみの保健室〟、これで解決だなっ！　よし、帰ろうっ……今日はホント、イッパイイッパイだから……は、早く帰って休みたい……」

　と、本当にお疲つかれの勇海が締しめくくろうとすると、カナ子とユニが両サイドに立ち、

「勇海くん、お疲れね～……じゃあ私、腕うでを貸してあげちゃうわ～。えいっ♪」

「むっ……わ、私とて負けぬっ！　さあ勇海殿どの、腕を貸して……くっ、歩けっ！」

「いやそれが今日、一番疲れるヤツだったんだって!?　そう、その……とても口には出せない、柔やわらかな何かに、腕が挟まれて……う、ううっ……くっ、殺せっ！」

　最近、問題のユニコーン娘むすめの口くち癖ぐせが板についてきた勇海だった。

　勇海の抵てい抗こうは儚はかなく、左右の腕を柔らかさに包まれながら、保健室の扉とびらにぶつかりつつ退室しようとすると──その部屋の主あるじ、ダルクが語りかけてくる。

「ユウキくん！　今日はなかなか新しん鮮せんで、楽しかったよ。また来なさい……その時は」

「う、うぐぅ……ぅ？　そ、その時は……？」

「私なりに……熱ねつ烈れつな歓かん迎げいをするからなっ♡　ふふ……待ってるぞっ」

「!?　え、あ……は、はい……？　??」

　色っぽい養護教諭のダークエルフ、ダルクが妖よう艶えんな笑えみで舌なめずりし、勇海が戸と惑まどっていると──両サイドから挟んでくるユニとカナ子が、順番に声を上げた。

「い……勇海殿！　保健室に来る時は、私も行くからなっ!?　絶対一人じゃダメだぞ!?」

「うふふ～、じゃあ私もね～。何だか楽しそうだし～♪」

　何やら訳知り顔の二人に挟まれながら、当の勇海の困惑は積み重なるばかりである。

















第四章　妖あやかしの小こ匣はこ









　夜も半ばの時刻、つい先日まで〝七不思議〟の一つが噂されていた調理実習室で、二人の少女がお料理の特訓に励はげんでいた。

「ふむ……おーい、アン。お米を炊たく時は、これくらい水を入れれば良いのか？」

「ん？　どれどれ……待って、待ちなさいエイミ。アンタ、お粥かゆでも作る気？　入れ過ぎよ。お米が完全に溺おぼれちゃってるじゃない」

「むう。多ければ良い、というモノでもないんだな……お料理とは、奥が深いな」

　腕組みして考え込むエイミに、何だかんだで面めん倒どう見みの良いアンは軽く溜ため息を吐つく。

　今日のエイミの料理特訓には、この通り、来らい夢むではなくアンが付き添そっていた。これはアン自身が申し出た結果だが、ふとエイミがその件について言げん及きゆうする。

「そういえば、アンまで料理の特訓をしたいと言い出すとは、珍めずらしいな。一体どういう風の吹ふき回しなんだ？」

「えっ？　あ、いや、それは……ほらっ、今までずっと来夢が付き添ってたけど、傍はたから見ても大変そうだったし。たまには息いき抜ぬきが必要だと思って、代わってあげたのよっ」

「本当か？　……そんな事を言って、実はイサミに食べさせたいからじゃないのか？」

「ええ。……はっ!?　ち、違うわよっ！　別に勇いさ海みのためになんて、これっぽっちも考えてないしっ……お料理の一つくらいできないとって、自分のためにやるだけだしっ！」

　大おお慌あわてで弁解するアンだが、対するエイミは軽く鼻を鳴らして自信満々に言う。

「ふっ……まあ、何だって構わないけどな。最終的に、イサミを誰だれよりも満足させてあげられるようになるのは……この私に違いないんだからなーっ♡」

「は……はあっ!?　お米もロクに炊けないクセに、良く言えたわね！　そりゃアタシだって料理が得意なワケじゃないけど、アンタよりは勇海を満足させられるってのよ！」

「なに？　……聞き捨てならないな。いいだろう、そんなに言うなら──私とアンで、どちらがイサミを満足させられるか、勝負だっ！」

「しょ、勝負って……ナニ言ってんのよ、アタシはそんな……ちょっと、エイミ!?」

「絶対に負けないからなっ……よーしっ、炊けろ、お米っ！　おいしくな～れ、おいしくな～れ……むむむ～んっ！」

「いや、炊すい飯はん器に念じても意味ないってば……あ、ああもうっ、知らないからねっ！」

　結局、いつものように張り合う形になってしまった。何でこうなっちゃうのかしら、とアンは頰ほお杖づえを突つき、物思いに耽ふける。

（全く……来夢やミリィも、さぞかし大変だったんでしょーね。ていうか二人とも、今日は勇海と一いつ緒しよに見回りしてるはずだけど……大だい丈じよう夫ぶなのかしら？）

　はあ、と再度の溜め息を吐いてから、アンも料理の特訓に戻もどるのだった。




　　　　■■■




《聖デミグリーン学園》の〝七不思議〟を解決すべく動き始めてから、勇海は夜間の学園を幾いく度どとなく見回ってきた。初めは空そら恐おそろしかった雰ふん囲い気きも、今では慣れたものだ。

　そう、この雰囲気には慣れた……慣れたのだが、しかし。

「勇海ちゃん、勇海ちゃん～っ。夜の学園、怖こわいですねー……えへへぇ♪」

　幼おさな馴な染じみで生徒会長であるエルフが、勇海の右腕に抱だき着いて胸を押しつけてくる、得も言われぬ柔らかさには──慣れる事などできそうにもない。

　そんな彼女の照明魔ま法ほうに照らされながら、勇海はおずおずと尋たずねかけた。

「あ、あの、ミリィ？　あんまり密着されると、歩きにくいっていうか、その」

「そ、そんな事ないですーっ。ほら、足元も暗いですし、何かに摑まってないと、不安というかー……真っ暗な廊ろう下かは、怖いですしっ。ねっ、ねっ？」

「いやでも、色々と当たってヤバイっていうか、風紀的にマズイっていうかね……!?」

「それに、久ひさし振ぶりの勇海ちゃんですし。……私だって、寂さびしいんですからねー……」

「ミリィ？　今……寂しい、って言ったか？　お、おーい？」

　勇海の問いかけに、けれどミリィは口では答えず、代わりに『ぎゅっ』と腕を抱く力を強めてきた。

　その感かん触しよくに勇海が更さらに身み悶もだえていると、今度は左側から、か細い声が上がってくる。

「い、勇海さんっ……わたしも、わたしも怖いですよぅ？　ぷるぷるっ」

「うぐぅっ!?　い、いや……けど来夢は、こういうのって得意なんじゃなかったっけ？　怪かい談だん話ばなしっていうか、肝きも試だめしみたいな雰囲気っていうかさ……」

「そ、そんなことないですぅ。えーっと、ほら、こんなに体がぷるぷる震ふるえてますしっ……勇海さんに摑まってないと、きっと耐たえられないですっ。ぷるぷるーっ」

　決して汗あせではない汁しるを飛び散らせつつ、そんな事をのたまう来夢だが、体がぷるぷる震えるのは《スライム》の亜人ゆえではなかろうか。しかし、その蕩とろけそうになる柔らかさが極ごく上じようなのも確かで、勇海を襲おそう居た堪たまれない気持ちは加速するばかりだ。

　クラスでも特に〝おっとり〟としたタイプの二人が、左右から「こわい、こわい」と言って抱き着いてくるが──最近では《ゾンビ》の亜人たるアンの、本気のビビりっぷりを目まの当たりにしている事もあり、いまいち信しん憑ぴよう性せいが感じられない。

　とはいえそれを直接的に指し摘てきする事も憚はばかられる。何とか気を紛まぎらわせるために、勇海はここにはいない人物の話を振る事にした。

「そ、そういえば！　二人とも、エイミの料理特訓には付き合わなくてイイのか？　確か、来夢が料理を教えて、ミリィが危険のないよう監かん督とくしてたんだよな？」

　勇海が問いかけると、ぶるんっ、と来夢が一ひと際きわ強く体を震わせた気がする。俯うつむいて沈ちん黙もくする彼女に代わり、ミリィが説明してくれた。

「あ、えっと……今日はですね、アンさんも練習したいとの事で、二人で調理実習室を使っているのです。調理実習室の〝七不思議〟は解決していますし、《金きん竜りゆう》の亜人たるエイミさんと《聖女》のアンさんなら、いざという事があっても対応できますしねっ」

「な、なるほど。……ちなみにさ、実際のところ……エイミの特訓の調子って、どうなんだ？　上手うまくいってるのか？」

「えっ。……あ、えっとですね……それは、そのー……」

　勇海の問いに、ミリィの視線が大きく動くが、今度は来夢が代わって答えてくる。

「炎ほのおを。……炎だけは絶対、使わないように、と。……お願いしましたぁ」

「……そ、そっか……ほ、炎を」

「はい。もう本当に……そこだけを。ただ、ひたすら。念を押しまして。……はい」

　汁を飛び散らせもせず、遠い目をして語る来夢を見ていると、その苦労が偲しのばれる勇海だった。更に来夢の反対側から、ミリィが特訓時の様子を語ってくれる。

「来夢さんの寮りようでは……エイミさんが炎を使っちゃうたび、来夢さんが水を噴ふん出しゆつして消火活動に追われて……あれは料理特訓というか、防災訓練というか……もう……」

「お、おぉ……そうだったんだな……えっと、お疲れ様、っていうか……」

　もちろんミリィも手伝っていたのだろう、表情からは疲ひ労ろうが窺うかがえる……が、それも束つかの間。ミリィはすぐさま顔を上げ、明るい声を発した。

「という訳でっ。今日は思いっきり……勇海ちゃんに労ねぎらっていただくのですっ。勇海ちゃん成分、補給ですよーっ。ぎゅーっ♡」

「ちょ、ちょおっ!?　俺の成分ってナニ!?　み……ミリィってばー!?」

「み、ミリィさん、ずるいですぅ！　わ、わたしだってぇ……ぷるぷるーっ♪」

「来夢まで!?　いや俺達、仕事中だからな!?　遊びに来たワケじゃないんだぞ!?」

　勇海の言う通り、この夜回りの目的は〝七不思議〟を解決する事だ。しかも今夜は、今まで何度も目もく撃げきしてきた〝空飛ぶ宝箱〟が標的である。

　とはいえ、〝七不思議〟として噂うわさされていた題目は、〝空飛ぶ宝箱〟ではない。




　その名は、〝妖の匣〟──前まえ触ぶれもなく、忽こつ然ぜんと姿を見せる、奇き妙みような匣の話だ。

　そこには、何も無かったはずなのに、いつの間にか匣が落ちている。目の前にあるような、遠くにあるような、大きいような、小さいような、それを見た者でさえ分からない。

　そんな、不気味なはずの匣なのに、一度それを見つけてしまうと、もう目が離はなせなくなる。中には何が入っているのだろうと、まるで魅み了りようされてしまったかのように。

　ゆっくりと、ゆっくりと、導かれるまま手を伸のばし。開いてしまったが最後──匣の中に潜ひそんでいた〝妖〟に引きずり込まれ、永遠に閉じ込められてしまうという。




〝七不思議〟にあたる怪かい奇き現象の中で、これが最も〝空飛ぶ宝箱〟に類似した話だった。恐おそらく無関係ではないだろうと、今日こそ正体を摑つかむべく調査に臨のぞんでいるのだが。

　いまいち成果は上がらず時間だけが経たち、ただの肝試しになっているのが実情だ。

（まあ、探し始めていきなり発見！　なんて、毎回都合よくいかないだろうけど……ミリィには、何か秘策があるみたいなんだよな。それが何かまでは、教えてくれないけど）

　尋ねてはみたが、ミリィは『秘密ですっ♪』とウインクするだけだった。辛かろうじて得た情報といえば、渾こん身しんのドヤ顔をするミリィは何だかカワイイ、という事だけである。

　まあそれは置いておくとして、このままで良いのだろうか、と勇海がミリィに尋ねた。

「あ、あのさ、ミリィ……俺達、本当にこんなコトしててイイのか？　見回りが無意味とは言わないけど、何の手がかりもなしに探し回るのも、どうかなってさ……ミリィ？」

「……………」

　しかしミリィは答えず、その場に立ち止まり、目を閉じていた。何かに集中しているのか、暫しばし黙だまり込んでいたが、おもむろに目を開き──ばっ、と後ろを振り返ると、

「──勇海ちゃん、見つけました！　あそこですっ！」

「あそこって……お、おおっ!?　ホントだっ!?」

　ミリィの示した方向には、確かに勇海が前に目撃した〝空飛ぶ宝箱〟の姿があった。しかし宝箱は逃にげるように曲がり角を折れ、すぐさま見えなくなってしまう。

「っ……よしっ、追いかけよう！　今日こそ正体を──」

「待ってください、勇海ちゃんっ──《ＥＰＳ》を見てくださいっ！」

「お、っとと……《ＥＰＳ》を？　??」

　ミリィに呼び止められ、駆かけだそうとした勇海が躓つまずきそうになるも、何とか堪こらえる。

《ＥＰＳ》──以前の〝学外活動〟の折、ミリィに貰もらったタブレットだ。近くの魔ま力りよく反応を〝○〟印で、任意に触ふれて貰えば色つきで居場所が分かる優すぐれものである。

　しかし、なぜ今──勇海が疑問を抱いだきながらも《ＥＰＳ》を取り出すと、そこには。

「これは……さっきの宝箱の方向に、緑色の〝○〟印が!?　……ん？　緑色？」

　見み間ま違ちがいではない。確かに勇海の真横にいる新緑色の〝○〟印と同じものだ。一体どうなっているのか、と勇海が首を傾かしげていると、ミリィはドヤ顔を見せながら胸を張る。

「ふっふっふー……これぞ私の秘策です！　さあ勇海ちゃん、来くる栖すさん、行きますよっ」

「あ、ああ……分かった！」

　先導するように駆けだしたミリィだが、すぐに勇海も追いつき、横に並んで走る。しかし、足が速いほうではない来夢は、後方から焦あせりの声を上げてきた。

「は、はうっ。追いつけないですぅ……い、勇海さぁんっ」

「来夢、無理しなくてイイからな！　ゆっくり、自分のペースで追いかけてくれ！」

「あ……は、はいっ！　がんばりますぅ……ぷるるんっ！」

　気合を入れて……いるのだろうか、とにかく来夢の声を聞いてから、改めて〝空飛ぶ宝箱〟を追いかける。すると、横に並んでいたミリィが、秘策の内容を説明してきた。

「そもそも、あの宝箱……宙に浮ういている事から、何らかの魔力が作用しているのは明らかです。しかし、今日まで我々エルフが見つけられなかった……つまり魔力感知から逃のがれてきた事を考えると、魔力を隠かくす性質を持っている事が推測されます」

「けど、《ＥＰＳ》には印が……っていっても、ミリィの色と同じだけど」

「はい、それは当然──だって、それは私のと同じ魔力が表示されてるんですからっ。勇海ちゃんも……ダルク先生が宝箱を追いかけたのは、見ていたんですよね？」

「ああ、ユニ達と保健室へ調査に行った日だよな？　……あ、そういえば！」

　ダークエルフの養護教きよう諭ゆ、ダルクは確か、『タダで逃がすほど甘くない』と呟つぶやいていた。何か細工をしていたのか、と勇海が考えたのを察したのか、ミリィは走りつつ頷うなずく。

「実は〝空飛ぶ宝箱〟の話を初めて聞いた日から、ダルク先生にお願いして、私の魔力を籠こめた呪じゆ符ふを作って貰っていたんです。それを貼はり付ける事で、《ＥＰＳ》に表示されるようになった訳です。さすがに、近辺に現れるまでは感知できませんでしたが……」

「大体同じ廊下にいるくらいの距きよ離りに入れば、感知できて……こうやって追いかけるコトもできる、ってコトか。すごいな、ミリィ、頼たよりになるぞ！」

「！　……そ、そぉですか？　えへへぇ……もっと褒ほめて頂いて、構いませんよっ♪」

「お、おう。……いやまあ、後でな？　ほら、今は追いかけないとさ！」

　走りながら「約束ですよっ？」と念を押すミリィを伴ともない、勇海は廊下を走り抜ぬけ、階段を駆け下りていく。遠目に見える宝箱が、徐じよ々じよに大きく見えてきた。

　そして、勇海達はついに──宝箱を追い詰つめた、が。

「っ！　ダメだ、ミリィ……あの宝箱は、ワープできるんだ！　追い詰めたくらいじゃ、捕つかまえるコトは……」

「ご安心ください、勇海ちゃん──あなたのカワイイ幼馴染に、お任せですよーっ！」

　ドサクサに紛まぎれて自賛した気がするミリィだが、すぐさま真しん剣けんな表情で右手を前方に翳かざす。手の平が薄うっすらと輝かがやきを放つ中、彼女は更に言葉を続けた。

「呪具には、他者の力を奪うばったり、封ふうじ込こめたりするものが多いです。取り分け、呪術に造ぞう詣けいの深いダークエルフの中でも、達人級のダルク先生の呪符ならば──」

　中空に静止していた宝箱が、行き止まりの壁かべに向かって進み、すう、と消えてしまいそうになった──刹せつ那な、ミリィの手の平から、眩まばゆい閃せん光こうが[image: ]ほとばしる。すると、宝箱の底に貼られていたのだろう呪符も、呼応するように輝き──

「──全すべての魔力を遮しや断だんする事さえ、可能っ──！」

　ぱんっ、と破は裂れつ音が鳴ると同時に、宝箱が中空で跳はね、音を立てて地面に落ちてしまう。物言わぬ宝箱は、当然のように沈黙したまま、再び動き出す気配さえなかった。

　ついに、件くだんの宝箱を捉とらえた──恐る恐る、勇海が警けい戒かいしながら近づいていく。

「す、すごいな……本当に捕まえちゃったのか？　……って、思ったより大きいぞ、この宝箱。近寄っても大だい丈じよう夫ぶかな……」

　遠目からでは不ふ明めい瞭りようだったが、近づいてみれば中々の大きさで、子供一人くらいなら軽く隠れられそうな宝箱である。

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かの突つき当たりで、地に落ちて動かなくなった宝箱。魔法による照明を強めたミリィが、宝箱を照らすと同時に声を漏もらした。

「ふえっ？　……この宝箱……え、ええっ？　ま……まさか!?」

「？　ミリィ、どうかしたのか？　この宝箱に、見覚えでも………えっ」

　宝箱を指さした勇海が、思わず絶句する。地に落ちた時の衝しよう撃げきのせいだろうか、宝箱の蓋ふたが、独りでに開かれていくではないか。

　これが〝妖あやかしの匣はこかもしれない〟。開けば最後、匣の中へ吸いこまれ、永遠に閉じ込められてしまう、七不思議の怪かいの一つ。

　そんな恐るべき匣が、今まさに大口を開け──勇海が目にした光景とは──！




『……あ、あうぅ～……？』

「…………えっ？」




　匣の中には、美しい少女が一人、ぴたりと収まっていた。背を丸め、膝ひざを抱かかえて寝ねそべった体勢で、何やら目を回している。

　吸い込まれ、永遠に閉じ込められるような事はなかった──が、何が何だか分からない。突とつ然ぜんの遭そう遇ぐうに勇海が困こん惑わくしていると、ミリィが大声を発した。

「あ、あなたはっ──引ひき出いでさんっ!?　引出さんですねっ!?」

「み、ミリィ、知ってるのか？　えっと……この子のコト」

「知ってるも何も……クラスメイトですよ、私達のっ。つまり、学園の〝問題児〟で……勇海ちゃんの〝許嫁いいなずけ〟の一人ですっ！」

「えっ。……こ、この子も!?　いや、でも、見たコトないぞ!?」

　一気に混乱する勇海だが、ミリィも困惑しつつ、けれど一つずつ教えてくれた。

「え、ええと……この方は、引出小こ匣はこさんといいまして……亜人の中でも非常に珍めずらしいのですが、その……《ミミック》の亜人さんなのです」

「み……ミミック!?　そういう亜人ちゃんもいるんだ!?」

「お、驚おどろきますよね？　何せ《ミミック》という存在自体がレアで、その生態もほとんど明らかにされていないというのに、人間との混血なんて更さらに稀け有うですから。『ミミックという存在自体がブラックボックス』なんていう学者さんジョークもあるようですし」

「あ、ああ、俺も初めて見たしな。しかもクラスメイトだったなんて……」

「それは、その……勇海ちゃんが知らないのも、無理はありません。彼女は《ダムピール》のカーミラさん同様、あまり学園には来ない方でしたから。入学初日に、その……恐るべき事を口走られて」

「恐るべきコト？　……そ、それって、一体……？」

　ごくり、勇海が生なま唾つばを吞のみこむと、対するミリィは一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんを見せる。しかし直後には表情を引き締しめ、彼女は真実を明かすべく、恭うやうやしく口を開いた。

《ミミック》の亜人たる、引出小匣──彼女が口走った、恐るべき言葉とは。

『ひきこもります。たずねないでください』

「それただ単に自じ堕だ落らくなだけじゃない!?　そんな恐ろしげに言うほどかな!?」

「そう、恐ろしい事に……彼女の顔を見たのは、その一度きりで……寮りようを訪ねても応対さえしてくれず、そもそも在宅しているのかも分からない始末。先ほど間近で宝箱を見て、久ひさし振ぶりにお顔を見て、ようやく彼女だと気付けた程ほどに……何という恐きよう怖ふ……！」

「ある意味怖こわいけど、怖さのベクトルがおかしいって！　七不思議とかとは全く違ちがう恐怖で……って、あ！　じゃあ七不思議の〝妖の匣〟って、まさか……!?」

　今まで解決してきた〝七不思議〟と、似たようなオチなのでは──そんな予想が勇海の脳のう裏りをよぎる中、コトッ、と宝箱の中から音がする。

　すると、内側から宝箱の縁ふちに手をかけた少女が、ひょっこりと顔を半分だけ出してきた。

「んも～……なんなのぉ？　乱暴なんですけど～……ん？　あれぇ……？」

「え……あっ。ど、どうも、こんばんは……かな？」

　小匣と目が合い、軽く挨あい拶さつする勇海だが、初対面ゆえに調子が摑みづらい。

　改めて見れば、随ずい分ぶんと愛らしい少女だ。勇海のクラスメイトの中では、特に幼く見えはするものの、どことなく品が良さそうにも見える。

　そう、文字通り、箱入り娘むすめ──勇海がちょっぴり阿あ呆ほうな事を考えていると、《ミミック》の亜人、小匣がのんびりとした語調で話しかけてきた。

「ねえねえ～、あなた、結ゆう城き勇海……だよね？　あたしの、〝許嫁〟っていう～」

「あ、ああ……ご先祖様が勝手に決めたヤツだけど、それが何か──」

「あのね～……あたしのこと、お嫁よめさんにするならさ～……ひきこもらせてくれる？」

「えっ。ひきこもらせて、って……えっ、俺が？」

　いきなり突とつ飛ぴな事を言われて目を丸くする勇海だが、小匣の言葉は止まらない。

「だから～、あたし、めんどうなことキライだからさ～……あたしのお世話、してよ～。炊すい事じ洗せん濯たく、家事親父おやじ……ぜ～んぶ、やってぇ～。ね、おねが～い」

「何か変なの混ざってるけど……いや、そんなコト言われてもさ」

　困り顔で頭を搔かく勇海だが、そこで憤ふん慨がいの声を上げてきたのはミリィだった。

「引出さんっ、何を仰おつしやってるんですっ！　そんな変な事を言って、勇海ちゃんを……こほんっ。クラスメイトを困らせるんじゃ、ありませんっ！」

「……ぴっ!?　な、なに～？　うう、なんなのさぁ～……あたしの勝手でしょ～っ」

「勝手じゃないですよ、もうっ……そうやって宝箱に引きこもりっぱなしだから、価値観も狭せばまっちゃうんですっ！　ほらっ、少しはお外に出るのですーっ！」

「ふえっ──ちょ、やだやだ、ひっぱんないでえっ。ほ、ほら、あたし《ミミック》の亜人だから……宝箱から出ると、しんじゃうからっ」

「それが噓うそである事くらい、生徒会長として存じていますっ。ご両親から資料だって預かってるんですからっ！　さあっ、早く……出てくるのです～っ……！」

「や、やあ～っ……出ちゃう、出ちゃうぅ……そんな……そんなこと、したらっ──」

　嫌いやがる小匣を、力ちから尽ずくで引っ張り出そうとするミリィ。二人の綱つな引ひきを見て、勇海が仲ちゆう裁さいすべく割って入ろうとする、が。

「お、おいおい、二人とも！　ちょっと落ち着いて──」

『───しまっちゃうよ～？』

「えっ？」

　先ほどまでとは打って変わった、小匣の低い声が響ひびくと同時に──勇海は信じられないものを見た。ミリィが一瞬で宝箱の中に引きずり込まれ、蓋が閉じられてしまったのだ。

　小匣一人でも狭せまそうなのに、一体どうやって収まっているのか。勇海が呆ぼう然ぜんとしていると、二人の入った宝箱が、がたっ、がたがたっ、と大きな音を立てて揺ゆれる。

「……はっ!?　ミリィ、大丈夫か!?　……な、何が起こってるんだ？」

　宝箱に慌あわてて駆かけ寄る勇海だが、鍵かぎがかかったかのように固く閉じられ、手の一つも出せない。更に数度、宝箱が大きく揺れた後、ついには微び動どうだにしなくなり。

　閉じられていた蓋が、ぱかっ、と開いた──その瞬間。

『───ぺいっ』

「[image: ～][image: ～][image: ～]……はうっ」

「なっ……うわっと!?　み、ミリィ、大丈夫か!?」

　宝箱から吐はき出されたミリィを、勇海が慌てて受けとめる。ぐったりと脱だつ力りよくしてしまっており、目を回しながら、ミリィはぼそぼそと声を漏らした。

「ひ、ひんひん……目が、目が回ります～……勇海ちゃん、勇海ちゃんはどこぉ……」

「み、ミリィ、しっかりするんだ!?　俺はここにいるぞーっ!?」

「あ……勇海ちゃんが、一人、二人、三人……はわぁ、何これぇ、幸せぇ……えへへ」

「どうもダメっぽい！　……って、あれっ？」

　ミリィを介かい抱ほうしようとする勇海の右みぎ腕うでを、摑つかまれる感かん触しよくが襲おそう。反射的に右腕側に視線を向けると、宝箱の中から小さな手が伸のびてきていた。

『わがひきこもり、さまたげる者～……ゆるさぬ～……邪じや魔ま、するんなら～』

「えっ。……ぐっ!?　な、なんだ、この力……ッ!?」

『あなたも──しまっちゃうからね～？』

　幼く見えても、やはり《亜人》。幼い見た目からは想像できないほどの力で、勇海の腕が引っ張られる。踏ふん張って耐たえようとするが、もはや時間の問題だ。

　このままでは、自分も引きずり込まれる──勇海が覚かく悟ごを決めかけた、その時。

「──勇海さんを、離はなしてくださ[image: ～][image: ～][image: ～]いっ！」

「っ!?　ら──来夢、追いついてきたのか!?　お、おおっ!?」

　勇海の真後ろから声が上がったのと同時に、摑まれていた右腕の隙すき間まに軟なん体たい化した来夢の手が、ぬるっ、と滑すべり込んできた。

　来夢のおかげで、勇海は解放された──が、代わりに来夢が拘こう束そくされてしまい。

「あぅ……きゃんっ!?　えっ、あっ──」

「ら──来夢っ!?　そ、そんな、俺の代わりに……っ、くそっ！」

　今度は来夢が宝箱の中に閉じ込められてしまった。勇海は焦しよう燥そうに駆られながらも、抱だきとめていたミリィを退たい避ひさせ、廊下の壁かべを背もたれにして座らせた。

「ミリィ、少しここで休んでてくれ……来夢、すぐ助けるからな！　ふんぬっ……！」

　何とかこじ開けようとする勇海だが、やはりミリィの時と同様、蓋ふたは固く閉じられ、大きく揺れ動くばかりだ。

　このままでは、来夢まで──焦あせる勇海の耳に、ふと声が届いてくる。

『……ぷ、……るぷ……ぷる、ぷるっ……』

「ぐぬぬっ……ん？　この声……来夢か？　宝箱の中から……？」

『ちょぉ……なぁ……なにこれ～……あぅっ──』

「こ、今度は《ミミック》の子の声？　あれっ、ちょ……まさかっ──」

　声が漏れ、揺れ動いていた宝箱の蓋が、大きく膨ふくらんだように見え──

『───ぷるぷるぷるぷる───っ！』

『ひ……ひえ～っ。ぬ、ぬめる……ぬめるぅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ』

　火山が噴ふん火かするかの如ごとく、大量の水が噴ふき出し、閉とざされていた蓋も大口を開ける。外にいた勇海は思い切り水を被かぶりながらも、来夢の無事な姿を見て安あん堵どした。

「ら、来夢、無事だったんだな！　よ、良かったぁ……」

「はぁ、はぁ……は、はい、持ってきてたお水、全部飲んで……思いっきり、放出しましてぇ……っ。けど……無事じゃないですぅ……むぅ～っ！」

「えっ、無事じゃないって……まさか怪け我がでもしたのか!?　……あれ？　おーい？」

　問いかける勇海だが、来夢には聞こえていないらしく、顔を真っ赤にして小匣を見つめて……いや、あまり怖くないので分かりにくいが、恐おそらく睨にらんでいるらしい。

　一体どうしたのか、と勇海が首を傾かしげていると──来夢が小匣へと摑みかかり、

「うぅ～っ……もうっ！　ミリィさんに、酷ひどいことしてぇ……許さないんですからぁ！　あまつさえ、勇海さんにまでっ！」

「う、うにっ!?　な、なにさ～っ……あ、あなたにはカンケーないでしょ～っ？」

「関係ありますぅ！　ミリィさんはクラスメイトですし……勇海さんは、わたしの、その……い、〝許嫁〟なんですからぁ！　もぉっ……謝ってくださーいっ！」

「みゃっ。や、やったなぁ～っ……このぉっ、ええ～いっ」

　来夢に摑みかかられた小匣も、お返しとばかりに手を伸ばす。突とつ然ぜんに始まったキャットファイトに、勇海は慌てて止めようとする……が、制止の手は途と中ちゆうで止まった。

「お、おいおい二人とも!?　喧けん嘩かなんて、やめ………あ、あれ？　これ、喧嘩？」

　キャットファイトには違いない、が……例えるなら、子こ猫ねこのそれである。来夢も小こ柄がらなほうだし、更に小柄な小匣との取っ組み合いは、どうにも和なごやかに見えた。

「う、うぅ……ひゃんっ！　や、やりましたね、引出さんっ……ええいっ！」

「そ、そっちこそ～……ぬるぬるするし、動きにくいし～……あ、きゃあ～っ」

「あ……ふにゃあっ!?　す、スク水、引っ張らないでくださーいっ!?　やぁんっ!?」

「こ、こっちのセリフ～……服、引っ張んなし～っ。ひ、ひゃあ～っ」

（あ、ダメだコレ、良く見たら和やかじゃない！　意外と目に毒なんですけど!?）

　どことなく幼さの窺うかがえる二人の全身が、来夢のスライム汁じるにより、ヌルヌルのテカテカになっている。当人同士は真しん剣けんらしいが、勇海としては直視するのも憚はばかられた。

　もはやローション相撲ずもうのようなバトルは──けれど突然に終わりを迎むかえる。

「う～、あたしの匣ん中、ぬめぬめにして～……ああも～っ、出てけぇ～っ」

「え……きゃ、きゃあっ!?」

　小匣に突つき飛ばされた来夢が、そのままの勢いで宝箱から追い出される。あわや地面に激突かと思われたが、勇海は咄とつ嗟さに動いていた。

「っ──来夢！　おっ、ととっ……ホントにヌメヌメだな……って、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ふ、ふえっ？　……こ、これ……お、お姫ひめ様だっこですぅ!?　は、はわわぁ……」

「あ……す、すまん、つい!?　すぐ降ろすからな。よっと……」

「い、いいえ！　イヤなわけじゃ……むしろ、ありがとうございましたぁ……はぅ」

「いや、こっちこそ！　さっき助けてもらったし……ありがとな」

　礼を述べた勇海だが、来夢は顔を真っ赤にして俯うつむいてしまう。その反応は勇海にとって不思議だが、今は目の前に捨て置けない事態があった。

「とにかく、来夢が無事で良かった……けど、この子、また宝箱の中に引きこもっちゃったな。蓋も開かないし……どうしたもんかな」

「は、はいっ。本当に……あれ？　……これって、もしかしてぇ……」

「ん？　来夢、何か気になるコトがあるのか？」

「えっと……その、宝箱なんですけど……鍵かぎ穴あなから、魔ま力りよくが出てるんですぅ」

「鍵穴から、って……そうなのか？　俺には、良く分からないけど……」

「はい、間ま違ちがいなくっ。それで、多分ですけど……この魔力を何とかできれば、蓋も開けられるようになるんじゃないかなぁ、って……」

「何とか？　って言われても、どうすれば………あっ」

　そう、勇海には何とかできる──《救世主》ならぬ、《吸精主》の力を使えば。

　来夢もその事を言っているのだろう。勇海は彼女を見つめ、おずおずと尋たずねてみた。

「その……体に直接じゃなく、宝箱にキスするなら……この子にとっても、ノーカンだよな？　そうじゃないと、可哀かわい想そうっていうかさ……」

「え？　え、えと……わたしは、セーフだと……思いますけどぉ……」

「だ、だよな。……よしっ！　じゃあ……や、やるぞっ！」

　覚悟を決めた勇海だが、しかし宝箱にキスするなど、初体験である。少しばかり手間取りはしたものの、目線が鍵穴と同じ高さになるよう跪ひざまずき、慎しん重ちように狙ねらいをつけた。

「えっと……聞こえてるか、分からないけど。行くぞ、小匣ちゃん。──チュッ──」

『──ふ、ふえぇ[image: ～][image: ～][image: ～]っ!?』

「スウッ──う？　あれ、今の声……う、うわっ!?」

　口づけて吸い込もうとする直前、悲鳴のような声が聞こえてきて、勇海が顔を離す。突然に蓋が開いたもので、危あやうく顔を打ちそうになった。

　背筋がひやりとする勇海だが、蓋を開いた張本人の小匣は、顔を紅あかくして怒おこっている。

「ちょ、ちょっと～……なんてことすんのさぁっ。い、いきなり、あんなとこにチューしてっ……へ、ヘンタイっ。ヘンタイだよ、ヘンタイ～っ」

「へ。……へ、変態!?　いやいや、あんなトコって……宝箱の鍵穴だろ!?　なのに──」

「なに言ってんのっ。乙女おとめの秘密の（鍵）穴にチューするなんて～……ヘンタイ以外のナニモノでもないでしょっ。うう～……あたしの（鍵）穴、けがされちゃったぁ～……」

「いや誤解を招くような言い方しないでくんない!?　そ、そんなに大切なコトなんて知らず、やっちゃったのは悪かったけどさ……そ、その、ごめんな？」

「大切なんてモンじゃないしっ。《ミミック》にとっては、操みさおの次くらいに大事なんだからね～……セキニン……セキニンとってもらうんだからぁ～っ」

「そ、そんなコト言われても……とりあえず、落ち着いてくれってば!?」

　荒あらぶる小匣を宥なだめる勇海に、来夢も手伝ってくれたが──方法はどうあれ、彼女の蓋を開くのには成功した。

　とはいえ、それから小匣が落ち着きを取り戻もどすまで、相当の時間を要したのだった。




　　　　■■■




　苦労の果てに小匣を落ち着かせ、すやすやと寝ね息いきを立てていたミリィに勇海の上着をかけてやり、来夢に介抱を任せてから──勇海は、小匣への事情聴ちよう取しゆを始めた。

　そもそも、引きこもりの小匣が、なぜこんな時間に学園にいるのか。なぜ幾いく度どとなく、〝七不思議〟に関かかわる現場で見かけたのか。その答えは、意外なものだった。

「あ……〝妖あやかしの匣〟を、探してた？　それって、〝七不思議〟の？」

「ん、そ～だよ～。けど〝妖の匣〟って、どこ出るか分かんないからさ～……いろんな〝七不思議〟のウワサがあるとこ、探してたんだ～。てがかり、見つかるかな～って」

　つまり、勇海や協力者達が目もく撃げきしてきたのは、〝妖の匣〟を探す小匣の姿だったのだ。結果的に他の〝七不思議〟を解明するに至ったが、勇海には気になる事がある。

「でも……何でキミは、〝妖の匣〟なんて探してたんだ？　引きこもってたって聞いたけど、それなのにわざわざ、外出してまで……」

「！　それは……深～い事情が、あるんだよ～。長くなるけど……聞きたい～？」

「あ、ああ。もちろん、教えてくれるなら……聞かせてくれるか？」

「怖こわいもの知らずだね～。いいよ、聞かせたげる～。……〝妖の匣〟ってさ、吸い込まれたら、永遠に出られないんでしょ～？　……だ・か・ら～……」

〝妖の匣〟を求めた、深い事情とは一体──！

「一生ひきこもれる匣なんて──最高じゃ～んっ！　ってさ～」

「長くもないし深くもない、非常に短たん絡らく的かつ自じ堕だ落らくな私情じゃない!?　永遠に閉じ込められるんだぞ、少しは後先考えよう!?」

「それでもあたしは、ひきこもりたい～……究極のひきこもりを目指して、あたしは今日も戦うのだあっ。どやっ」

「いや、そんなドヤ顔されても……あ、あのな？　その、言いにくいんだけどさ……」

　この時点で勇海は〝妖の匣〟について、確信を得ていた。

　どこからともなく現れる、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな〝空飛ぶ宝箱〟。ミリィを引きずり込み、ふにゃふにゃにしてしまった事実。〝妖の匣〟を探し、徘はい徊かいしていたという小匣。

　小匣と〝妖の匣〟──あまりにも似通った情報の示す、たった一つの真実とは。

「〝妖の匣〟の正体は──えーと、小匣ちゃん。……キミのコトだと思うぞ？」

「えっ。……え、ええ～っ？　な、なにそれ、あたし～？」

「いや、状じよう況きよう的にも、今までのオチ的にもさ……誰だれも彼も、自分が噂うわさの発信源だと思ってもなかったみたいだし。小匣ちゃんも、そうなんだろ？」

「え、あ……そいえば、そうかも～。……って、それじゃあたし、自分のウワサを自分で追いかけてた、ってこと～？　そんなぁ……骨折り損じゃん～」

　あからさまにがっかりする小匣だが、勇海はすかさず彼女に言い放つ。

「だけどさ……結果は骨折り損でも、すごい行動力だったと思うぞ？　それだけ頑がん張ばれるんなら……引きこもったりせず、これからは普ふ通つうに、学園に通えるんじゃないか？」

「え。……ええっ？　な、なんでそんな話になるの～？　関係ないじゃん──」

「関係あるぞ。俺だって、キミのクラスメイトだし……せっかく知り合えたのに、また引きこもりに戻っちゃうなんて、寂さみしいしさ」

「！　さ……さみしい？　あたしが、いないと……さみしいの～？」

「ああ、もちろん。……言っとくけどな、知っちゃった以上、引きこもったりしたら、寮りようまで押しかけるからな。迷めい惑わくだろうと、全力で引っ張り出すからな？」

「う、うわ～、それはめんどくさいよ～。……けど、そっか～……あたしがいないと、さみしいか～……じゃあ、セキニンも、とってもらわなきゃだし～……仕方ないか～」

　めんどくさいと言いつつ、軽くニヤけている気がする小匣が、続けて口を開いた。

「けどっ。条件があるよ～？　あたしをひきこもらせない、っていうなら～……その分、あたしのこと、し～っかりお世話してもらうからね～」

「お世話って……俺がか？　そんなコト言われても、ナニをすればイイんだ？」

「そうだね～、のど渇かわいたらジュース買ってきてもらうし、ごはんは『あ～ん』してもらうし、全力でチヤホヤして、甘やかしてもらおっかな～、うんうん～っ」

「いや、そんなパシリみたいな……ちゃんと自分で動かないとダメだろ？」

「いいじゃん～、それに、たっくさん甘やかしてくれたら……ご褒ほう美びもあるよ～？　しかも《ミミック流》の、特別な……ね～」

「ご褒美？　《ミミック流》って、一体どういう……？」

「そりゃもう～。宝箱の中に、ご招待してぇ～……ぎゅっとして、にょろっとして、とろっとろのあまあまで……ほんげろもぺっぺ、てんてけてんで、ちゅるちゅるズンドコあへあへな、たのし～いこと、してあげるかもよ～？」

「俺、ナニされるの!?　ワケ分からなくて怖すぎるんですけど!?」

　本気で怖おじる勇海だが、正体不明の〝ご褒美〟を口にした小匣自身は、相変わらずの吞のん気きな口調で続けた。

「ま、今のところは、勘かん弁べんしてあげるか～。……まあたまには、ひきこもっちゃうかもだけど～……ほどほどに、がんばってみるから～。よろしくね～……いさみん♪」

「あ、ああ、こちらこそ──って、いさみん？　それ、俺のコトか？」

「そ～そ～、いっさみーん♪　あたしのことは……小匣たん、って呼んでね～」

「えっ。……あ、ああ、分かった……よろしくな、小匣？」

「あ～ん、いさみんってば、いけず～」

　ぷくっ、と頰ほおを膨ふくらませる小匣だが、直後には悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべていた。

「んふふっ、でもま、これからは学園に通うの、ちょっと楽しみになってきたよ～。なんたって、いさみんが甘やかしてくれるんだからね～。は～、楽しみだぁ～」

「お、おいおい、そこまで甘やかす気はないぞ？　ちゃんと自分で動いてだな」

「ん～、やだやだ～っ。いさみんに甘えまくるし～。じゃないと、またひきこもっちゃうよ～？　いさみんが甘やかしてくれないと、不登校のひきこもり復活だよ～？」

「むぐっ……そ、そんな自分を盾たてに取るようなコトを……あのな、小匣？」

　駄だ々だをこねる小匣に、勇海が説得しようとした──その時、凜りんと甲かん高だかい声が一つ。

『──イサミに甘える？　それは、どういう事だ？』

「えっ？　その声は……え、エイミ!?」

　勇海が目にしたのは、薄うす暗ぐらい廊ろう下かでも光り輝かがやく、金色の美少女ドラゴン・エイミ。何やら手の平の上にお皿をのせているが、そんな彼女を見た小匣が怯おびえた声を発する。

「え……ぴゃっ。き、《金竜》の人～……？　う、うわわ、とんでもない魔力～……」

《金竜》の亜人たるエイミは、やはり畏い怖ふの象しよう徴ちようなのだろうか。明らかに物怖じしている小匣に、エイミは──意外にも、穏おだやかな声で語りかけていた。

「ふっ……取って食ったりしないから、そんなに怯えるな。イサミに甘える、という言葉は聞き捨てならんが……今の私は上じよう機き嫌げんだし、大目に見てやろう」

「ふえ……そ、そうなの～？　ほ……ホントに～？」

「そう疑ぎ心しん暗あん鬼きになるな。まあ、アレだ……こんな時間だしな。お腹なかが減ると、気が滅め入いるものだ。さて、ここに私の……私の！　手料理……そう、手料理が！　あるんだが……まあ一つくらい、分けてやらんでもない。私は心が広いから、手料理くらいはな？」

　この手料理推おしは一体何なのか、勇海がツッコむ暇ひまもなく──小匣は嬉うれしそうに食い付き、エイミの持つ皿に手を伸のばした。

「わあ、いいの～？　そーそー、あたし、お腹減ってたんだ～。これ、この真っ黒なの……チョコクッキーか何か～？」

「チョコクッキー？　……はは、何を言っている。それは──」

「いっただっきま～す。あぐっ。……………」

　小匣が嚙かみついた瞬しゆん間かん、ガリッ、と硬かたい音が響ひびき、彼女は暫しばし沈ちん黙もくした。感情の読めぬ無表情で、暫し固まっていたが、ゆっくりと宝箱の中に入り、蓋ふたを閉めて。

『──ごめんなさいごめんなさいごめんなさい。もうしませんゆるしてくださいおねがいします。いのちだけは、いのちだけはおたすけを』

「こ、小匣ーっ!?　大だい丈じよう夫ぶか、しっかりするんだ、小匣ーっ!?」

『なんでも、なんでもしますから。もうひきこもりませんから』

「うん、それはイイコトだと思うぞ！　そこだけは結果オーライだな！」

　勇海自身、小匣を心配しているのかどうか分からなくなってきたが、エイミのおかげで少しは言う事を聞いてくれそうだし、確かに結果オーライだ。

《ミミック》娘むすめを一発で倒たおしてしまった、料理という名の凄せい絶ぜつなる黒色物質を作り上げたエイミに、来夢が恐おそる恐る語りかける。

「あ、あの……エイミさん？　わたし、アレを作るよう勧すすめましたよね？　あの……」

「ん？　ああ、アドバイス通りに作ったぞ。ほら……焼きおにぎりだっ！」

「いえわたしが言ったの、おにぎりですよ!?　なぜ焼きを入れちゃったんですかぁ!?　おにぎりさんも泣いてますよっ、可哀かわい想そうですよっ!?　ていうか味見、しましたかっ!?」

「はは、何を言う。こんなおいしそうなのに、そんな必要ないだろう？　まあ、そこまで言うなら……味見してみるか。あーん。…………」

　軽く笑い飛ばしつつ、ダークマター……もとい焼きおにぎりを口に入れたエイミ、沈黙。直後、その場に膝ひざを突つき、うずくまって嗚お咽えつした。

「な、何がっ……何が間ま違ちがっていたのっ……!?　一体、何がっ……!?」

「焼いちゃったことですよう!?　何度も言ってるじゃないですか、ダメですって!?」

「う、うう……今度こそはって、思ったのに……こんなんじゃ、イサミに手料理……食べさせて、あげられないよう……そ、そんなの、いやぁ……」

　エイミはどうも、完全に意気消沈してしまっているらしい。そんな彼女を見て、勇海は──自分自身、何をやっているのかと思うが。

「エイミ。この、えっと……焼きおにぎり？　一個、もらうな」

「えっ。……えっ!?　い、イサミ、そんな、ダメっ──」

「ぱくっ。んっ……ッ!?　う、ぐっ……んん、んっ……!?」

　がり、がりがり、と嚙み砕くだき、勇海はエイミ作の焼きおにぎりを、無理やり吞のみ込んだ。一瞬、気を失いかけたのは恐ろしいが、勇海は何とか感想を述べる。

「れ、練習が……必要だよな、うん。来夢の言うコト、ちゃんと聞いて……もっと落ち着いてできれば、上達すると思うぞ。さすがに今のままだと、厳しいからさ」

「うっ！　あ、あうう……ごめん、ごめんね、イサミ……変なの、食べさせて──」

「けど──エイミの一いつ生しよう懸けん命めいさは、ちゃんと伝わってきた。だから……ありがとな？」

「えっ。……あっ……っ。い、イサミ……イサミぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　勇海が礼を述べると、エイミは感極きわまったかのように、勢い良く抱だき着いてくる。軽く意識が朦もう朧ろうとしていた勇海だが、何とか倒れる事なく堪こらえられた。

　しかし、涙なみだ目めで喜ぶエイミに、来夢は浮かない表情で疑問を投げかける。

「けど……何で炎ほのおを使っちゃうんでしょう？　エイミさん、最初は、その、まあ……ちょっとアレでしたけど。お料理自体は、少しずつ上達してるのに……」

「うっ。いや、堪えないといけないのは、分かってるんだけど……イサミを想おもいながら作ってると、どうしても溢あふれちゃうんだ。抑おさえようと、必死なんだけど……」

「い、いえ、それでも抑えないと……えっ？　抑えようとすると、溢れちゃう……ですか？　……それって、もしかして……あっ」

　何か閃ひらめいたのか、ぱっ、と顔を上げる来夢に、勇海が問いかける。

「来夢？　えっと……どうかしたのか？」

「お──思いつきましたぁ！　いえ、これは……整いました、整いましたよう！」

「エイミの料理は謎なぞかけレベルの難題なのか？　ていうか、何が整ったんだ？　……あ、あのー？　おーい、来夢ー？」

　しかし興奮気味の来夢には、聞こえていないらしい。

　勇海は訳が分からず首を傾かしげるしかないが、そういえば、と思い当たる事が一つ。

「ん？　エイミ……そういえば、アンと一いつ緒しよに調理実習室で練習してたんだよな？　……あれ？　じゃあ今、アンって……調理実習室で、一人きり？」

「えっ。……あっ。そういえば私、夢中で飛び出してきたから……そうなる、かな？」

「そっかー。うん、そうだよな。今、アンは……一人きりなのか。…………」

　反はん芻すうするように、状じよう況きようを口にした勇海が──慌あわてて駆かけ足を始める。

「は、早く迎むかえに行くぞ!?　アンは夜の学園とか苦手だし……急いで合流しないと!?」

「え？　あ……イサミ、ここで寝ねてるミリィ、どうするんだ？」

「俺がおぶっていくから！　よいしょ、っと……」

「あっ……あーっ、いいなっ、いいなーっ。イサミ、私もっ。私もそれ、してっ♡」

「今は遊んでるんじゃないから、後でな!?　早く行こう、エイミ、来夢！」

「うーっ、約束だぞ、イサミ？　……私はこの宝箱、持って行ってやるか。よっと」

　軽々と宝箱を持ち上げたエイミと、来夢を伴ともない──勇海もミリィを背負いつつ、アンのいる調理実習室へ急いで向かうのだった。




　　　　■■■




　これでもか、というほど室内中の照明が点つけられた、明るすぎる調理実習室で──今しがたエイミが飛び出していった事により、アンは一人きりになってしまった。

「うう、エイミのバカぁ……一人にすんじゃないわよ、猪ちよ突とつ猛もう進しんすぎなのよぉ……」

　取り残されたアンが、ふるふると体を震ふるわせる。少し前に解決したとはいえ、〝七不思議〟の噂うわさがあった場所なのだから、その恐きよう怖ふもひとしおだ。

　気を取り直して特訓再開という気にもなれず、アンは独り言を呟つぶやく。

「ああ、もー……エイミってば、また炎なんて吐はいて……アレだけ使うなって言われてんのに、何でやっちゃうのかしら。ほんっと、抑えが利きかないっていうか──」

　片付けでもして気を紛まぎらわせようか、とアンが軽く頭を搔かいた、その瞬間──カタンッ、と室内に軽い物音が響き、

「───ぴゃんっ!?　にゃ、にゃに、にゃによっ!?」

　過か剰じように反応したアンが、奇き声せいを発して狼ろう狽ばいする。ホラーが苦手なアンにしてみれば、些さ細さいな事でも恐ろしく、青ざめた顔で辺りを見回した。

　物音は、実習室の隅すみ──掃そう除じ用具を入れるロッカー付近から、聞こえた気がする。本当なら無視してしまいたいが、一度意識してしまうと気になって仕方がなく。

「……う、う～っ……ど、どーせ箒ほうきか何かの音、何でもない、何でもない……」

　確かく認にんのために、一歩一歩、ゆっくりと、ロッカーに近づいていく。慎しん重ちように、忍び足でようやく辿たどり着き、ロッカーの扉とびらに手をかけた。

「……よ、よしっ、開けるわよ！　ホントに開けるわよ!?　……開けるからねーっ!?」

　確認するかのように、ロッカーに向けて何度も呼びかける。そうして、ついに覚かく悟ごを決めたアンは、大きく深呼吸すると──

「い、いくわよっ。す、すぅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ………えっ？」

　扉を開く直前、ロッカーと壁かべの小さな隙すき間まに、何かがあるのに気付く。実習室が明るく照らされている反面、それはあまりにも薄暗く、何なのかまでは分からないが。

「なに、これ……四角い？　……何なのかしら……よいしょ、っと」

　普ふ段だんのアンなら、そんな得体の知れない物に、触ふれようとさえ思わなかっただろう。けれど、何かに惹ひかれるように、誘さそい込まれるように、無意識に手を伸のばしていた。

　ゆっくりと、ロッカーと壁の隙間に、手を入れようとした──その直前。

「───あら、アンさん？　何してますの？」

「うっきゃあああっ!?　え、あ……か、カーミラ!?　そっちこそ、ナニしてんのよ!?」

　背後から声を掛かけられ、思いっきり悲鳴を上げたアンが振ふり返ると、そこにはマントを羽織った《ダムピール》の少女、カーミラがいた。

　軽く両耳を押さえてしかめっ面つらするカーミラが、アンに語りかける。

「い、いきなり大声を出すんじゃないですの……わたくし、トマトジュースを頂きに来ただけですのよ。アンさんこそ、こんな時間にナニしてますの？」

「あ、アタシはちょっと、お料理の特訓を……って、アンタまたトマトジュース盗ぬすみに来てんの!?　また怒おこられるわよ!?」

「なっ……か、勘かん違ちがいしないでくださるっ!?　わたくし、もう学園側から許可を得てますもの！　冷蔵庫の中のトマトジュースは、わたくしが買い置きしてたものですしっ！」

「自分の寮りようの冷蔵庫に入れときなさいよ、備え付けてあるでしょっ!?　アンタ、また〝七不思議〟扱あつかいされても知らないわよ!?」

「ふんっ、高貴なる《吸血鬼ヴアンパイア》の末まつ裔えいとして、そんなムードに欠ける真似まねはできませんのっ。……というか、アナタこそ……料理の特訓なら、何でロッカーの前でボーっとしてたんですの？　もうお片付けの時間かしら？」

「え……あっ、そうよ!?　ここに何か、四角い変な、匣はこみたいなのが……あ、れ？」

　ロッカーと壁の隙間に視線を戻もどしたアンだが、そこには何も無かった。カーミラもアンの後ろから覗のぞき込んでくるが、やはり見つかる物などなく。

「……何もありませんわね、見み間ま違ちがいじゃないですこと？」

「……や、そんなはず……そ、そうなのかしら？」

「ふーん……まあイイですわ。それより、料理の特訓……わたくしも、見ていて良いですの？　そ、その、ちょっと……ちょ～っとだけ、興味があるといいますか……」

「へ？　あ……も、もちろんよ！　むしろ助かるわ、エイミと一緒だったんだけど……あ、クラスメイトの《金竜》のね。アイツ、どっか行っちゃったし。…………」

　話しながらも、アンには先ほど見た物が何だったのか、気になってしまう。恐怖のあまり幻げん覚かくでも見たのか。けれど、なぜあんな得体の知れない物に、手を伸ばしたのか。

　もし、アレを手に取っていたら──どうなっていたのか。

「っ。……っ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　ぶるっ、とアンが強く身み震ぶるいすると、カーミラが怪け訝げんそうに首を傾げて尋たずねてくる。

「？　アンさん、始めないんですの？　……アンさーん？」

「……あっ、ううん、するわよっ!?　今行くからっ！　………っ」

　背筋が寒くなりながらも、アンはカーミラに促うながされ、気を紛らわすように料理の特訓に打ち込み──少し後に勇海達が駆け込んできて、ようやく安あん堵どの溜ため息を吐ついた。








第五章　二人のエイミ









　もはや夜の学園も歩き慣れた勇いさ海みは、今日はエイミとミリィを伴って夜回りに勤いそしんでいた。周囲をじっくりと観察しながら、左ひだり隣どなりを歩くミリィと雑談を交かわす。

「〝七不思議〟も残すところ、あと二つか……最初はどうなるかと思ったけど、何とかなりそうだよな。……まあ真相のほとんどは、学園の関係者だったワケだけど……」

「そうですね……ミミさんに、狼ろう牙がさんとカーミラさん、引ひき出いでさんと、果ては養護教きよう諭ゆのダルク先生まで……灯台下もと暗しとは言いますが、生徒会長としては情けないです……」

「い、いや、ミリィのせいじゃないと思うけどな？　でも……この調子だと、今回の噂も生徒や先生だったりしてな」

「い、勇海ちゃんったら、まさかそんな～。う、うふふっ……う、う～ん……」

　ミリィの声に力はなく、冗じよう談だんめかして言った勇海自身、否定しきれないのが痛いところだ。

「ま、まあとにかく、調査すれば分かるコトだしな。まずは調べてみようか」

「あ……そ、そうですよねっ。そうしましょうっ」

　そうこうしている内に勇海達が辿り着いたのは、四階と屋上の間の、階段の踊おどり場だった。今回、勇海達が調査する〝七不思議〟というのは、ここで目もく撃げきされたのだ。




〝鏡の中の、もう一人の自分〟──日付が変わる時間帯、学園内の階段の踊り場で、己おのれの姿を大鏡に映してはならない。

　もし映してしまったら、鏡の中に、〝もう一人の自分〟を見てしまうだろう。

　自分は笑っていないのに、鏡の中の自分は笑っている。自分は何も喋しやべっていないのに、鏡の中から自分の声が聞こえてくる。

　そうしていると、自分は本当に自分なのか、分からなくなってしまい──最後には、己の魂たましいを〝鏡の中の、もう一人の自分〟に、奪うばわれてしまうのだ。




　まことしやかに囁ささやかれる、そんな怪かい談だん話ばなしに、けれど勇海とミリィは首を傾げた。

「でも、この噂……どう考えても、おかしいんだよな」

「ええ……絶対に、ありえませんから。だって──」

　階段の踊り場で、念入りに辺りを確認してから、ミリィは重々しく言い放つ。

「ここに──大鏡なんて、設置されてないのに──」

　そう、《聖デミグリーン学園》の階段の踊り場には、そもそも鏡は設置されていないのだ。そのため、調査も今日という日まで、後回しになっていたのである。

　目撃者が階数を間ま違ちがえていた可能性も考え、念のため夜回りのたびに他の踊り場も探してみたが、やはり結果は同じ。大鏡など、どこにも見当たらなかった。

　噂自体が眉まゆ唾つば物ものだったのか──けれど、火のない所に煙けむりが立つのも、逆に奇き妙みようである。アンが聞けば帰りたがるだろうな、と彼女の事を思い出しつつ、勇海が口を開いた。

「まあ、この怪談の真しん偽ぎはともかく……最近のアン、ちょっと様子が変だよな。夜回りとかは元々苦手だったけど、ここのところは特にさ。何か気にしてるっていうか、怖こわがってるっていうか……今日の夜回りも嫌いやがってたし」

「あ……そう、ですね。引出さんの件が判明した、あの夜くらいからでしょうか。調理実習室にいたカーミラさんは、特に何も無かったと仰おつしやってましたが……」

「うん……アン本人も『何でもない』って言ってるけど、やっぱ心配だよな。もしかすると調査で疲つかれちゃったのかもしれないし、落ち着くまで労いたわってあげないとな」

　出来る限りの事はしよう、と勇海が締しめくくると、ミリィは微笑ほほえんで頷うなずく。勇海も頷き返しながら、踊り場の調査に戻ろうとする、が。

「まあ、それはともかく……様子がおかしいといえば、もう一人……」

　今、目の前にある、別の気き掛がかり──エイミが、何やらそわそわと身み動じろぎしていた。

「……う、うぅ～……」

「……な、なあ、エイミ？　その、どうかした──」

「──ひゃう!?　え、あ、イサミ!?　う、うん、どうかしたかっ？」

「い、いや、俺が聞いてたんだけど……何かその、様子が変じゃないか？」

「え……そ、そんな事ないぞ？　全然いつも通りだしっ……ふ、普ふ通つうだっ」

　とは言うが、やはりエイミの動きはぎこちなく、心ここにあらずといった様子だ。どうにも忙せわしないエイミが、勇海に向けておずおずと語りかけてくる。

「し、しかしっ……やっぱり何も見つからないな？　特に何も起こらなそうだし、何だかお腹なかもすいてきたし、そろそろ切り上げて帰らないか？」

「え？　いやいや、まだ来たばっかりだぞ。まだ日付も変わってないし、ここで切り上げても、何にもならないからさ」

「そ、そっか。……あっ、お腹すかないか!?　じゃあ一度帰って、落ち着いた場所で夜食でも食べようか！　さ、さあ帰ろっ、イサミっ」

「うん……うん、だからな？　まだ調査も何もしてないから、帰れないってば。何でそんなに帰りたがるんだ？」

　今のエイミは、まるで〝あかずの教室〟の時のアンを彷ほう彿ふつとさせるほど、早々と帰りたがっている。まさか、今になって怖くなってきたのだろうか。勇海がそんな事を考えていると、不意にエイミが声を上げてきて。

「ん、んんっ……い、イサミ……あ、あのっ！　え、えっと、その、あのっ……！」

「え、エイミ？　どうかしたのか？　そんなに焦あせって──」

「こ………こんにちは！」

「もうこんばんはの時間だぞ？」

　そういう事ではない、と勇海自身も思うが、やはりエイミの様子はおかしい。そわそわと身動ぎし、視線をあちこちへと泳がせ、手を後ろに組んでもじもじとしている。

　一体どうしたのか、とはいえ考えても分かるはずはなく、勇海はまず目の前の仕事に集中しようと決めた。

「とりあえず、この辺を調べよう。何もないとは思うけど、些さ細さいなコトが手掛かりになるかもしれないしさ。帰るのは、それからってコトで……エイミ、ミリィ、いいか？」

「あ……う、うん、イサミ。わ……わかった」

「はいっ。がんばりましょうね、勇海ちゃんっ！」

　渋しぶ々しぶといった様子で頷くエイミと、快い返事をするミリィ。勇海が上へと続く階段の段差を一つずつ調べ始めると、ミリィは下へと続く段差を注視する。

　そんな二人の間で、エイミは数歩ほど後ずさり、軽い溜ため息を吐ついていた。

「……はあ、どうしよ……戦いよりも、ずっと大変だぞ……うぅ、イサミぃ……」

「ん？　エイミ、俺のコト呼んだか？」

「！　い、いやっ、何でもない！　何で……も？　……えっ……きゃっ──!?」

「えっ？　どうかしたのか、エイミ……──ッ!?　な、なんだっ!?」

　エイミの短い悲鳴に釣つられ、勇海が振ふり返ると──瞬しゆん間かん、目も開けていられないほどの閃せん光こうが奔はしる。驚おどろきはした勇海だが、落ち着いて目を開き、改めてエイミに問いかける。

「い、今のは何だ？　エイミ、大だい丈じよう夫ぶ──かっ？」

　すると、そこには我が目を疑う光景が広がっていた。先ほど、そこには確かにエイミ一人しかいないはずだった。けれど今、勇海の目の前には、信じられない事に。

「「なっ──なんだ、お前はっ！」」

　──エイミが二人、いるではないか──！

　顔、声こわ色いろ、体、尻尾しつぽ、驚いた事に、どこを取ってもエイミそのもの。完全に瓜うり二ふたつの二人が睨にらみ合あい、けん制し合っている。

　そんな二人の間、踊り場の壁かべには、先ほど無かったはずの大鏡が。それを見たミリィが、咄とつ嗟さに声を上げた。

「！　あの鏡は……勇海ちゃん、ちょっと待っていてくださいっ！」

　言いながらミリィが取り出したのは、《ＥＰＳ》よりも少し大きめのタブレット。細い指先で画面を操作していた彼女が、確信を持って声を上げる。

「学園に保管されているデータと、一いつ致ちしました！　あれは《写し身の鏡》……鏡に映した者の姿と魔ま力りよくをコピーし、具現化してしまう〝呪のろいのアイテム〟ですっ！」

「の……〝呪いのアイテム〟!?　な、何でそんな物がここに……!?」

「それは……この学園の地下深くには、学園長専用の保管庫がありまして。データによれば、あの鏡はその保管庫に封ふう印いんされていたようなのですが……恐おそらく封印を抜ぬけ出して、〝七不思議〟として噂うわさされるようになった、という事ではないでしょうか」

　ごくり、生なま唾つばを吞のみ込んだミリィが、タブレット内の文面を続けて読み上げた。

「元々は数百年以上も前、想おもい人に気持ちを伝えられない魔女が、呪じゆ術じゆつにより創つくり出した呪具……ですが、魔女の思おも惑わくは失敗に終わったそうです。実際に生み出されたコピー体は鏡写しの如ごとく〝裏の人格〟を有しており、想い人さんに興味を示さなかったようで」

「裏の人格？　けど……何だってそんなものが、エイミに？」

「はい……そもそも〝呪い〟というのは、悩なやみなどの強いストレスを糧かてとします。エイミさんも今日は様子がおかしかったですし、何か悩みを抱かかえていたから、鏡に狙ねらわれたのかもしれません」

「な、なるほど……じゃあとにかく、コピー体には〝裏の人格〟が宿ってるんだな？　エイミの〝裏の人格〟って、一体どんな……？」

　ごくり、勇海が生唾を吞みこみ、緊きん張ちようして身構える。

　すると、言い争っていた二人のエイミが、勇海のほうを同時に向き、

「「むっ。……イサミ……」」

　暫しばし、ジッ、と見つめられたかと思いきや──何の前まえ触ぶれもなく、右側のエイミが襲おそいかかってきて──！

「──イサミーっ！　わぁいっ、私にかまってくれぇーっ♡」

「えっ。……う、うおっ!?　あれっ!?」

　……勇海の右みぎ腕うでに抱だき着き、嬉うれしそうに体を摺すり寄せてきた。すると、それを見ていた左側のエイミも、何やら怒おこったような顔を見せつつ、

「むっ……！　ず、ずるいぞっ！　私だって……イサミにかまわれたいんだーっ！」

「え、いや、ちょっ……え、エイミまで!?　いや、どっちもエイミだけどさ!?」

　左腕も、エイミに拘こう束そくされる事になった。右腕と左腕、勇海の両側を確保しながら、二人のエイミが言い争いを始める。

「むっ……何だ、お前！　私のイサミにじゃれつくなっ！」

「なっ……それはこっちのセリフだ！　偽にせ物もののクセに、イサミに触さわるなっ！」

「ふんっ、偽物はそっちだろう！　なー、イサミ、私が本物だよなーっ♪」

「何をバカな事をっ……イサミには分かるよな？　私が本物だって……なっ♪」

　全く同じ顔と声で、両側から問い詰つめてくる、二人のエイミ。裏の人格とは何だったのか、と勇海が首だけ動かし、ミリィのほうを見つめた。

「あ、あの、ミリィ？　これは、えっと……どういうコトなんだ？」

「あう。え、えーと……要するにエイミさんは、表も裏も、そんな感じだった、という事ですかね？　裏表なく、勇海ちゃんにかまわれたい、というか……」

「つ、つまり、良い言い方をすれば……裏表がない性格だから、コピー体も本物のエイミと同じような性格になった、ってコトか？　けど……これじゃ、どっちが本物だか」

　何しろこのエイミ、体つきまで完全にコピーされているらしい。見た目で区別できず、性格まで似通っているのでは、本物の判別は困難だ。

　しかしそんな勇海の苦く悩のうなど露つゆ知しらず、二人のエイミは互たがいに張り合い続ける。

「むう～っ……本物は私だと言ってるだろっ！　偽物はイサミから離はなれろっ！」

「なら、離れるのはそっちだっ！　私が本物なんだからなっ！」

「なんだと……ふん、ならば力ちから尽ずくで、私が本物だと教えてやろうか……？」

「……上等だ。地上最強の《金きん竜りゆう》の力……偽物に、刻み付けてやる──！」

「！　エイミ、戦うのはダメだぞ!?　《金竜》同士で喧けん嘩かして、怪け我がしたら大変──」

「「うんっ、イサミが言うなら分かったっ！」」

「な、なんという素す直なお！　いや、それはイイんだけど……う、うーん」

　意外にもあっさりと争いは収まったが、『どちらのエイミが本物か』という問題は解決していない。どうするべきか、と苦悩を深める勇海に、二人のエイミが取った行動は。

「じゃあ……私が本物かどうか、イサミに〝カラダ〟で判断してもらおーっ♪」

「うーん……うっ？　……ちょ、エイミ……な、ナニしてるんだっ!?」

　勇海の右腕を確保していたエイミが、ぎゅうっ、と全身を使って抱き着いてくる。恵めぐまれた肢し体たいを惜おしげもなく駆く使しされて身み悶もだえる勇海に、左側のエイミも対たい抗こうしてきた。

「わ、私だって負けないぞっ！　ほらっ、イサミ……ん～っ。ど、どうだ？　最近は寮りようでも、たくさんスキンシップしてきたからなっ……私が本物だって、分かるだろっ？」

「い、いや、体つきまでコピーされてるみたいだし、分からないからさ!?　だ、だから二人とも、離れてっ……」

「むむむっ……そこの違ちがいを感じ取るのが、〝許嫁いいなずけ〟だろうっ。こうなったら、もーっと強く抱きしめて、分からせるしかないなっ。ぎゅ～っ……え、えへへぇ……♪」

「だ、ダメだって、エイミ!?　ていうか普ふ段だんだって、意識しないように必死なんだからな!?　それなのに、〝カラダ〟でなんて、無茶で……う、うぐぐっ」

　一人の時でもスキンシップされると危険なのに、二人して両側から押し付けられると、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものがある。

　理性の崩ほう壊かいに耐たえながら、勇海は辛かろうじてミリィに声をかけた。

「み、ミリィ！　どうすればイイんだ？　このままだと、さすがにちょっとさ……」

「え、えっと……コピー体は、エイミさんの魔力をコピーして具現化された存在ですから……あっ、そうです、勇海ちゃんの《吸精主》の力で吸っちゃえば消えるはずっ！」

「つ、つまり……《吸精主》の力を使えばイイ、ってコトか？　偽物に口付けて──」

　ミリィの解決案を、勇海が復唱した──瞬間、二人のエイミが俄にわかに色めき立つ。

「!?　い、イサミにチューされるだと……？　い、イサミっ！　実は私が偽物なんだ！　消えるのは口くち惜おしいけどっ……さ、さあっ！　んーっ♪」

「なっ、待てっ!?　違うぞ、偽物は私だ！　い、イサミぃ……んーっ、んーっ」

「ええい、邪じや魔まするな偽物！　あ、いや、本物！　さあイサミ、私に……しろーっ！」

「そっちこそ、本物は黙だまってろ！　イサミっ、イサミっ……私に、してっ♡」

「あの、二人とも？　いや、特にコピーの子に言いたいんだけどさ、《吸精》したら消えちゃうんだぞ？　それってイイのか？」

「「勇海にチューされるなら、消えてもいい」」

「表も裏も息ぴったりだな!?　こ、これじゃホントに、どっちが偽物なんだか……ん？　あ、そういえば！」

　はっ、と勇海が思いつき、二人から身を離す。きょとん、とエイミが首を傾かしげている内に、勇海が取り出したのは《ＥＰＳ》だった。

　そう、勇海は前回の《金竜王》の騒そう動どうを終えた後、エイミに自身の《ＥＰＳ》に触ふれてもらっていたのだ。これなら、どちらが本物のエイミか判別できる……と思いきや。

「あ……あれ？　……金色の〝○〟印が……二つ？」

「勇海ちゃん……コピー体は、エイミさんの魔力をコピーしていますから。ほら、引出さんに貼はった呪じゆ符ふの時も、籠こめられた私の魔力と同じ、緑色の反応だったでしょう？」

　言われてみれば、その通りだ。つまり、手て掛がかりは無いという事。目の前にいる二人のエイミ、どちらが本物か、自身の目で見み極きわめなければならない。

　悩む勇海だが、わずかな手掛かりはある。こうなる直前のエイミは様子がおかしかったが、にもかかわらず、右側のエイミは無む邪じや気きに自分に飛び掛かってきた。

　そうなると、本物は左側のエイミという事になるのか、勇海は試ためしに話しかけてみる。

「え、えっと、間違ってたら失礼だけど……こっちが本物のエイミ、だよな？」

「えっ。……あ、いや、違うぞ。わ、私は偽物……だ？　だから、えーと……チューは、こっちにするんだっ！」

「いや、ややこしくなるからさ。自分のコトを進んで偽物って言うのはおかしいだろ？　頼たのむから、今はホントのコトを──」

「あーっ!?　違う、違うぞっ!?　イサミっ、偽物は私だからーっ！」

「いや、そっちのエイミもね!?　う、うう……頭痛くなってきた」

　いよいよ、どちらが本物のエイミなのか、こんがらがってしまう。いっそ本当に、両者を吸ってしまおうか──と、勇海が考え始めた、その時。

「イサミっ、いさっ……あっ？　……あ、コレは……」

　飛び跳はねていた右のエイミが、ぽとり、何かを落とした。地に落ちた可愛かわいらしい包み袋ぶくろを見て、左のエイミが戸と惑まどいの声を上げる。

「……なっ!?　何でそれをっ……それは、私がっ！　……あ、あれ？　私も持ってる？」

　左のエイミが、スカートのポケットから同様の包み袋を取り出した。どうやら、そんなところまでコピーしているらしく、その精度には驚おどろくべきものがある。

　しかし、右のエイミは地に落ちた包み袋を拾いもせず、ぼんやりと呟つぶやいた。

「ああ、コレ……イサミのために、作ったんだ。たくさん練習して、がんばって……イサミに食べてもらおうと思って、持ってきたんだけど」

「えっ？　それって、料理の練習の？　……あ、もしかして」

　今日、エイミの様子がおかしかったのは、これが原因だったのだろうか。そういえば、エイミは何度も『お腹なかがすかないか』と聞いてきた。調査を早く切り上げて、落ち着いた場所で、じっくり味わわせてくれるつもりだったのかもしれない。

　けれど、右のエイミは──何と、地に落ちた包み袋を蹴けり飛ばし、

「けど──私を悩ませる、こんなモノ──もう、いーらないっ」

「えっ!?　な……エイミ、何を!?」

「私にはイサミさえいれば、それでいいからなっ♪　なーっ、イサミっ♪」

　無邪気に飛びついてくる右のエイミだが、左のエイミは──蹴り飛ばされ、転がった包み袋を見て、憤いきどおるように体を輝かがやかせる。

「なっ──貴様っ！　何を……何をするっ!?　それは、それは私の、大事なっ……！」

「ふんっ、何が大事だ？　大事なのはイサミだけだ。そんな物……どうでもいいだろう。そんな事も分からないなら、やはり偽物は、お前なのかもな」

「違うっ！　私は、頑がん張ばったんだ……何回失敗しても、来らい夢むに教えてもらって……その時間が大事じゃなかったなんて、私は思わないっ！　っ……取り消せぇっ！」

「！　……エイミ……」

　左のエイミの体から、《金きん炎えん》が漏もれ出るほどに昂たかぶっている。それを見て、そんな彼女の言葉を受けて、勇海は頷うなずきながら右のエイミを見た。

「そうだな、その通りだ。偽物が、どっちなのか……良く分かったよ」

「ん？　あっ……そうだよな、イサミっ。あんな怒りんぼ、本物な訳が──」

「偽物は、キミだ──チュ───ッ！」

「え、んぐっ。……ん……ん!?　んっ、んっ……んんんーっ!?」

　既すでに飛びついて来ていた右のエイミの口に、勇海はおもむろに口づけ──吸った。思い切り、これ以上ないほどに、力強く。

　暫しばらくして、勇海が口を離すと、脱だつ力りよくしきった〝偽〟エイミが、ぽかんと口を開き、

『し、し………幸しやーわせぇ……♡』

　それだけ言い残し、ぽふんっ、と煙けむりのように霧む散さんしてしまう。

〝もう一人のエイミ〟が消えたのを見届け、勇海はぽつりと呟いた。

「エイミはな……優やさしい子なんだ。そんな子が、手伝ってくれた来夢の想おもいを足あし蹴げにするようなコト、するはずがない。裏を映しだすんじゃ、そんなエイミの優しさまではコピーできないのも、当然だ。そうだろ、エイミ……──う、うおおっ!?」

　左を向き、本物のエイミに声をかけようとすると──思いがけず、エイミの顔がすぐ傍そばにあった。何やら『むーっ、むーっ！』唇くちびるを突つき出し、勇海に顔面を近づけている。

「むーっ……むむむーっ！　ずるいっ……ずーるーいーっ！　イサミ、私にも……私にも、やってぇーっ!?　むーっ！」

「そ、そんな軽はずみにするもんじゃないだろ!?　ていうかもう、解決したんだし……え、エイミ、エイミさん!?　落ち着いてくれって!?」

「え、エイミさん、ダメですよ!?　勇海ちゃんが困ってますから！　んん～っ！」

　迫せまるエイミを、ミリィの助力もあって、ようやく引き離す事に成功する。とはいえ、エイミはどうにも不満な様子で、憮ぶ然ぜんとして何か呟いていた。

「うう～っ……偽物にしたんだから、私にだって、してくれればいいのに～っ……イサミの、イサミのいけずぅ……うぅ～っ」

「い、いや、だからさ……あっ。……そんなコトより、エイミ」

「むっ、そんな事じゃないぞ!?　私だって、イサミとチューを──」

「作ってきてくれた、ってヤツ──もらっても、イイか？」

「えっ？　……あ、えっ……え、ええっ!?　い、いや、ええっ!?」

　勇海の言葉に、なぜかエイミは取り乱す。エイミがその手に、大事に抱かかえたままだった包み袋を眺ながめつつ、勇海は笑いかけながら言った。

「だってそれ、俺のために作ってきてくれたんだろ？　それなら……エイミが頑張ってくれたなら、やっぱり貰もらいたいしさ」

「あ……け、けど、その……うまくできてるか、分からないし……前の焼きおにぎりも、失敗しちゃったから……じ、自信はない、っていうか」

「それでもだ。たとえ、前みたいになってても、構わないから……エイミの手料理を、食べてみたい。……ダメか？」

「だ、ダメじゃないっ！　……あっ……そ、その、あう。……ど、どうぞ……」

　いつもの自信たっぷりな様子とは違い、逡しゆん巡じゆんに逡巡を重ね、ようやくエイミは包み袋を手て渡わたしてくれた。勇海は受け取りながら『ありがとう』を口にして、包み袋を見つめる。

　仮に包み袋の中身が、エイミの言う通り、前の時と同じようだとしても──受け入れる覚かく悟ごが、勇海にはできていた。躊躇ためらいもせず、包み袋を開くと、そこには。

「これは……クッキーか？　けど……こ、これって!?」

　ちゃんとした、と言っては失礼だが、星やハートをかたどったクッキーが、数個ほど入っていた。その内の一つ、ハート型のクッキーを摘つまみ、口の中に放ほうり込むと。

「ぱくっ。……ん、んん……んっ!?　こ、これっ……すごいうまいぞっ!?」

「……ほ、本当かっ!?　噓うそじゃないか、イサミっ!?」

「噓なんかつかないって！　サクサクで歯は応ごたえは最高だし、焼き加減が絶ぜつ妙みようっていうか……甘さも程ほどよくて、いくらでも食べれそうっていうかさ！」

「！　ほ、本当……なのか？　……ほ、本当に……本当に……っ、[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　エイミが、ぐっ、と握にぎり拳こぶしを作り、その両手を思い切り突き上げた。

「やっ──やったぁ───っ！　わ、私……やったぞっ！　イサミに、おいしいって……おいしい、って……う、うぐっ……嬉うれしいっ……す、すごくっ……嬉しいっ！」

　大げさにも見えるが、よほどの苦労があったのだろう、エイミが涙なみだ目めで喜びを体現する。そんな彼女に、ミリィも感極まったのか、祝福の言葉を投げかけた。

「エイミさんっ……よかった……よかったですね！　おめでとうございますっ！」

「う、うん……うんっ！　……あっ！　ミリィも、よかったら……食べるか？　ほ、欲ほしかったら、だけどな？　無理にとは、言わないけど……」

「えっ、いいんですかっ!?　欲しいです、欲しいですっ。それでは勇海ちゃん、失礼して……ぱくっ。……んっ、ん～っ！　おいしいです……おいしいですよ、エイミさんっ」

「そ、そうか？　ふ、ふふ……なんか、照れるな……ふ、ふふ……ふふっ！」

　上じよう機き嫌げんに微笑ほほえむエイミに、ミリィも釣つられて笑顔になる。と、つい夢中でクッキーを頰ほお張ばっていた勇海が、エイミに疑問を投げかけてみた。

「それにしても……すごい上達ぶりだな！　炎ほのおを使っちゃうコトで悩なやんでたみたいだけど、今度は使わなかったんだな……一体、どうやったんだ？」

「あ。いや、実は……炎、使ったんだ。もちろん、私のを」

「えっ。……つ、使った？　え、でも……それなら、どうして成功……？」

「う、うん。実は、それも……来夢のアドバイスのおかげで、な」

　来夢のアドバイス──そういえば来夢は小こ匣はこの騒動の際、エイミの料理特訓に関して、何かを思いついたようだった。

　その事に関して、エイミはどんな特訓を来夢と行ったのか、説明してくれた。

『いいですか、エイミさん……今までは、炎を使わないように、抑おさえることを考えてました。けど、どうしても堪こらえられないなら……逆に、使っちゃいましょう！』

『えっ？　で、でも……私、それで失敗してるんだろ？　なのに使っていいのか？』

『それなんですけど……エイミさんって、たとえば《金炎》で、龍りゆうや鳳おおとりの形を作ったりできますよね？　それって、とても繊せん細さいなコントロールを必要とすると思うんです。ですからぁ……そのコントロールを、料理に活いかすんですぅ！』

「え、エイミの炎で料理を？　それはまた、凄すごい発想だけど……」

　なるほど、確かにエイミは、勇海には及およびもつかないほど巧たくみに炎を扱あつかえていた。とはいえ、《金竜》の炎を料理に活かすなど、無茶ではないか。

　エイミもそう考えていたようだが、来夢の考えは違ちがったらしい。

『いいえ、お料理の多くは、火や高熱を利用します。それに調理器具には、包丁やお鍋なべなど、様々な種類がありますし……エイミさんの場合は、それを自身の炎に置き換かえるというだけのことですっ』

『そ、そうか……けど、上手うまくできるかな？　難しそう、というか……』

『同じことです、エイミさん──お料理の道は、一いつ朝ちよう一いつ夕せきではなりません。誰だれかを想って作るなら、なおさらですっ。確かに、易やさしい道ではないでしょう……けれど、やらなければ、始まりません……そう……戦わなければ、勝てないんですぅ……！』

『！　そう……そうだな……その通りだ！　ありがとう、来夢……私は、やる……やってみせるぞ！　戦って……勝ち取ってみせる！　この手に……イサミの胃い袋ぶくろをッ！』

「なんか俺の胃袋が駆く逐ちくされそうな勢いなんだけど、これ、料理の特訓だよな？」

　ツッコむ勇海だが、目的を見み据すえたエイミに、もはや迷いはなかったようだ。己おのれの炎を操あやつり、全身全ぜん霊れい、最大限の力を発揮し、お料理という戦場に臨のぞむ──！

『ウオオオオオオオオオ!!』

『あ、いえ、もっと抑え目で。集中して、弱めるようにする感じで』

『うおおおおおおお』

『あー……そうです、大体そんな感じですぅ』

「来夢、エイミの扱いに慣れてきてない？　それか適当になってる？」

　そこも心配になる勇海だが、エイミの料理特訓に付き合い続けた来夢の事だ、それが最も適したやり方だったのかもしれない。

　とはいえ、そんな創意工く夫ふうを経て作られたクッキーを見て、勇海は小さく頷く。

「なるほど……それでクッキー、つまり〝焼き〟菓が子しだったワケだな。……凄いぞ、エイミ！　来夢と一いつ緒しよに、頑張ったんだな……！」

「う、うん……うんっ！　途と中ちゆうで結構、失敗しちゃったけど……イサミに喜んでもらえたなら、私、私……すっごく、嬉しいっ。……えへへっ♡」

「！　そ、そっか……いや、俺も……あ、ありがとなっ、うん！」

　エイミの見せた、金色よりも眩まばゆい笑顔に、つい勇海も顔が熱くなるのを感じる。

　誤ご魔ま化かすようにクッキーを口に放り込み、やはり絶品の味わいに舌した鼓つづみを打っていると、ミリィが踊おどり場の鏡へと歩み寄りながら声を発した。

「さて……何はともあれ、〝七不思議〟の元げん凶きようも解決しましたね。まさか〝呪のろいのアイテム〟絡がらみとは……とにかく、これは再封ふう印いんを施ほどこし、地下の保管庫に戻もどしておきます」

「あ……そうだな、ミリィ。……それにしても、〝呪いのアイテム〟なんて、この学園にあったんだな……ちょっと驚おどろいたよ」

「はい……私も、こんな鏡があったなんて初めて知りましたし、驚きました。ちゃんと母に……いえ、学園長に伝えて、厳重な管理をお願いする事にしますね。とはいえ、滅めつ多たにある事ではないでしょうし……安心してくださいねっ」

「ああ、分かった。……よろしく頼たのむな、ミリィ」

　言いながらも、〝呪いのアイテム〟とは、〝七不思議〟に打ってつけだな、と勇海は思う。しかし不意に、エイミがそわそわとしながら語りかけてきた。

「よ、よしっ……イサミっ、早く寮りようへ帰ろうっ？　実はクッキー、まだまだ一いつ杯ぱい作ってるんだっ……疲つかれただろうし、お夜食にしようっ！　なっ、なっ？」

「え？　お夜食って、日付も変わってるのにか？　……いや、けど……そうだな！　エイミが頑張って作ったクッキー、ありがたく頂くよ」

「うんっ！　ミリィも、その鏡を片付けたら、顔を出すといい。ちゃんと残しておくから、安心するんだぞっ」

「えっ、本当ですかっ？　うふふっ、嬉しいですっ♪　さあっ、それでは張り切って、最後までお仕事しちゃいますよーっ！」

　ふんす、と気合を入れるミリィに、エイミも上機嫌な様子で頷うなずく。

　勇海もまた、そんな二人を眺めて和なごみながら──先ほど考えていた事は、いつの間にか頭から消えているのだった。




　こうして、〝七不思議〟──〝鏡の中の、もう一人の自分〟は解決し。

　残す〝七不思議〟は、あと一つとなった。

















第六章　プールサイドの亜人空間









　勇いさ海み達が《亜人ちゃん救世委員》として臨んでいた〝七不思議〟の解決も、いよいよ大おお詰づめを迎むかえていた。夜の学園内を歩いていた勇海は、その感かん慨がい深さに声を漏もらす。

「〝七不思議〟も、とうとう次で最後か……今日まで色々と大変だったけど、皆みんなのおかげで、ようやくここまで漕こぎつけたな」

　勇海がそう言うと、金色に輝かがやく美少女ドラゴン・エイミが、誇ほこらしげに胸を張る。

「ふふーんっ……私がいるんだから、これくらいは余よ裕ゆうだっ。イサミを支えるのは、この私の……〝許嫁いいなずけ〟としての、当然の務めなんだからなっ♪」

「お、おおっ？　……でも、そうだな。〝あかずの教室〟の扉とびらを吹ふき飛ばしたり、エイミが二人になったりした時は驚いたけど……確かに助けられたよ。ありがとな、エイミ」

「！　べ、別にっ、これくらい……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　う～、もっと褒ほめてぇ、イサミぃ！」

　堪え切れなかったのか、弾はじけるように勇海に飛びついてくるエイミ。そんな彼女にじゃれつかれる勇海へと、生徒会長で幼おさな馴な染じみのエルフ、ミリィも駆かけ寄ってくる。

「もう……勇海ちゃんったら、まだ最後の〝七不思議〟は解決してないんですからねっ？　何が起こるか分からないのに、油断なんてしちゃダメですっ」

「おっと、そうだよな。ミリィの言う通りだ。ありがとな、気を引き締しめさせてくれて」

「ふふっ、これくらい当たり前です。私は勇海ちゃんの、頼たよれる幼馴染ですからっ♪」

　にこりと和やかな微び笑しようを浮うかべるミリィに、勇海も軽く笑い返して応こたえる。

　そして最後に勇海は、軽く振ふり返り、もう一人の協力者──《聖女》と《ゾンビ》の血を引く少女、アンに語りかけた。

「アン……本当に大だい丈じよう夫ぶか？　もし調子が悪いなら、無理しなくても……」

「だ、大丈夫よっ。ほら……前の時は〝呪いのアイテム〟に、エイミのコピー体なんて作られたんでしょ？　その時、もしアタシがいたら、浄じよう化かしてすぐ消せたはずだもん……少しでも〝呪い〟が関かかわってる可能性があるなら、ジッとしてられないわよっ。……それに今は、一人でいるほうが……ちょっと、不安だし……」

　先日の〝鏡の中の、もう一人の自分〟の一件は、アンにも詳しよう細さいを説明していた。最近は様子がおかしかった彼女だが、この話を聞いて、今回の同行を申し出てくれたのだ。

　今も何やら気き掛がかりがある様子のアンを見て、勇海は気き遣づかいの言葉をかける。

「そっか……分かった。けど、少しでも体調が悪くなったり、怖こわくなったりしたら、すぐ言うんだぞ？　その時は、できるだけ早めに切り上げるからさ。……それと、アン」

「わ、分かってるし、心配いらないってばっ。もうっ、しつこいわよ──」

「協力してくれて……ありがとな。今日だけの話じゃなく、今までもさ。アンの、いつもしっかりしてるトコ……ホント、頼もしいって思うぞ」

「！　な、何よ、急にそんなコト言って。それくらいでおだてられるほど、アタシは単純じゃないんだからねっ。……ほ、ほらっ、さっさと〝七不思議〟を解決するわよっ！」

　少しだけいつもの気き丈じようさを取り戻したアンが、早足になって勇海を追い越こす……かと思いきや、その前に失速し、勇海の上着の裾すそをおずおずと摑つかんできた。

　やはりアンも不安なのだろう、何せ最後の〝七不思議〟なのだ。勇海は目的地へと歩を進めながら、その内容を思い出す。




〝プールサイドの地じ獄ごく絵え図ず〟──《聖デミグリーン学園》のプールは、夜間の出入りは禁じられている。けれど、耳を澄すませば、何やら恐おそろしい〝音〟が聞こえてくるのだ。

　この世のモノとは思えぬ、苦しみに悶もだえる何者かの悲鳴。まるで溺おぼれているかのような、水面下でもがき暴れる音。時折、何かが爆ばく発はつし、地を揺ゆるがす事さえある。

　そこで一体、何が起こっているというのか。普ふ段だんは何の変へん哲てつもない、ただのプールのはずなのに。好こう奇き心しんに駆られ、出入り口の扉から、その内側を覗のぞき込んでしまうと。

　横たわる屍しかばね、ずぶ濡ぬれで蠢うごめく亡もう者じや、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまた──いつものプールとは打って変わった、地獄絵図の光景が広がっているのだ──




　そして今、勇海達は、問題となっている屋内プール施し設せつの通路に辿たどり着いていた。

　真正面にはプールサイドへと続く大きな扉があり、通路の右側には女子更こう衣い室が、左側にはプール用品などを保管する倉庫がある。

　大扉の前に立った勇海が、一度振り返り、仲間達に声をかけた。

「よしっ……それじゃ、最後の〝七不思議〟を調査しよう。皆みんな、準備はイイか？」

「ふふっ、もちろんだ、イサミ……この時のために、準備していたモノがあるっ」

「おおっ、さすがエイミ、頼りになるな！　けど、何を準備して……んっ？」

　問いかけた勇海に、エイミが自信満々に差し出してきたのは──男性用の水着で。

「はいこれ、イサミの海パンなっ♪」

「エイミ？　別に俺達、泳ぎに来たワケじゃないからな？　ちゃんと分かってる？」

「えっ？　でも、プールに行くって聞いてたし……私、自分の水着も持ってきたぞ？」

「うん……うん、そこしか聞いてなかったんだな？　ついさっき言ったばっかだけど、俺達の目的は〝七不思議〟の調査だからな？　水着に着き替がえる必要は皆かい無むだぞ？」

「えーっ。……イサミに、見せたかったのにー……ぶーぶー」

　何やら不満ありげなエイミだが、ここで折れてはいけないと、勇海は強固な意志を示す。二人してそんなやり取りをしていると、アンが突とつ然ぜんに声を上げた。

「ちょっと二人とも、静かにっ！　……何か、聞こえない……？」

「えっ？　何か、って………あっ」

　勇海も耳を澄ましてみると、アンの言う通り、閉め切られた扉の向こうから、微かすかな水音が聞こえてくる。ミリィも気付いていたようで、警けい戒かいするような小声で囁ささやいてきた。

「勇海ちゃん。これは、どうやら……」

「ああ。〝プールサイドの地獄絵図〟……調査初日から、大当たりみたいだな」

　これでようやく、〝七不思議〟の全すべてを解決できる。思えば今まで、真相のほとんどは学園の関係者だったし、肩かたの力が抜ぬける事も多かった。

　けれど、中には本物の〝呪いのアイテム〟が関わっていた事もある。改めて気を引き締めるべく、勇海が真しん剣けんな表情で頷いてみせると、彼女達も頷き返して応えてくれた。

「皆、覚かく悟ごは決まったな。よしっ……それじゃ、行くぞっ──！」

　勇海も最後に一度、深呼吸する。そして目を見開き、ついに扉を開こうとした──その直前、背後からのんびりとした声がかけられた。

「あら～？　勇海くん、こんばんは～。こんな所で会うなんて、奇き遇ぐうね～♪」

「あっカナ子さん、こんばんは。いやーホント偶ぐう然ぜんですねー」

「本当にね～。勇海くん達は、お仕事中かしら～？　うふふっ、応おう援えんしてるわっ♪　それじゃ私は着替えてくるから、これで～。覗いちゃダメよ～、うふふっ♪」

「の、覗きませんって！　ま、全く……ん？　……あ、あれ……？」

　偶然にも通りかかったカナ子が、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみつつ、女子更衣室に入っていく。

　彼女があまりにも自然体だったもので、つい勇海も普通に対応してしまったが、なぜこんな時間に、こんな場所で、〝偶然〟出くわす事になったのか。

　呆ぼう然ぜんとする勇海に、ミリィも恐る恐るといった様子で口を開く。

「あ、あの、勇海ちゃん……まさか、鬼き怒ぬ川がわさんが、あの、その……」

「……い、いやいや！　まさかこの期ごに及およんで、カナ子さんが〝七不思議〟の真相だったとか……そんなのありえないって！　とにかく、プールの調査に──！」

　改めて屋内プールへと続く扉を、勇海が開こうとした──が、またも背後から声が。

「む。いさみ、どうした？　こんなとこで会うの、偶然だな。るるる……」

「る、ルゥ!?　何でルゥまで後ろから!?　嫌いやな予感が積み重なっていくんだけど！」

「る？　……なぜルゥが、ここに来たのか、と？　ふ、愚ぐ問もんだな。それは当然……ルゥが孤こ高こうだからだあっ。では、ルゥは着替えてくるので、またな、いさみー」

「言うと思ったけど孤高の意味が全然分からん！　あっ、ちょっ……る、ルゥ!?」

　そのままルゥも、とててっ、と急ぎ足で女子更衣室に入っていく。

　ここまで来ると、嫌な予感は、もはや確信へと変わっていた。三度目の正直、今度こそ勇海が、プールサイドに続く大扉を開け放つと──まず目に映るのは、学園の一施設とは思えないほど広々とした、大きなプール。

　そして、プールサイドでぼんやりと佇たたずんでいた少女が、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「ふえっ？　えっ……い、勇海さん？　どうしてここに？」

「──ら、来らい夢むっ!?　いや、どうしてって……こっちのセリフだぞ!?」

　間ま違ちがいない、水色に潤うるおう髪かみを持ち、いつものスクール水着に身を包んだ彼女は、《スライム》の亜人たる来くる栖す来夢その人だ。思わぬ遭そう遇ぐうに驚おどろく勇海だが、来夢も困こん惑わくしつつ、それでも答えを返してくれた。

「ど、どうしてって……うぅ、秘密だったんですけど、実はぁ……わたし達のクラス、泳げない人が、何人かいまして……その方達に、わたしが泳ぎを教えるために……」

「こうやって夜にプールに忍しのび込んだ、ってコトか？　……いやいや、それならそれで、ちゃんと学園側に申しん請せいしたり、先生に許可を取ったりしないとさ。いざって時に危ないし、変な噂うわさになるっていうか……もうなってる、っていうか」

「へ、変な噂？　って、まさか……あっ、でも、先生なら、そのぉ……」

　来夢が何やら言いにくそうに口ごもっている、と──その理由が、プールサイドの奥側から駆け寄ってきた。

「来栖さぁ～んっ。さあさっ、先生に泳ぎ方を教えてくださいっ！　うふふ～っ、夏までには泳げるように、先生がんばっちゃいますよーっ」

「──ティティ先生!?　先生まで率そつ先せんしてナニやってるんですか!?」

「ぴいっ!?　ゆゆ、結ゆう城きくん!?　何でここに……ってミリィ様まで!?」

〝問題児クラス〟の担当顧こ問もん、ティティが水着姿で慄おののいていると、勇海の後ろに立っていたミリィが微笑みを浮かべる。ただし、目は全く笑っていないが。

「ティティ先生……？　教師の身でありながら、一体何をしておられるのです……？　こんな夜よる遅おそくに、しかも生徒である来栖さんまで巻き込んで……？」

「ひ、ひぃっ……ち、違うんです、これは……そ、そう！　〝七不思議〟の調査も兼かねてるんですっ！　この辺で噂になってると聞いて、それでですねっ!?」

「その噂の元げん凶きようが、自分達であるとは……想像、できませんでしたか？」

「えっ。……えっ、あっ……ま、まさか!?　……あ、あはは……はは……」

「うふふっ。……うふふふふ」

　冷ひや汗あせをだらだらと流すティティに、威い圧あつ感かんたっぷりの笑えみを向け続けるミリィ。そんな二人を見て、勇海は微び妙みような表情を隠かくせないまま呟つぶやいた。

「いや、でも……聞いた感じだとティティ先生もカナヅチっぽいし、プールの引率としては頼りないんじゃ？　来夢一人じゃ、全体に手も回らないだろうし……」

「──そんな時のために、私もいるのさ。ユウキくんっ♪」

「う……うわっ!?　だ、ダルク先生!?　……って、その水着、ちょっ」

　勇海の背後から肩を組んできたのは、ダークエルフの養護教きよう諭ゆダルク──だが、彼女の纏まとう黒水着は、およそ教務に携たずさわる者に相応ふさわしくはなかった。ワンピース型のようでありながら、背中は完全に開いたモノキニ水着で、前面部はＯ型に腹部が露ろ出しゆつしている。

　思春期男子には刺し激げきの強すぎる艶あで姿すがたに、勇海も直視は憚はばかられるが──対するダルクは、むしろ愉ゆ快かいそうな笑みを浮かべ、更さらにスキンシップを強めてきた。

「ふっふっふ……まさかユウキくんも来るとは、思ってもいなかったが……結果オーライと言ったところかなっ。どうかな、私の水着姿は。感想を頂きたいぞ？」

「い、いや、そんなコト聞かれても困りますって!?　ダルク先生も先生なんだから、もっと風紀を重んじてですねっ──」

『──その通りだっ、勇海殿どのっ！』

「えっ。こ、この声は、まさか……はっ、あれは!?」

　プール内を注視すると、そこでは既すでに何者かが泳いでいた。水中を自在に泳ぎ回る影かげは、進行方向に真っ直すぐ伸のびる角を持っている。屋内プールにも拘かかわらず、イッカク鯨くじらを思わせる神秘的なフォルムを示していた存在が──ざばっと水を巻き上げ、姿を現した。

「乙女おとめ達の純潔を守護する者──一ひと角つのユニ、ここに推参ッ！」

「ゆ、ユニまでいるじゃないかー!?　そういえばさっき、カナ子さんやルゥともすれ違ったし……まさかとは思うけど、問題児クラス総出なのか!?」

「さて、全員かまでは私にも分からないが……私も泳ぎは得意だからなっ。来夢殿やダルク先生に協力するため、こうして赴おもむいてきたという事だ。くっ……頼たよれっ！」

「確かに泳ぎは上手うまかったけど、ホントに大だい丈じよう夫ぶか!?　いまいち頼りにならないぞ!?」

　なぜか『くっ』と苦く渋じゆうの表情を浮うかべているユニ。そんな彼女の水着は、健康的なパンツタイプのものだった。貞てい操そう観念が高い彼女だけに、ここは一安心である。

　さて、ユニに引き離はなされたダルクは不満そうではあるが、ようやく解放された勇海は、改めて来夢に語りかけた。

「と、とにかく……詰つまるところ、泳ぎが苦手な子のために、こうして集まってたってワケだな？　にしても、来夢は運動が苦手のはずだけど……水泳は得意なのか？」

「あ……は、はいっ。何しろプールですから、水分に富んでいる場所は、わたしの独どく壇だん場じようなんですぅ！　まさに、水を得たスライム……来栖来夢、がんばりますっ！」

「そ、そっか……そういえば、何かイキイキしてるもんな。けど、泳ぎの練習なら……俺にも声かけてくれればイイのに。皆みんなのためなら、どんなコトでも手伝うぞ？」

「あ……いえ、皆みなさん、勇海さんに知られるのが恥はずかしかった、と言いますか……あ、でもせっかくですし、勇海さんも泳いでいきます？　そ、そうしましょうっ？」

「えっ？　い、いや、そうは言われても、泳ぐ準備なんて──……はっ!?」

　難色を示しかけた勇海だが、つい先ほどの事を思い出す。泳ぐ準備、すなわち水着の有う無む、それをあっさり解決する、一つの事こと柄がらを。

　暫しばし、呆ほうけていた勇海だが──その肩を、とん、とん、と優やさしく叩たたかれ、

「はい、これ。イサミの……水着なっ♡」

「……オ、オオ……アリガト、ゴザイマス……」

　さすがに偶然だろうが、あまりにも良くできた〝ドラゴン嫁よめ〟の行動に、勇海はカタコトで慄き、水着を受け取るしかないのだった。




　　　　■■■




《聖デミグリーン学園》は基本的に女子しかいないため、男子更こう衣い室は用意されていない。代わりにプール用品を保管する倉庫で水着に着き替がえてきた勇海が、気が抜けたような表情でプールサイドに立ち尽つくす。

（エイミやアンと、ミリィは……まだ着替え終わってないみたいだな。まあ女の子は準備に時間がかかるだろうし……けど、まさかミリィとアンまで水着を持ってきてたなんて……もしかして、馬ば鹿か真ま面じ目めに取り組んでたのって、俺だけ……？）

　もしかすると二人も、今回も亜人絡がらみである可能性を、多少なりとも考こう慮りよしていたのかもしれない。何しろ〝プールサイドの地じ獄ごく絵え図ず〟の元凶は、結局は知った顔だったのだ。これで〝七不思議〟のほとんどは、同級生の亜人ちゃん絡みという事になる。

　はあ、と溜ため息を吐つく勇海だが、少しばかり気になる事もあった。

（にしても……横たわる屍しかばねとか、蠢うごめく亡もう者じやとか……どこから付属した噂なんだろうな？　まあ怪かい談だん話ばなしなんて、大げさに伝わるモンだけど、それにしたって──）

「……あ、あれっ？　い……イサミさん？　何で、ココに？」

「ん？　その声は……ミミ？　……って、あっ」

　声をかけられて振ふり返ると、そこには大きな兎うさぎ耳みみを持つ少女、ミミがいた。が、彼女の姿を視界に入れた瞬しゆん間かん、思わず勇海の動きが止まる。

　この場にいるのだから、ミミも当然、水着姿だ。しかし本来なら清せい楚そなワンピース型の白水着は、ミミの雪のように白い肌はだを引き立て、惹ひきこむような妖よう艶えんさを醸かもしている。それでいて、胸むな元もとにささやかに添そえられたリボンが、幼いたい気けな可愛かわいらしさも演出していた。

　いつもの厚着と、今の水着姿とのギャップも、インパクトを増加する一因である。そんなミミの姿を見つめ、完全に硬こう直ちよくする勇海に、彼女は困ったような声を漏もらした。

「あ、あの……イサミ、さん？　そんなに、ジッと見つめられると……困る、わ」

「……あ、ご、ごめん！　その、いつもと違う感じだから、つい……」

「そ、それは、水着だもの。当たり前よ。え、っと……んっ。……は、はい」

　なぜか互たがいにもじもじとし、気恥ずかしい沈ちん黙もくが流れる。どうにも居た堪たまれない雰ふん囲い気きに、勇海は誤ご魔ま化かすように頭を搔かきつつ、ミミに尋たずねかけた。

「と、ところでミミもここにいるってコトは、泳ぎに来たんだよな？　そういえば、泳ぐのが苦手な子が何人かいる、って聞いたけど……ミミもなのか？」

「い、いいえ、違うわ。ワタシは泳ぎの技術は、得てるけど……その、強しいていうなら……リハビリ、かしら」

「リハビリ？　まさか、どこか怪け我がでもしてたのか？」

「あ、いえ、そうじゃなく……けど、そうね……あの、イサミさん。迷めい惑わくじゃなければ、だけど……ワタシが泳いで、戻もどってきた後……介かい抱ほう、お願いして……イイ？」

「介抱って、もちろんイイけど……でも、どうしてそんな──」

「ん……とりあえず、見ていて。それじゃ……い、いってきます。……えいっ」

　掛かけ声の気安さとは裏腹に、ミミは目にも留まらぬ速度でプールに飛び込む。暫し、見る者を惚ほれ惚ぼれとさせる泳法で、その場を旋せん回かいしていた彼女だが。

「おお……泳ぐの、上手だな。……って、あれ？　もう戻ってきて……ん、んん？」

「……っ……はっ、うっ……う、んっ」

　ざばっ、と勢い良くプールから上がったミミは、息が荒あらく乱れている。立ち上がる事もできないらしく、その場に仰あお向むけになりながら、何とか紡つむいだ言葉とは。

「っ……わ、ワタシ、超ちよう敏びん感かん体質、だから……それで、こう……なっちゃ、って」

「えっ。……ま、まさか水に触ふれるのでも、感じ過ぎちゃうのか!?　そんな難なん儀ぎな──」

「──感じてないっ！　……つ、疲つかれやすくなるだけだからっ。けど、少しずつ慣れないと、だし……リハビリ、しようと、思って……それで最近、来るようになった、の」

「そ、そっか……まあ体質を克こく服ふくしようと努力するのは、イイコトだよな。けど、最近っていうのは、何でまた？」

「ぅ。……い、言わないし、言えないわ……い、イサミさんには、特に。……そ、そんなコトより、その……介抱、お願いして……イイ？」

「そ、そうだなっ。ちょっと待っててくれよ、よいしょっと」

　ミミに促うながされ、勇海が傍そばにあった大きなタオルを手に取り、ミミにかけてやる。新雪のような白肌が、今では桜色に赤らんでいて、彼女の体質の難儀さを雄ゆう弁べんに語っていた。

　しかしタオルをかけられて落ち着いたのか、ミミが穏おだやかな表情で口を開く。

「は、あ……イサミさん、ありがと……少し休んでれば、平気だから……ワタシ、もう少し、このままでいるわ。だから……他の子のコトも、見てあげて？」

「あ、ああ、分かった。それじゃ何かあったら、遠えん慮りよなく呼んでくれよ」

「え、ええ。その時は……お願い、ね？　……はあ……ふう」

　数度ほど深い息を吐はいたミミは、改めて休息に集中する事にしたようだ。ぐったりと横になる彼女を見つめ、ふと勇海が思い出したのは。

（ん？　……横たわる、屍……ん？　……い、いや、まさかな）

　頭かぶりを振った勇海が、とにかくそんな彼女を見届けてから、ゆっくり立ち上がり、プール内を見回そうとする──と。

「───いーさみっ。ミミを見てたのか？　じゃあ次は、ルゥと遊ぶぞっ」

「うわっと!?　る、ルゥか？　こらこら、抱だき着いちゃダメだってば」

　背中から腹部にかけて抱き着いてきたルゥを、勇海が何とか平静を保ちつつ引き離すと、改めて目に入るのは彼女の水着姿。着やすさを重視しているのか、比ひ較かく的てきシンプルなビキニタイプだが、それ以外の《人狼ルー・ガルー》としての特とく徴ちように目が行ってしまう。

　彼女の二にの腕うで、そして太ふと股ももの辺りまでは、もふもふの毛で覆おおわれているのだが──胴どう体たいのほうまでは及およんでおらず、むしろ卵のようなツルツルの肌を保っていた。

　普ふ段だんはお目にかかる事もないだけに、つい勇海もジッと見つめてしまうが、対するルゥはもふもふの手で顔を洗うようにしてから、珍めずらしい照れ顔を見せてくる。

「ふむ、いさみよ……いくらルゥが孤こ高こうといっても、そんなに見られると……てれるぞ」

「……あっ、わ、悪い、ルゥ！　さっきから俺、どうかしてるっていうか……すまん！　反省する──」

「ゆえに──ルゥもお返しに、いさみを……かみかみするのだーっ。はむーっ」

「え、ちょ──ぶっ!?　や、やめっ……くすぐったいって!?　こらっ、ルゥー!?」

　今の勇海は水着姿だからか、いつもと違ちがう脇わき腹ばらを甘あま嚙がみしてくるルゥ。痛くはないが、あまりにもくすぐったく、勇海が身み悶もだえていると、その時。

『──おーっほっほっほ！　全く、浅ましいですわね、狼ろう牙がルゥ！　わたくしのイサミ様を襲おそうなど、身の程ほどを知らないにも程がありますわっ！』

「はみ、はみ……むっ。この不ふ愉ゆ快かいな声は……カーミラか」

　ルゥの言う通り、無数の蝙蝠こうもりの影が一ヶ所に集まったかと思いきや、そこからカーミラが姿を現す。以前と同じく、マントを羽織っているようだが、しかし。

「か、カーミラ？　今日は何でまた、こんな所に？」

「あら、イサミ様ったら……プールに来る理由なんて、一つだけですわ？　そう、わたくし……人生で初めて、泳ぎに来たんですのっ！　そう、この聖なる衣ころもを纏まとって──」

「泳ぐの初めてなのか？　っていうか、聖なる衣って……えっ──」

　誇ほこらしげに水着を見せつけてきたカーミラだが──聖なる衣とは名ばかりで、それは単なるビキニだった。けれど、勇海は絶句してしまう。なぜなら、羽織っていたマントを思い切り開き、布面積の低いビキニを堂々と見せつける、その姿は、その姿は、まさに。

「か、カーミラ……言っちゃ何だけど、そのポーズ……露ろ出しゆつ狂きようっぽいし、やめたほうが」

「な、なんちゅう事を言ってくれてんですのーっ!?　これは《吸血鬼ヴアンパイア》を象しよう徴ちようする高貴なるポーズですのよ!?　変態扱あつかいなんて、イサミ様といえど許しませんわよっ!?」

「いやでも、恰かつ好こうが恰好だしさ……って、あれ？　そういえば《吸血鬼》って、真水が弱点って聞いた事があるような……か、カーミラ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　勇海が心配して問いかけると、先ほどまで憤ふん慨がいしていたカーミラは、むふん、と自信ありげな笑えみを見せてきた。

「んふふ……ええ、確かに《吸血鬼》は、真水を苦手としますわ。ですが……人間の血も入っている《ダムピール》たるわたくしに、そのような弱点はありませんの！　そう──お風ふ呂ろだって、普ふ通つうに入っちゃえるんですのよーっ！」

「そこだけ聞くと《吸血鬼》は不衛生なんじゃないかって心配になるけど……そ、そっか。じゃあカーミラは、大丈夫なんだな？」

「ええ、もちろんですわっ。このわたくしの、優ゆう雅がな泳ぎをご覧になってくださいましっ。イサミ様と……むっ」

　その時、カーミラとルゥの視線が、不意に交わる。どちらも目を逸そらさず、睨にらみ合いの気まずい沈黙が流れた後、

「「────ふんっ！」」

　二人はほぼ同時に、そっぽを向いてしまう。やはり不仲は否いなめないのか、どうにも険悪な様子で、勇海もどうしたものかと悩なやまざるを得ない。

　だが、当のカーミラはお構いなしに、プールへと歩を進めていた。

「ふんっ……格の違いを見せつけてやりますのっ。見てればいいですのっ。ふんだっ」

「カーミラ……ん？　……あれ、カーミラ？」

　見送ろうとした勇海だが、何かがおかしいと気付く。カーミラは、泳ぐというより、足を前に進めているだけだ。水の上でも歩くつもりだろうか、と思いかけた、その時。

「さあ、いきますわよ、このわたくしの華か麗れいな───るごぼっふ」

「……お、おーい、カーミラ？　…………？」

　水面に足を踏ふみ込んだカーミラは、そのまま垂直に沈しずんで行った。息を殺して動向を見守っていた勇海だが、暫しばらくしてカーミラの動きに変化が訪おとずれ。

「ご、ごぼっ……な、なんですの、これぇ……体が思うように、動きませんのっ。お風呂と全然、ちがいましゅのっ。たひゅ、たひゅけてぇ～っ」

「か、カーミラ!?　あんな自信満々に臨のぞんどいて、そんな!?」

「あっ、あっ……ま、マントが、マントがからまってぇ……なんですのコレ、すっごい邪じや魔まですのっ。うああん、もういや、いやですのぉ～」

「そりゃそうなるよ、明らかに泳ぎにくそうだもん!?　ああもう、待ってろよ──！」

　そもそも真水が苦手な種族である《吸血鬼》には、元々『泳ぐ』という機能や概がい念ねんが備わっていないとも聞く。半分は人間である《ダムピール》とて、どうやら例外ではないらしく、勇海が慌あわてて助けに行こうとするが──その直前。

「ちっ───世話がやけるっ、るぅっ！」

「あ、あれっ？　……る、ルゥ!?」

　勇海より、一いつ瞬しゆん早く飛び出したのは、カーミラと反目し合っていたはずのルゥ。疾しつ風ぷうのようにプールへ飛び込み、もがき暴れるカーミラを、苦労もせず引き上げた。

　勇海も思わず呆あつ気けに取られるが、それ以上に驚きよう愕がくしていたのは、カーミラである。

「ぜっ、ぜっ……ろ、狼牙、ルゥ……？　あ、あなた、なぜ……」

「……ふんっ。エラそうにしてたクセに、大したことないヤツだ。これに懲こりたら、あまり大口ばかり叩たたかないことだな」

「なっ!?　そ、そっちこそ、何をエラそうに!?　そ、そんな事、アナタなんかに言われる筋合いっ……じ、《人狼》なんかに……っ、くっ！」

　飛び出しかけた失言を、カーミラが既すんでの所で止めるも、ルゥは興味なさそうに「ふんっ」とそっぽを向く。

　けれど、勇海は──カーミラを迷わず助けたルゥと、ルゥに対する罵ば声せいを思いとどまったカーミラを見て、ふと考えた事を素す直なおに口に出した。

「なあ、ルゥとカーミラってさ……何かいつも喧けん嘩かしてたり、仲が悪そうに見えるけど。だけど、本当は……仲良くしたいんじゃないか？」

「は。……は、はいぃぃぃ!?　い、イサミ様、ナニ素すっ頓とん狂きような事を言ってるんですの!?」

「いさみ、そんなはずない。仲良くしたいヤツが、こんなエラそーになんて、しない」

「そうですのっ！　わたくしは高貴なる《吸血鬼》の血を引く、《ダムピール》っ……そんな、《人狼》なんかと友達になんて、別にっ……！」

「全くだ。思い上がった勘かん違ちがい女なんて、こっちから願い下げだ。ふんっ」

　お互たがい悪あし様に言葉を繰くり出すが、勇海に詰つめ寄ってくる様子は息ピッタリだ。その勢いに気け圧おされる勇海だが、そこで不意に、赤あか髪がみの少女が助たすけ舟ぶねを出してくれる。

「──ナニ言ってるのよ、アンタ達。特にカーミラは、勇海の言う通りでしょ？」

「えっ……あ、アン？」

　水着に着き替がえ終わったのだろう、プールとは直通らしい女子更こう衣い室から出てきたアンに、カーミラが矛ほこ先さきを変えて食って掛かった。

「なっ……何を言うんですの!?　わたくしは高貴なる《ダムピール》っ……そ、そうですのっ、そもそも友達なんて必要としませんの！　勘違いしないでくださるっ!?」

「ナニ言ってんのよ。そんなコト言うわりに、この間は調理実習室で、アタシにやたらと話しかけてくれたじゃない。一人でイイなら、そんなコトするかしら？」

「うぐっ……い、いえそれは、お料理に興味があって……た、ただそれだけでっ」

「大体アンタ……勇海が転入する前、初めて教室で顔を合わせた日……真っ先にルゥに話しかけたでしょ。『下げ僕ぼくにして差し上げてもよろしくてよ？』なんて口走ったのには、さすがに耳を疑ったけど……今思えば、素直じゃなかっただけなのよね。違うかしら？」

「え、あっ……ち、ちがっ……あ、う。……それは、だからぁ……」

　否定の言葉に力はなく、アンの指し摘てきを肯こう定ていしているようなものだ。しどろもどろになるカーミラに、黙だまって話を聞いていたルゥが、不意に声をかける。

「……『下僕にしてやる』なんて、そんな言葉……不愉快だし、願い下げだ。ルゥはそんな失礼な言葉、受け入れたりなんかしない」

「っ！　じょ、上等ですわっ……わ、わたくしだって、別にっ──」

「だが──友達になりたい、というのなら。それは……やぶさかではない」

「……へっ？　え、えっ……えっ？　ろ、狼牙ルゥ……今、なんと……？」

「そう、なぜならば。……ルゥは」

　ルゥは一瞬、勇海の顔を見て、ぱちっ、とウインクし──いつもの言葉を口にした。

「小さなことにはこだわらない──孤高の《人狼》なのだからなっ」

「！　……あ、あなた……こ、孤高なのに友達なんて、意味が分かりませんわよっ！　けど……ぷっ、くっ……そう、そうですわね」

　軽く噴ふき出したカーミラが、もじもじと身み動じろぎしてから、ルゥへと改めて言う。

「狼牙ルゥ……いえ、ルゥさん。もし、よろしければ、その……えっと、ですわ」

「うむ。……なんだ？」

「わ、わたくしと……お友達に、なって……くださ、る？」

「……ふっ、当然だ──よろしくだぞ、カーミラ」

「！　あ……え、ええっ……ええっ、よろしくですわっ……ルゥさんっ！」

　反目し合っていた二人の、和解の瞬間──喜色満面の笑みを浮うかべるカーミラに、くるりと反転したルゥが、プールへと飛び込んで言う。

「さて、せっかくだ。カーミラは泳ぎが苦手なようだし、ルゥが教えてやろう。まあルゥは、孤高だからな……それくらい、お安いごよーなのだ」

「えっ……い、いいんですのっ？　ふ、ふふんっ……まあ構いませんわっ。高貴なる《ダムピール》たるこのわたくしが、教わって差し上げます事よっ！」

「ふっ、言ってろっ。さて、ついてこれるかな、ルゥの……この〝狼おおかみかき〟にっ」

「ほほう……なかなか難易度が高いですわねっ。え、えいっ、えいっ、ですわっ」

　ルゥいわく〝狼かき〟だが、勇海が見る限り、完全な〝犬かき〟である。しかし先導して教えるルゥに、必死で真似まねしてついていくカーミラの姿は──はっきり言って、和なごむ。

　ほのぼのとした空気に顔を綻ほころばせ、勇海は同じく安あん堵どした様子のアンに語りかけた。

「アン……助け舟を出してくれて、助かったよ。ていうかアンも、ルゥやカーミラのコト、ちゃんと見てあげてるんだな……やっぱり頼たよりになるな」

「む。……ええ、まあね。けど、アンタ……アタシに何か、言うコトあるんじゃない？」

「え？　お礼……は言ったし。な、何かあったっけ？」

「っ……アタシの恰好！　言わせんじゃないわよ、恥はずかしいわねっ！」

「えっ？　恰好、って……あ、ああ!?」

　アンの恰好──つまり、水着姿の事である。上下はスタンダードなビキニだが、腰こしにはミニスカートのような短めのパレオを巻いていた。腰に手を当てたポーズで、けれど視線は逸らして感想を待つ彼女に、勇海は率そつ直ちよくな思いを口にする。

「そ、その……凄すごく似合う、と思う。上品なようで、それでいてカワイイ、っていうか」

「……ふ、ふーん……どーかしら。なーんか、上うわっ面つらの感想っぽくない？」

「そ、そんなコトないって！　いや本当に、驚おどろいたくらいだからさ！　噓うそじゃないぞ!?」

「！　……そ、そぉ。……そぉ……まあ、信じてあげなくも……ないけど？」

　言いながら、アンはそっぽを向いてしまったため、勇海からは彼女がどんな顔をしているのか分からない。ただ、薄うっすらと赤くなった耳が見えただけである。

「あ、アン？　急にそっぽ向いて、どうし───たっ？」

　さて、そんなやり取りをしていると──ふにゅんっ、と勇海の左ひだり腕うでに柔やわらかな感かん触しよくが押しつけられてきた。突とつ然ぜんの事に驚く勇海へと、上うわ目め遣づかいで語りかけてきたのは。

「さてさて、勇海ちゃんっ……アンさんと仲良しのご様子ですがっ」

「み……ミリィ!?　いきなり何を……ていうか、何で抱だき着いて──」

「私の水着は、どうですっ？　頑がん張ばって選んだのですが……お気に召めしますかっ？」

「いや、俺の話も聞いてくんない!?　お気に召すか、って言われても……その」

　そんな事を尋たずねかけてくるミリィが纏まとっているのは、ミミと同じくワンピース型の水着。しかし大だい胆たんにも胸むな元もとが菱ひし形がたに開いており、いつもと違ちがう色気を感じさせた。良く知るはずの幼おさな馴な染じみの、知らなかった側面に、勇海も思わず熱くなった顔を逸らしてしまう。

「に……似合ってる。良く似合ってるから……ちょ、ちょっと一回、離はなしてくれ！」

「……えー、イヤですーっ。ちゃんと顔を見て言ってくれなきゃ……離しませんっ♡」

「うぐっ。……わ、分かったよ！　ホントに、その水着……ミリィにすごく、似合ってる！　……こ、これでイイか？」

「！　ぁ……え、えへ、えへへ……は、はいっ、大満足ですっ♪」

　ぽっ、と朱しゆに染まった頰ほおに、ミリィが自身の両手を添そえた事で、勇海はようやく解放される。人心地つく勇海だが、そこで更さらに声をかけられた。

「……あ、あの、イサミ？　その……い、いいか？」

「えっ？　この声は、エイミ？　でも、何か声が遠いような……あ、あれっ？」

　声のしたほうに目を向けると、そこにエイミはいた。いたのだが──女子更衣室に続いている出入り口の陰かげから、顔を半分だけ覗のぞかせている状態だ。

　いつもなら果か敢かんに飛びついてくるエイミだけに、一体どうしてしまったのか、と心配する勇海だが、彼女はおずおずと声を放ってきた。

「そ、その……今からそっち、行くけど……も、もし、イサミが気に入らなかったら……その、はっきり言ってくれっ」

「え？　いやいや、そんなコト言わないって。だから安心して──」

「その時は、この場でこの水着、脱ぬぎ捨てるからっ！　焼しよう滅めつさせるからっ！」

「うん、それ裸はだかになっちゃうから。絶対言わないからな？」

「そ、それじゃっ……行くぞっ！　……え、えいっ」

「あ、ああ。……えっ？　……お、おおっ？」

　珍めずらしく自信なさそうに飛び出してきたエイミを見て、勇海も少し呆気にとられる。

　エイミが身に着けていた水着は、決して奇きを衒てらっている訳ではない──上下にフリルをあしらった、暖色系の可愛かわいらしいビキニだ。ただ、どちらかといえばセクシーな印象のあるエイミだけに、いつもと全く違う印象に面めん食くらってしまったのである。

　はっきり言ってしまえば、可愛い──が、物言わぬ勇海の視線に耐たえかねたのか、エイミがおもむろに自身のビキニに手をかけて。

「っ……や、やっぱり似合わないんだぁ！　こ、こんなの、消し飛ばしてやる──」

「──はっ!?　いや、似合う似合う!?　違うぞエイミ、あんまり可愛すぎて言葉を失ってただけで……似合わないなんて、これっぽっちも思ってないからな!?」

「えっ。か、かわいすぎ……えっ？　……ほ、本当？」

「うぐっ。……あ、ああ、勢い余って言っちゃったけど……その、本心だ。いつもと違う印象だけど……すごく、可愛いと思う」

　余った勢いそのままに、勇海が最後まで感想を言い切ると──エイミの不安そうだった顔が、呆ほうけた顔に。呆けた顔が、驚きに。驚きが、喜びの笑え顔がおに変わっていき、

「やっ……やったぁーっ！　い、イサミが可愛いって……可愛いって言ってくれたあっ！　う、うれしいっ……うれしいなっ、えへへっ♡」

「う、うぐっ！　……ちょ、ちょっと恥ずかしいんだけどな……けどさっき、なんであんなに自信なさそうだったんだ？　ちゃんと似合ってるのに」
















「うっ。ん……まあ、何というか……イサミには、色んな私を見てもらいたくて、つい突つっ走っちゃったっていうか……実際に着てみると、こんなの初めて着たし、似合わなかったらどうしよう、って。けど、えへへ……着てみて、よかった……♪」

「っ。……そ、そっか。うん……そうなんだな、ははは……」

　誤ご魔ま化かすように笑う勇海だが、いつもより大人しく、淑しとやかに微笑ほほえむエイミを見て、それ以上は何も言えなくなってしまう。

　何やら気恥ずかしい雰ふん囲い気きに、沈ちん黙もくしてしまっていた──その時。

「……ん？　あら……？　女子更衣室のほうから、誰だれか……ッ!?」

　声を漏もらしたのは、ミリィ──しかし直後、怯おびえたように肩かたを震ふるわせ、一点を見つめる。そんな幼馴染の様子に気付いた勇海が、彼女の視線の先を目で追いかける、と。

「ミリィ？　どうかしたのか？　一体何が───えっ」

　瞬間、勇海に電でん撃げき、奔はしる。体が石化したように動かなくなり、脳が考える事を放ほう棄きし、足元が崩くずれ落ちていくような錯さつ覚かくに捉とらわれた。

　時が止まったかのように、誰もが硬こう直ちよくする中──〝彼女〟は一歩を踏ふみ出す。

「着替えに手間取って、遅おそくなっちゃったわ～……皆みんな、もう泳いでるのかしら～？」

〝彼女〟はカナ子──《鬼オーガ》の亜人であり、クラス内の誰よりも、あらゆる意味で大きなカナ子だ。そう、今は、その大きさが何よりも危険なのである。

　それは『エロス』という言葉が児じ戯ぎに思えるほど、あまりにも兇きよう悪あくな〝兵器〟だった。胸むな元もとで『ぶるるん』『ばるるん』と暴れ回る理性の破は壊かい兵器。圧あつ倒とう的なボリュームを誇ほこる臀でん部ぶは、さながら全すべてを爆ばく破はする《桃尻爆弾ピーチボンバー》。

　何より、カナ子の着ている水着が、いけない。首の後ろで紐ひもを結ぶ、いわゆるホルターネックのビキニは、彼女の有する破壊兵器を、さながらロケットの発射台のように押し上げているのだ。発射されるのだろうか。発射されるのかもしれない。

　そんなカナ子が、無む邪じや気きに手を振ふりながら、勇海に駆かけ寄ってくるもので。

「あ～っ、勇海く～ん。素す肌はだと素肌で触ふれあったら、とっても心があったかそうね～……ねっ、おねがい～、少しでいいから、ギュッてして──」

「ちょ──ダメですよ、鬼怒川さん!?　ふ、服を着てる時なら、ともかく……今はダメですっ！　抱きあったりして、万が一にも水着がズレたり、脱げっちゃったりしたらどうするんです!?　下手すると、禁じられた十八の領域に踏み込んじゃいますよ!?」

「え、ええ～？　ミリィちゃん、良く分からないんだけど～？」

　咄とつ嗟さにミリィが制止した事で、カナ子の動きは止まる。何やら大げさすぎる気もするが、しかしエイミは緊きん迫ぱく感かんに満ち溢あふれた様子で、戦せん慄りつの声を漏らした。

「くっ……《金きん竜りゆう》の末まつ裔えいたるこの私が、圧倒されているだとっ……？　カナ子……何というパワーだ。そう、何というっ……スケベパワー！」

「え、エイミちゃん～？　何だか私、とんでもない風評被ひ害がいを受けてる気がするわ～？」

　カナ子が不満を口にした、その時──泳ぎの練習を終えたのだろうか、我らが担当顧こ問もんティティが、勇ゆう敢かんにも立ち向かっていった。

「む、むむ？　良く分かりませんが……お色気勝負なら、このわたしっ、ティティ先生にお任せですよっ！　さあ、大人の魅み力りよくを見せつけて──」

「ばかやろー！　しぬきか！」

「どどどういう意味ですエイミさんー!?　相手にもならないと言いたいんですか!?　失礼ですよ、ちょっとー!?」

　抗こう議ぎするティティだが、エイミの制止は英断だと勇海も思う。が、そこでカナ子の表情が、しゅん、と曇くもった。

「う～ん……良く分からないけど～……避さけられると、寂さびしいわ～。……しゅーん……」

「！　カナ子さん……」

　カナ子の落ち込んだ顔を見た瞬間、勇海はいつの間にか、足を踏み出していた。

「あの、カナ子さん……ちょっと、イイかな？」

「しゅーん、しゅーん……えっ？　あ、勇海くん～？　もしかして……ギュ～って、抱だきしめさせてくれるの～？」

「そ、それはダメだけど！　その……こんな言葉、気休めになるか、分からないけど」

『？』と首を傾かしげるカナ子に、勇海は羞しゆう恥ち心しんを押し殺し、はっきりと伝えた。

「水着──すごく、似合ってる。カナ子さんに、ぴったりな感じで」

「えっ？　で、でも～……私、普ふ通つうより体が大きいから、サイズがなくって～……この水着も特注のだし、着き替がえにも手間取っちゃったし、自信ないんだけど～……」

「それでも、似合ってる。だから、そんな水着が脱げちゃうと、もったいないし……抱きしめるのとかは、ちゃんと服を着てる時にするから。今回は……我が慢まんしよう？」

「……そ、そう～……そうねっ。勇海くんが、せっかく気に入ってくれたんだもの～。脱げちゃうと、私も悲しいわっ。それに、また抱きしめさせてくれるなら～……」

　勇海の言葉を受け、数度ほど頷うなずいたカナ子が、いつもの朗ほがらかな笑みを浮うかべた。

「うんっ、勇海くんの言う通りにするわ～っ。それに、似合うって言ってくれた言葉だけで～……何だか今日は、あったかくなっちゃったっ。うふふ～♪」

　どうやらカナ子は、きちんと納なつ得とくしてくれたらしい。ほっ、と勇海が一息つくと、カナ子は改めて、プールの中へと足を踏み入れていった。

「あ、カナ子さんも泳ぎの練習に来たのか？　足はつくけど、泳ぎは苦手とか？」

「えっと～、確かに泳げないんだけど～……ちょっと、違うのよね～。どっちかというと、そう……リハビリ、っていうか～」

「り、リハビリ？　ミミみたいな？　けど、何のリハビリを……？」

　心当たりが思い浮かばず、勇海は首を傾げるしかない。が、来夢はどうやら訳を知っているのか、水をかき分けて近づいてくるカナ子に、頷きながら語りかけた。

「あ……カナ子さんっ。……では、やりますかぁ？」

「ええ、来夢ちゃん～。それじゃ、いくわね～？　……せーのっ」

　上半身を水面に沈しずめたカナ子が、両手を前に出す。やはり泳ぎの練習だろうか、と勇海が思っていると──彼女は、両手に力を籠こめ、

「───え～いっ」

　バタフライするように、水を一かきした瞬しゆん間かん──どうっ、とカナ子の周囲が、比ひ喩ゆではなく爆発した。大量の水が高い天てん井じように届かんばかりに巻き上げられる。

　まるで走馬灯のように、スローモーションで大量の水が落ちてくるのを見ながら、勇海は思う。ああ、そりゃ泳げんわ、物理的な意味で、と。

　浴びるしかない、このビッグウェーブを──プールサイドにいた面々が、大量の水を強したたかに浴び、その場は阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。

　被害はプールサイドだけでなく、プール内で泳いでいた、ユニやカーミラにまで及およぶ。

「ふ、ふえぇ……？　な、なぜ水が、急に消えて……く、くうっ……殺せっ!?」

「み、水がー!?　消えましたわー!?　何ですのコレ、わたくし新境地!?　水泳初日にして、新たなる領域に辿たどり着いちゃいましたのー!?」

　何やら大変な状じよう況きようだが、ルゥだけは迅じん速そくに被害から逃のがれていたらしく、いつの間にかプールサイドに上がり、体を大きく震わせて水切りしていた。

　さて、この大騒そう動どうの中──最もカナ子の近くにいた、来夢はというと。

「うーん……前より加減が出来てますよ、カナ子さんっ」

「あらっ、本当～？　うふふ、嬉うれしいわ～……千里の道も一歩から、ね～♪」

「はいっ！　これからも……がんばりましょーっ♪」

　もはや膝ひざの辺りしか水深のなくなったプールの中で、二人して意気を上げていた。そんな二人を眺ながめつつ、勇海は物思いに耽ふける。

（エイミに料理を教えたり、カナ子さんに力加減を学ばせようとしたり……もしかして、来夢って最強なんじゃ……？）

　さすがに考え過ぎかもしれないが、否定しきれない部分もあった。

　しかしこの光景で、勇海は一つ、完全な確信を得る事になる。

　ずぶ濡ぬれで蠢うごめく亡もう者じや、阿鼻叫喚の地じ獄ごく絵え図ず──これは自分を含ふくむ、皆の状況の事だ。そして、ぐったりと横たわるミミを入れれば、自然と答えが出る。

〝プールサイドの地獄絵図〟は──この光景の事なのだろう、と。

（分かってはいたコトだけど……完全に一いつ致ちしちゃうと、気が抜ぬけるコト、この上ないな……とはいえ、これで〝七不思議〟は、全部解決したコトに──）

「──はぁ～、なんかとんでもない大おお騒さわぎだね～……ねっ、いさみ～ん？」

「えっ。……こ、小こ匣はこ!?　ビックリした……いつの間に？」

　本当にいつの間にか、大きな宝箱に入った少女、《ミミック》の小匣が隣となりに並んでいた。しかもちゃっかり、水着まで着ている。しかしスカート付きのレオタードは女児水着のようで、いくら似合っているとはいえ、同年代の彼女には年相応とは言い難がたいのだが。

　さて、驚おどろく勇海だが、小匣は周囲を見回し、何かを気にしている様子である。

「ん～……おかしいなぁ、気のせいかな～……？　こっちのほうで、変な魔ま力りよくを感じたんだよね～……なんか、こう……〝呪のろい〟みたいな」

「えっ？　〝呪い〟、って……ど、どういうコトだ？」

「うん。ほら～、アタシ、七不思議の〝匣〟を探してた、って言ったでしょ～？　まあ見つからなかったんだけどさ～……けど、覚えのある気配を感じたんだ～。それって、多分……調理実習室で感じたのと、同じやつ～」

　そう言われても、勇海には良く分からない感覚だ。気のせいではないか、と口にしようとした、その時──不意に足元から声がした。

「──イサミさん、アンさんは……どこへ行こうとしてるの？」

「へ？　み……ミミ？　アンなら、ここに……あ、あれっ？」

　先ほどまで傍そばにいたはずのアンが、いつの間にか見当たらない。慌あわてて彼女の姿を探すと、プールの出入り口から、水着のまま外へ出ようとする姿が。

「あれ？　アン、どこへ……トイレかな──」

「っ──様子がおかしいっ。イサミさん、追うわっ」

「み、ミミ!?　……わ、分かった！　すぐ行く！」

　言い終えた瞬間、目にも留まらぬ速さで駆けだしたミミの背を──勇海も、慌てて追いかけるのだった。




　　　　■■■




（ん……んふふっ。勇海ってば、バカなんだからっ……）

　ふらふらと歩くアンは、先ほど勇海に言われた言葉を反はん芻すうし、つい惚ほうけてしまう。

（水着、凄すごく似合うって……驚いたくらい、って……褒ほめすぎだってのよ、もうっ。ああ、やだやだ……顔、ニヤけちゃうじゃない……って、ばかばか、アタシのばかっ。こんなのアタシのキャラじゃないでしょ、もうっ）

　きりっ、と気を引き締しめるアンだが、ほにゃっ、とすぐさま顔が綻ほころぶ。どうしたのだろう、まるで夢の中にいるように、ふわふわとした感覚に包まれていた。

　そう、まるで頭に、靄もやがかかったように──と、その時。

「…………えっ？」

　アンは今、自分がどこにいるのか、一瞬分からなかった。ばたん、と後ろから扉とびらの閉まる音を聞き、辺りを見回して、ようやく気付いたのだ。

　ここは、プール用品を保管する倉庫だ──勇海が更こう衣い室の代わりに、着替えをしてきたはず。いつのまにプール施し設せつから出て、こんな所に来てしまったのか。

　ぞっ、と背筋が凍こおった、その瞬間──『カタン』と、何かが落ちる音がして。

「ひゃっ!?　な、なな、なにっ。なによ……って、えっ？」

　足元に、どこかで見た、四角形の物体が落ちていた。

　それは、良く見れば──小さな、匣だった。

「えっ。これ、調理実習室で、見た？　……なにかしら……これ……」

　なぜだろう──なぜアンは、また、手を伸のばしているのだろう。明らかに怪あやしい、この不気味な匣に。

　分からないまま、アンの手が、匣に触ふれるのと──ほぼ同時に。

「アンさんっ──それに触れるの、ダメっ──！」

「えっ？　……あ、アタシ……あっ……────」

「あっ……アンさん──……ッ！」

　ミミの声が、遠ざかっていき──アンは、そのまま、為なす術すべもなく。




　──匣の中に、吞のみ込まれてしまった──
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　まず初めにアンが感じたのは、ひやりと冷たい床ゆかの感かん触しよくだった。暫しばらく気を失っていたのかもしれない。うつ伏ぶせに倒たおれていたらしく、ゆっくりと手を突ついて上半身を起こす。

「う、う～ん……アタシ、一体……あ、あれ？」

　顔を上げると、そこは薄うす暗ぐらい廊ろう下かだった。なぜ自分は、こんな所で倒れていたのか。それを思い出すべく、こうなる前の、最後の記き憶おくを掘ほり起こす。

「確か、アタシ……変な匣、見つけて……あっ、ミミ！　そうよ、ミミが来て……ねえ、ミミ!?　いないのーっ!?」

　大声で呼ばわるも、自分の声が反はん響きようするだけで、返事は一いつ切さいない。不安に駆かられたアンが、真っ先に思いついた名と、続けて頭に浮かんだ名を口にしていく。

「勇いさ海みっ……ねえ、勇海、いないのっ!?　ちょっと……エイミ、来らい夢むっ……ミリィ！　る……ルゥ!?　……カーミラっ！　ユニ、カナ子……えっと、小こ匣はこ？　……っ」

　呼べども、呼べども、声は虚むなしく響ひびくばかり。いや、そもそも人の気配が、全くしない。深夜の学園とはいえ、あまりにも薄気味悪くて、アンは小さく身み震ぶるいした。

　とにかく、一刻も早く勇海……いや、誰だれかに会いたい。頭を振ふったアンが、足に力を籠め、立ち上がった──その時、強きよう烈れつな違い和わ感かんに襲おそわれる。

「えっ？　……あ、あれ……ここ、どこ？」

　ここは、《聖デミグリーン学園》の廊下──ではない。いつもより明らかに天井が低く、左右の幅はばも狭せまいのだ。《亜人》は普ふ通つうの人間より体たい軀くが大きい者もいるため、廊下や教室も大きめに作られているのだが、この場所は違ちがう。

　これでは、まるで──普通の人間が通う学校と、同じではないか。

「……う、ウソでしょ……な、なんで？　だって、ここ……まさ、か」

　そしてアンには、この場所に見覚えがあった。それは今より、場所も、時も、遠く離はなれた、ずっと昔の記憶である。

　確かく認にんするように、幾いく度どとなく周囲を見み渡わたしてから──アンは、確信を持って呟つぶやいた。

「アタシが昔、通ってた………小学校？」




　　　　■■■




　いつの間に現れたのかも分からない、正体不明の〝謎なぞの匣〟に、アンが吞のみ込まれてしまった──プール用品を保管する倉庫に集まった勇海達は、ミミからそう伝え聞いた。

　問題の匣を両手の平にのせたミミが、意い気き消しよう沈ちんした様子で口を開く。

「この匣……空間から空間に、瞬間移動する性質を持ってるわ。ワタシが見つけた時も、どこかへ飛ぼうとして……咄とつ嗟さに捕つかまえて、匣の魔力を凍らせて、動きを封ふうじたけど」

　見れば匣の周囲に、冷気を放つ氷ひよう晶しようが旋せん回かいしていた。けれど、ミミは捕まえた匣を勇海へと差し出しながら、申し訳なさそうな声を漏もらす。

「ごめんなさい……ワタシの手、アンさんに、届かなくて……助けられなかった。ワタシにできたのは……この匣を、逃にがさないコトだけ……だった、の」

「……いいや、ミミのせいなんかじゃない。むしろミミのおかげで、この匣を逃がさずに済んだんだ。だからそんなに、落ち込まないでくれ」

「っ。……はい……イサミ、さん」

　ミミが気き丈じように振る舞まって顔を上げると、勇海は頷うなずいてから匣を受け取る。手の平大の匣は空箱のように軽く、この中にアンが囚とらわれているとは思えないほどだった。

　今は勇海の手の内にある匣を、ミリィが魔法のタブレットを操作しながら見つめ、しかし芳かんばしくない表情を浮うかべる。

「……ダメです。この匣から感じるのは、間違いなく〝呪い〟の力……ですが、データには該がい当とうがありません。一体、この匣が何なのか……見当もつかないのです……」

　ミリィが力無くうなだれると、その場にいる面々も、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。が、ただ一人──ダークエルフの養護教きよう諭ゆだけが、確信を口にした。

「これは《封ふう魔まの匣》──《写し身の鏡》と同じ、〝呪いのアイテム〟さ」

「……えっ!?　だ、ダルク先生、知っているのですか!?」

　ミリィが勢い良く顔を上げて問いかけると、ダルクは頷いて返答する。

「うむ……これは強い魔力の持ち主を狙ねらい、標的とした対象を捕とらえ、命尽つきるまで離さないという……〝呪いのアイテム〟の中でも特別に危険な代しろ物ものだ。学園長が厳重に封印していたはずだが、まさかこんな物が抜け出してきていたとはな」

「そ、そんな……そんな匣が存在するなんて、聞いた事もありませんっ。データにも全く存在しませんし、お母様からだって、何も……」

「仕方ないさ、ミリィ。何せこの匣は、秘中の秘──そのあまりの強力さから、悪用を防ぐために、限られた者以外には部外秘とせざるを得なかったのだ。学園内どころか、世界中でも数える程ほどしか存在を認知していないぞ」

「そ、そう、なのですか？　けれど……ではなぜ、ダルク先生は知っているのです？」

「ああ……それは私が《ダークエルフ》で、呪じゆ術じゆつのスペシャリストだからだ。学園の地下にある保管庫の封印も、私が手伝っていたのだぞ。もちろん、学園長に頼たのまれてな」

　つまり、ダルクは養護教諭としてだけでなく、〝呪いのアイテム〟を封じる手伝いもしていたという事らしい。しかし続けて口を開いた彼女の表情は、芳しくなかった。

「だが……この匣が〝呪いのアイテム〟である以上、強い悩なやみやストレス、あるいは大きなトラウマを持つ者に誘ゆう引いんされた、というのは間違いないだろう。それでなぜ、アンが狙われたのかまでは……私には、分からない」

「！　……大きな、トラウマ？」

　ダルクの言葉を聞いた勇海には、心当たりがあった。ホラーが苦手で、お化けや怪かい談だん話ばなしを恐おそれるアンの性格。そして幼い日にさせられたという、〝肝きも試だめし〟の話を。

　勇海が顎あごに手を当てて考え込む、その間に、エイミとカナ子が口を出してきた。

「それなら、こんな匣……さっさと破は壊かいして、アンを救い出すぞ！　私の《金きん炎えん》なら、これくらい一いち撃げきだ！」

「私も……壊こわすのは好きじゃないけど、アンちゃんを助けるためなら頑がん張ばるわ～っ」

　やる気を見せる二人だが、対するダルクは首を横に振り、否定の意を示す。

「ダメだ。この匣の中は、見たままの大きさではなく──いわば、異空間のようなものに繫つながっているらしい。例えるなら、この匣は〝扉〟のようなもの。扉を壊してしまえば、アンは二度と、こちらに帰ってこられなくなる」

　そう言い切られ、エイミとカナ子は何も言えなくなるが、代わりにユニが声を上げた。

「なら、この〝呪のろい〟を浄じよう化かするというのは？　私の角なら、浄化の力は使えますよ！」

「それも難しいだろうな。何せ《エルフの賢けん者じや》の学園長でさえ、封印という手段以外は取れなかったほどだ。浄化できるなら、とっくの昔にしているはずさ」

「なっ……そ、それでは八はつ方ぽう塞ふさがりではないですか!?　うう～っ……くっ塞がり！」

　妙みような悔くやしがり方をするユニだが、手段が無いからといって、勇海が諦あきらめる事はない。

「けど……何か方法があるはずだ！　この匣が誰かの手によって作られたのなら、どうにもならないコトなんてありえない！　ダルク先生……どうにかできませんか!?」

「それは……この匣から解放されるのは、囚われた者の持つ、魔ま力りよくが尽き果てた時だけだ。魔力が尽き果てるというのは、つまり……死を意味する」

「なっ……そ、それじゃダメです！　何か、それ以外の方法で……」

「分かっている。生徒をむざむざと犠ぎ牲せいにする事など、絶対にしない。だからこそ……ユウキくんの言う通り、それ以外の方法を選ぶ事にしよう」

「えっ？　それ以外の方法、って……何か、あるんですか!?」

　希望に目を輝かがやかせる勇海の、その手中にある匣を見つめながら、ダルクは続ける。

「この匣は、捕らえた者を閉じ込める際……捕らえた者のストレスや心の闇やみを反映した、心象の迷めい路ろを作り出す。本人の悩みや迷いを反映しているわけだから、自分で逃げ出す事はできない。……誰かに手を引かれない限りは、な」

「誰かに？　じゃあ、つまり……誰かが助けに行けば、アンは助けられるんですか？」

「理論上は、そうなるな。ただ、実際には……助けに行った者も迷ってしまい、出られなくなるのが普通だ。ミイラ取りがミイラになるように、な」

　簡単な話ではない、とダルクは首を横に振るが、間かん髪はつを入れずにエイミが声を上げた。

「それなら、私が行く！　迷路だろうと何だろうと、私なら壁かべをぶち抜ぬいてでも進めるし、アンを引っ張り出してやるっ！」

「いや、エイミ、匣の中は普通の迷路とは訳が違う。心象の中で暴れられたら、むしろ遠ざかっていく事も考えられるぞ」

「だったら……くまなく歩き回って、捜さがし出してやる！　絶対に、アンを見つけて──」

「ふっ……まあ落ちつけ、エイミ。アンを捜しに行くのは……私の役目だ」

「……な、なに？　ダルク先生……何を言ってる？」

「別に何も、おかしな事は言ってないさ。保健室の、とはいえ……私も先生なんだ。生徒達のために体を張るなんて、当たり前の事すぎるぞ？　だから──」

　自分が、とダルクが言い切る──その直前、エルフの担当顧こ問もんが割り込んだ。

「待ってください！　アンさんを助けに行くというのなら……それは、クラスの担当顧問である、わたしの役目ですっ！」

「！　ティティ先生……何を言う。気の弱いキミが、そんな無理しなくても」

「無理なんかじゃないです。頼たよりないでしょうけど、わたしだって……皆みんなの先生なんですよ？　こんな時くらい……先生としての務めを、果たさせてください」

　ティティが強い意志を示すと、ダルクも何も言えなくなってしまう。が、しかし、そこで更さらに名乗り出たのは、学園の生徒会長たるミリィだった。

「いいえ……違います。アンさんを捜しに行くのは、ティティ先生でも、ダルク先生でもありません。責任は……私にあります」

「えっ？　み、ミリィ様……いえ、ミリィさん!?　何を言ってるんですっ!?」

　ティティが慌あわてて諫いさめようとするが、ミリィの意志は固く、引くつもりは無いらしい。

「呪いは、強い悩みやストレスの持ち主を狙うもの……ならばきっと、〝七不思議〟の件で、アンさんに協力をお願いした事が原因だと思うのです。アンさんは、しっかり者ですから……責任感が、ストレスになっていたのでしょう」

「み、ミリィさん……でも、ダメですっ！　ミリィさんだって、わたしの生徒ですしっ……学園長にも、顔向けできません！　だから、ここはわたしがっ……」

「いいえ！　生徒会長として……何より、アンさんの友人として！　私が、アンさんを救います！　……だからっ！」

　言い切ったミリィが、勇海のほうへと向き直り、片手を差し出す──が、しかし。

「さあ、勇海ちゃんっ！　匣はこを渡わたして──」

「いいや、ミリィ──アンを救いに行くのは、俺だ」

「──ふえっ!?　い、勇海ちゃん……何をっ!?」

　勢いを削そがれて焦あせるミリィに、けれど勇海は、穏おだやかな声で語りかける。

「ダルク先生でも、ティティ先生でも……エイミやミリィでも、ダメなんだ。アンを助けに行くのは……俺じゃないと、ダメだ」

「な、なぜですっ!?　私だって、アンさんを本気で助けたいと──！」

「だって、俺はアンと──約束したからさ」

「──えっ？　や、約束？」

　目を丸くして復唱するミリィに、勇海は頷きながら、アンとの約束を口にした。

「もしもアンが、怖こわい目に遭あってたりしたら……俺が絶対、救いに行くって。アンのコトを、怖がらせたりしないようにって。そう……約束したんだ」

「い、勇海ちゃん……けど、そんなっ」

「ミリィの責任感が強いのは、分かってる。けど……俺はアンに、噓うそなんて吐つきたくない。だから、頼む……今回は俺の顔を立てて、譲ゆずってくれ」

「！　け、けど。それは……でも……」

　ミリィは食い下がろうと、勇海を見つめてくるが、暫しばらくしてから小さく俯うつむき、

「……わかり、ました……今回は、勇海ちゃんに……お願い、します」

「ミリィ……ああ、ありがとな！」

　完全に納なつ得とくした訳ではないらしいが、それでもミリィは引いてくれた。そんな幼おさな馴な染じみに感謝する勇海に、小匣が懸け念ねんを口にしてくる。

「ん～……けどさ～、そもそもどうやってアンアンを見つけるの～？　匣の中の迷宮がどうなってるかも分かんないのに～……いさみんまで迷子になっちゃうよ～？」

「──それなら、ルゥにまかせておけ」

　そこで急に声を上げてきたのは、ルゥ。ふかふかの尻尾しつぽを揺ゆらしながら勇海の前に立ち、上うわ目め遣づかいで語りかけてきた。

「いさみ。いさみは確か、エイミのこと《吸精》して……エイミの力の《金炎》を使えるようになったな？　なら……ルゥの力でも、使えるよーになるんじゃないか？」

「それは……試ためしてみないと分からないけど、まあ、確かに──」

「そか。なら……はい、吸え」

「吸え、って……えっ？　……る、ルゥを吸うのか？」

　両手を万ばん歳ざいして広げるルゥに問いかけると、彼女は簡単に頷うなずいた。

「うむ。《人狼ルー・ガルー》の嗅きゆう覚かくは、桁けた外はずれだからな。ルゥの場合、魔力で更に強めてるし。その魔力、いさみが吸えば、迷路だろーとアンの居場所くらい、分かるようになるはずだ」

「そ、そうなのか？　けど……本当に、イイのか？」

「ふ、言わせるな、いさみ。アンを助けるのだろう？　遠えん慮りよはいらぬ……さあ、ルゥのどこにでも……チューするが、よい。るるんっ……」

「ルゥ……ああ、分かった。ありがとな……それじゃっ！」

　目を閉じたルゥに、勇海は感謝をしながら、口付けた──彼女が万歳の体勢で掲かかげていた、手の平。つまり、肉球に。

「──すうっ！」

「わふっ!?　……に、にくきゅーなのか？　む、むむ、想定外……る、るぅ～ん」

《吸精》の影えい響きようか、かくっ、とルゥが倒たおれ込み、勇海は慌てて受け止めた。直後、勇海の鼻がじんわりと温かくなったかと思うと、いつもより敏びん感かんになり。

「んっ。……お、おおっ!?　これは……ホントに嗅覚が鋭するどくなった？　すごいな、ここら一帯の匂におい、細かく分かる──」

「!?　い、勇海ちゃん、あんまり嗅かいじゃダメですよっ!?」

「な、何で!?　そんなコト言われても、嗅覚は止められないし……ていうかこの辺、すごいイイ匂いするんだけど。……ん？　この匂いって、もしかして皆の──」

「や、やめなさぁーいっ！　勇海ちゃんといえど、怒おこっちゃいますからねっ!?」

「わ、分かった!?　できるだけ嗅がないよう善処するから、落ち着いてくれーっ!?」

　ミリィの剣けん幕まくに勇海は慌てつつ、他の皆も何やらそわそわしているのを見て、彼女の言う通り今は嗅がないように注意しようと心に決める。

　脱だつ力りよくしたルゥを、壁を背に座らせた勇海に、続けて来夢が語りかけてきた。

「あ、あの、勇海さんっ……この子も一いつ緒しよに、連れていってくれませんかぁ？」

「来夢？　この子も、って……えっ？　誰だれのコトだ？」

「は、はいっ。ちょっと待ってくださいね……んんっ……ぷるるぅーんっ！」

　来夢が、何となく柔やわらかな声こわ色いろで気合を入れると──勇海は、信じられない光景を目まの当たりにする。何と来夢が両手の上に小さな《スライム》を生み出したのだ。どことなく来夢の面おも影かげがあるスライムを、彼女自身が差し出してくる。

「この子は、わたしの分身みたいなもので……どんなに離はなれていても、わたしのいる位置を正確に把は握あくできますっ。この子を連れていけば……帰り道も、分かるはずですぅ！」

「なるほど……分かった。助かるよ、来夢！」

「はゎ……は、はいっ！　勇海さんを、おねがいしますね……〝ぷち〟ちゃんっ！」

『ぴゅいっ！　にゅにゅ……ぷるぷるっ♪』

　手のひら大のスライムが、ぴょんっ、と勇海の右みぎ肩かたに乗ってくる。これで帰りの心配もなくなった訳だが、ミミは憂うれいを帯びた声で声をかけてきた。

「ま、待って、イサミさん……その匣、何度かワタシ、開こうとしたの。けど、どうしても蓋ふたが持ち上がらなくて……まるで、鍵かぎがかかってるみたいに」

「そ、そうなのか？　開かないってのは、困るな……うーん、どうすれば──」

「それなら……私に任せて、勇海くん～？」

　悩なやむ勇海の頭上から、茫ぼう洋ようとして穏やかな声が降ってくる。勇海が見上げるより先に、ひょい、とカナ子が匣を摘つまみ、微笑ほほえんでウインクしてきた。

「私……壊すのとか、本当は嫌きらいだけど～。誰かを……アンちゃんを助けるためになら、吝やぶさかじゃないわ～。私の力……今まで、好きじゃなかったけど～」

「……カナ子さん……」

「今だけは──感謝して、いいわ～っ！　んっ……んんんんん～っ……！」

　匣の上部、蓋に手をかけたカナ子が、体全体に力を籠こめて引っ張り上げようとする。純じゆん粋すいなパワーだけで、空気が振しん動どうするように震ふるえた後、めきめきと音が響ひびき。

「アンちゃんをっ……返して、もらうわ～っ……絶対、絶対に～っ……！」

　がぎんっ、と鈍にぶい音がした、次の瞬しゆん間かん、

「勇海ちゃん達と、皆とっ……救って、みせるんだからぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　固く閉じられた蓋が──匣と切り離され、開放される。

　頑かたくなに閉とざされていた〝入り口〟が、ついにこじ開けられた。後はアンを救出するため、匣に入っていくだけ──だが、蓋を手にしたカナ子から、珍めずらしく焦りの声が上がる。

「あ、あんっ!?　この蓋、戻もどろうとしてる～……？　こ、これ……だ、ダメ～」

　開かれた匣から、禍まが々まがしい黒い霧きりが嵐あらしのように噴ふき出し、蓋を引き戻そうと纏まとわりつく。カナ子の力でも抑おさえきれないのか、蓋を持った手が徐じよ々じよに降りていく、その時。

「カナ子──私も手伝うっ、もう少し堪こらえていろっ！」

「わ、わたしも、力には自信ないですけどっ……がんばります！　ん、んんん～っ！」

　カナ子に駆かけ寄ったダルクとティティが蓋を摑つかむ。しかし、押さえられていない箱の方が、徐々に宙に持ちあがっていき、蓋へと引き寄せられていく──かと思いきや。

「させないわ──凍こおって」

　誰もが気付かぬ内に移動していたミミが、匣と床ゆかを繫つなげるように、一瞬で凍らせてしまった。黒い霧を噴き出し続ける匣は、その勢いとは裏腹に、微び動どうだにしなくなる。

「イサミさんとアンさんの、帰る場所……守ってみせるわ。そうよね、カーミラさん」

　ミミが凜りんとした表情で呼びかけると、カーミラが高笑いと共に呼応した。

「おーっほっほ！　もちろんですのっ……数は力ですのよっ、いきなさぁいっ！　わたくしの魔ま力りよくをた～っぷり詰つめ込んだ……蝙蝠こうもりちゃん達～っ！」

　カーミラがマントを翻ひるがえすと、その下から無数の蝙蝠の影かげが飛び立ち、カナ子達が引っ張る蓋の方に纏わりつく。すると、蓋もまた、動かなくなった……が、しかし。

「んっ……は、はあっ。この力～……強すぎるわ～。う……うう～っ」

　この中でも特に力の強いカナ子でさえ、限界が近そうだ。良く見れば全員、既すでに疲ひ労ろうが顔に出ているし、長くはもちそうもない……と、思いきや。

「んん～っ……えっ？　あら、あらあら～？　力が……いつも以上に、漲みなぎるわ～？」

　声を上げたカナ子を始め、匣と蓋をそれぞれ押さえている全員を、暖かな光が覆おおっている。その力を使っているのは、ミリィと、そしてユニだった。

「皆さんの力……私の魔法で強化します！　それくらいは、任せてくださいっ！」

「一いつ角かく獣じゆうの角で、癒いやし続けてやる！　だから、皆みんなっ……くっ、がんばれっ！」

　ミリィとユニのおかげで、匣と蓋を押さえる全員に、それまで以上の力が宿る。

「私も……一緒に押さえるぞっ！　《金きん竜りゆう》の力なら、それくらいっ──」

　エイミもまた、手伝おうと駆け寄ったが、しかし。

「──待って～。エイミンはダメだよ～」

「え、エイミンって何だ！　いや、それより……なぜだ、小匣!?」

「この匣、覗のぞいてみて分かったけどさ……入る時はともかく、出る時は入り口、ちっちゃくなっちゃうみたい～。だからさ、いさみんがアンアンを連れて、帰ってきた時……出入り口をこじ開けて、引き上げてあげる人がいないと、出られないよ～。その役割は、特に魔力の強い……《金竜》の力があるエイミンにしか～……できないと思う～」

「なっ。……そう、なのか？　私が、イサミとアンを引き上げる……？」

　小匣の言葉を受け、じっ、とエイミは自分の手を見つめる。そんな彼女から離れた小匣が、勇海に相変わらずの伸のびやかな声をかけた。

「この匣さ～……一生ひきこもれるなんて、最高～……って、探してたけど～」

「小匣？　今はそんな、ひきこもるなんて話……」

「住み良くないね～、これ。こんな中に、アンアンを入れっぱなしにしちゃ、可哀かわい想そうだからさ～……はやく連れて帰ってきてあげてね～」

「！　……アンアンって呼び方はともかく……ああ、分かったよ、小匣！」

　勇海が返事すると、小匣は小さく頷いて、気ままに飛び去っていく。

　とにかくこれで、仲間達に支えられ、アンへの道筋は整った。あとは勇海が足を踏ふみ出すだけだが──その直前、エイミが声をかけてくる。

「イサミ……待って。匣の中、暗そうだから……これ、連れていって。……ふうっ」

　エイミが息を吐くのと同時に、《金炎》の糸が紡つむがれ、煌こう々こうと輝かがやく金色の鳥が勇海の左肩に乗る。そしてエイミは、自身の胸の前に手を置き、絞しぼり出すような声を発してきた。

「私とアンは、いつも張り合ってるけど……それは私にとって、楽しかったんだ。アイツとはお料理の特訓でも、勝負してたし……決着だってついてないし。……だから、イサミっ……アンのコト、救ってやってくれ！　……頼たのむっ！」

　懇こん願がんするように見上げてくる、エイミの頭に──ぽん、と勇海は手を置いて頷いた。

「ああ、分かった──アンは絶対に、救い出す！　だから……信じて待っててくれ！」

「！　う、うんっ……もちろん、信じてるっ！　だって私は、イサミの〝ドラゴン嫁よめ〟なんだからなっ！　……えへへっ♪」

《金竜》の放つ金色よりも、遥はるかに輝く笑え顔がおで、エイミは送り出してくれた。それは少し照れ臭くさかったが、けれどそれ以上に、勇海に勇気を与あたえてくれて。

「……よしっ！　それじゃ、皆……行ってくる！　必ずアンを──救うからなっ！」

　ここは、勇海が着き替がえに使った倉庫──勇海は自分の制服の上着を手に取り、そのまま《封ふう魔まの匣はこ》へと飛び込んだ。この小さな匣の中は闇やみのように深く、あっという間にエイミ達の姿は遠くなり、上も下も無くなるような感覚に捉とらわれる。

　思わず酔よいそうな感覚に襲おそわれながらも、勇海の足は、ようやくそこに辿たどり着く。

「う──わ、っと!?　……つ、着いたのか？　ここは……学園の廊ろう下かか？」

　薄うす暗ぐらいために苦労したが、辺りを見回すと、そこは廊下だった。が、《聖デミグリーン学園》の廊下とは、少し違ちがう。天てん井じようと横よこ幅はば、それぞれのサイズが小さい気がした。

　エイミが託たくしてくれた《金炎》の鳥がいなければ、一寸先も見えなかっただろう。

　煌々と辺りを照らす金色の光を頼たよりに、勇海は廊下を見つめる、と。

「よし、行くぞっ……って、あれっ？」

　この廊下に、何となく見覚えがある……が、それはおかしい。ここはアンの深層意識が反映された空間のはずだ。気のせいだろうか、と再び周囲を見み渡わたすと。

「ここって……えっ!?　……まさか……」

　なぜ、既き視し感かんがあるのか──その答えは、あっさりと出た。

「俺が昔、通ってた………小学校？」




　　　　■■■




「……っ。はあ、はあ……ナニよ……何なのよ、ここ……」

　ここへ迷い込み、歩き続けてから、どれほど経たっただろう。ずっと薄暗いままで、時計も見当たらないし、時間の感覚が摑めない。

　携けい帯たいは更こう衣い室に置きっぱなしだし、水着のままだという事も問題がある。短いパレオを一つ腰こしに巻いているだけでは、身を切るような寒さに対し、焼け石に水とさえならない。

　どれほど歩いても、階段も見つからず、廊下の景色が続くだけで──もはやアンは、心身ともに疲ひ弊へいしきり、その場に力無くへたり込んでしまう。

「うぅ……もう、やだぁ……暗いし、気味悪いし……わけ分かんないし……それに、ここ……まるで、あの時と……同じ……」

　ここへ来てから、アンはずっと、一つの既視感に襲われ続けていた。

　いや、これはもはや、フラッシュバックだ。アンにとっては思い出したくもない、トラウマの記き憶おくが、この光景と完全に重なり、嫌いやでも掘ほり起こされてしまう。

「アタシ……アタシ、は……あの時も、こうやって……っ」

　これは現うつつなのか、それとも夢の中なのか。今のアンには、もう分からなかった。

　ただ、確かに実感するのは──独りぼっちで、膝ひざを抱かかえて、丸まっている自分の姿。




　誰だれかに進んで話した事は無いが、アンは幼い頃ころ、人の世界で暮らしていた事があった。《聖女》として人を助けて回る、そんな母の仕事の関係で、転校は多かったのだが。

　しかしアンは、生来の気の強さと、自身が《ゾンビ》の亜人だというコンプレックスが重なり、当時から素す直なおでない性格になってしまっていた。そのためか、行く先々の小学校で、まともに友達ができた事など一度としてなかったのだ。

　そんなアンの、トラウマとなる事の起こりは、小学校低学年の時分。幾いく度ど目かの転校が決まり、その地を発たつ前日に、〝それ〟は起こった。

　いつものように独りぼっちで、その小学校で最後の帰り支じ度たくをしていた際──数名のクラスメイトの女子が、話しかけてきたのだ。内容は、『アンちゃんのお別れ会をしたい』と、そういう話である。

　幾度となく転校を繰くり返してきて、そんな事を言われたのは初めてだった。つい素直でない言葉を吐はいてしまったが、内心では嬉うれしくて、アンは受け入れる返事をする。

　本当に、嬉しかったのだ──だからこそ、アンは〝おかしい〟と思う事さえ、忘れてしまっていた。〝お別れ会〟で、深夜の学校などに招かれたというのに。

　そして、恐おそる恐る深夜の学校を訪おとずれたアンに待ち構えていたのは、幼い彼女にしてみれば、あまりにも残ざん酷こくすぎる仕打ちだった。

　まず初めに、集合場所で合流した女子達に、アンは持ってきた懐かい中ちゆう電灯を奪うばわれてしまう。戸と惑まどうアンに、続けて浴びせられたのは、心無い言葉の数々。

『いつも機き嫌げんわるくて、こっちまでイライラする』『聖女様の子供なんてウソでしょ』

『手がとれちゃうなんて、きもちわるい』『転校してくれて、せーせーする』

　そして、極きわめつけに放たれた言葉は──今も、記憶の底に残っていて。

『ゾンビに、友達なんて──できっこない』

　そう言い放ち、彼女達は笑いながら、その場から立ち去ってしまった。

　アンは元々、ホラー映画だとか、怪かい談だん話ばなしは苦手だった。深夜の学校を訪れた事さえ奇き跡せきといえるのに、そんなアンが懐中電灯もなく暗くら闇やみの中を歩く事など、不可能である。

　アンはそのまま、背中を丸め、膝を抱えてうずくまってしまった。




　先ほど……いや、昔だったか。とにかく彼女達に言われた、『ゾンビに友達なんて』という言葉を思い出し、ああそうか、と酷ひどく納なつ得とくしてしまう。

（ああ、そうか……あの時と、同じだ。アタシ……あの時も、こうして……今も……）

　幼い頃から、アンはずっと、独りぼっちだった。そして今も、真っ暗闇の中で動く事もできず、独りぼっちで膝を抱え、震ふるえているしかない。

　今のアンと、幼い日のアンが、一体になってしまったようだ。あの時は、どうしたのだったか。トラウマの感情だけは鮮せん明めいに残っているのに、どうしても思い出せない。

（ただ、あの時は……真っ暗闇の中で、何も見えなくて……）

　まるで自分一人、世界から切り離はなされ、置いてけぼりにされたようで。

（心細くて……誰もいなくて、寂さびしくて……とても寒くて……寒くて、寒くて……）

　体から力が抜ぬけていき、どうしようもないのに、誰に頼る事もできなくて。

（ずっと、独りぼっちで。ずっと、ずっと……独りぼっちで……ずっと、ずっと……）

　きっとこれから、永遠に、そのままなのだと。自分は、ずっと、独りぼっちなのだと。

（……もう、何も……考えられなく、なって。何も……何も。………………）

　…………………………。




『──大だい丈じよう夫ぶか!?』「──大丈夫か!?」

「『───えっ？』」




　夢と現の声が、ぴたりと重なり──顔を上げたアンの目に、飛び込んできたのは。

「い………勇、海………？」

　見間違いだろうか、それとも願望が生んだ幻まぼろしだろうか。そこには確かに、不思議な金色の光に照らされる、勇海の顔があった。心配そうに、アンの顔を覗き込んできている。

「アン、大丈夫か!?　体、冷えてるな……ごめんな、遅おくれて。急いでたから、こんなのしか持ってきてないけど、上着を羽織っててくれ。……立てるか？」

「あっ……う、えっ？　あ、あう」

　返事も待たず羽織らされたのは、勇海がいつも着ている、制服の上着だ。けれど、なぜだろう。先ほどからずっと、この状じよう況きように、アンは既視感を覚えている。

　目の前にいるのは、勇海で──幼い頃、自分に声をかけてくれたのは、誰だったか。

　その答えは──ああ、その答えは──

「さあ───行こうっ！」

「────！」




〝その手〟は───今も、あの時も───勇海の手、だったのだ。




　アンは反射的に、彼の手を摑つかんでいた。立ち上がらされ、そのまま力強く、自分を引っ張ってくれる。独りぼっちでうずくまっていた、幼い日の幻げん影えいと共に。

（勇海……だったん、だ……っ）

　アンがずっと忘れられなかった、トラウマ──記憶の奥底に封ふうじ込め、忘れてしまえば楽だったのに、どうして忘れる事ができなかったのだろう。

（勇海っ……勇海ぃっ……！）

　忘れたく、なかったのだ。たとえ怖こわくても、悲しくても、辛つらくても。

　それだけでは、無かったから──忘れる事が、できなかったのだ。

（……勇海っ……！）

　彼の差し出してくれた、〝その手〟は──何よりも、温かかったから──




　　　　■■■




　勇海は匣の中に着いてから、嗅きゆう覚かくに全神経を集中し、アンの匂においを探していた。けれど、そうして走り続けている内に、勇海は思い出した事がある。

　ずっと昔──小学校低学年の頃、一度だけ、似たような事があったと。

　勇海は偶ぐう然ぜん、隣となりのクラスの女子達が、昼間に廊下で話していたのを聞いた。

『あの子、転校するんだって』『気に入らないし』『お別れ会とか言ってさ……』

『夜に学校、呼び出して──』『──おきざりに──』

　それはあまりに断だん片ぺん的で、情報というのには不確定すぎるものだった。

　そもそも〝あの子〟が誰なのか分からず、名前さえ知らなかったし、深夜の学校に呼び出されて現れるのかも定さだかでない。大体、勇海の聞き違いかもしれないし。

　けれど、一度聞いてしまうと、勇海は気にせずにはいられなかった。気付けば、自然と足は夜の学校へ向かい、そこに──名前も知らぬ〝あの子〟がいたのだ。

　けれど、震える彼女に手を差し伸のべた事と──髪かみの色が真しん紅くだった事を思い出した瞬しゆん間かん、見覚えのある小学校の景色と相まって、勇海の記憶が完全に一いつ致ちする。

『〝あの子〟は、アンだ』──そう確信した瞬間、勇海の鼻に、アンと思おぼしき匂いが急に強く届いてきた。その匂いを追って、真後ろを振ふり向くと、そこにアンがいたのだ。




　今は勇海に右手を引かれ、アンは羽織らせられた上着の裾すそを、左手で大事そうに握にぎり締しめている。来夢から預かった〝ぷち〟が前に出て、出口に向かって先導してくれているようだ。

「ぷるっ！　ぴゅい、ぴゅい……ぷるるーんっ」

「あっちが出口みたいだな……アン、大丈夫か？　歩き疲つかれたら、言うんだぞ？」

　エイミが作ってくれた《金炎》の鳥に足元を照らしてもらい、勇海が歩きながら声をかけるも、アンに返事はなく、俯うつむいていて表情も分からない。

　ただ、その手は少し震えていて──勇海は少しだけ、思い出話をする事にした。

「アン……えっと、昔さ。アンを置き去りにしてった、あの子達なんだけど」

「……っ……」

　びくっ、とアンの体が強く震えたのを、彼女の手を通して感じつつ、勇海は続ける。

「後で先生や、親にバレて──すっごい雷かみなり落とされまくって、大泣きしまくってたよ」

「！　…………」

「まあ、気休めにもならないかも、だけど……とにかく、そういうコト」

　アンからの返事は、特に無い。ただ、その手の震えは──収まっていた。

　少しだけ、勇海は安心し、また歩く事に集中する。時々、アンを振り返って気き遣づかいながら、彼女の手だけは、絶対に離さないようにして。

　そうしていると、前を進んでいた〝ぷち〟が立ち止まり、勇海の右みぎ肩かたに帰ってきた。

「ぷるるんっ！　ぴゅっ、ぴゅいーんっ！　きゅきゅう……」

「おっと!?　……ここが出口か？　助かったよ、ありがとな、ぷち！」

「きゅっ。……きゅ、きゅるる～ん……♡」

　勇海が〝ぷち〟を軽く撫なでてみると、何やら嬉しそうな鳴き声を漏もらした。

　軽く失しつ笑しようした勇海が見上げてみると、自分が落ちてきたのだろう、天てん井じように歪ゆがみのような割れ目があるのに気づき、そこに向かって声を上げる。

「おーいっ！　エイミ、聞こえるか!?　アンを連れてきたから、引き上げてくれ！」

　呼びかけるも、返事もなければ、引き上げる手も見えない。聞こえていないのかもと、勇海が再び声を上げようとした、その直前。

「エイミっ──っと、おおっ!?　こ、これは……《金炎》の、手？」

　歪みを無理やりこじ開けるかのように、《金炎》で作られた手が伸びてくる。なるほど、確かにエイミでなければ難しかっただろうし、この手を摑めるのも《金炎》に耐たえられる勇海だけだ。勇海は納得しながら、その手をアンと共に摑もうとするが。

「──きゃ、あっ!?」

「えっ……あ、アン!?　何で……」

　歪みの真下に来た瞬間、アンの体が弾はじかれた。慌あわてて彼女を助け起こした勇海だが、何が起こったのか分からず困こん惑わくしていると、天井の向こうからミリィの声が響ひびいてくる。

『勇海ちゃん、アンさん……聞こえますか!?　今、アンさんの体が弾かれましたよねっ!?　それで分かりましたっ……この匣はこは、強い魔ま力りよくを持つ者を、決して逃にがそうとはしません！　魔力を持っているままでは……ダメなんですっ！』

「み、ミリィ!?　けど……それじゃ、どうすればイイんだ!?」

『だからっ──魔力の源である〝精力〟を、吸ってくださいっ！　勇海ちゃんの……《吸精主》の力で、魔力が尽つきちゃうくらいにっ！』

「吸う？　……い、今ここでか!?」

　ミリィの思いがけない言葉に戸惑い、勇海がアンの顔を見る。すると、彼女は薄うっすらと頰ほおを染め、小さく口を開いてきた。

「っ。……ちゅ……ちゅー、するの？」

「うっ。ま、まあ、そういうコトに、なる……ます。……いや、もちろん手とかでイイんだろうけどさ！　は、ははは……」

　久ひさし振ぶりに聞いたアンの声が、なかなか答えにくいもので、変な返事をしてしまった勇海が笑って誤ご魔ま化かす。が、アンは無言で考え込み、暫しばらくしてから呟つぶやいた。

「………無理よ、そんなの」

「うぐっ。そ、そうだよな……いや、気持ちは分かる。手だからって、易やす々やすとしてイイもんじゃないって。けど、ここから出るためには──」

「そ、そうじゃなくっ。手じゃ……ダメだって言ってるのっ」

「えっ？　手じゃダメって……ど、どういう意味だ？」

　勇海が問いかけると、徐じよ々じよに言葉に力が戻もどってきたアンが、俯いたまま説明する。

「アタシの魔力は、《聖女》と《ゾンビ》の掛かけ合わせ……だけど、アンタも見たコトあるでしょ？　《生命の樹セフイロト》よ──あれって実は、アタシの体の各部位によって効果が違ちがうの。左手なら結界、右手なら……アタシはあまり使わないけど、破は壊かいの力、って感じで。それで……アタシの魔力の源になるのは、頭で……《全能》の力、なんだけど」

「そ……そうなのか？　頭、ってコトは……じゃあ、額に──」

「そ、そんなトコからじゃ、満足に吸えないでしょっ。だ、だからぁっ……く、唇くちびるにするしか、ないのっ！」

「─────」

　しっかり者で貞てい操そう観念の高いアンにしては、随ずい分ぶんと大だい胆たんな発言だ。必要に迫せまられての事だとはいえ、意識が飛びかけていた勇海も、思わず慌てる。

「──はっ!?　い、いや、でも……アンは、それでイイのか!?　最近でも、エイミのスキンシップを窘たしなめたり、そういうコトには厳しいアンが……そ、その、唇とか──！」

「……やだ、って言ったら、やめるの？　アタシ、ここから……出られないのに？」

「うっ。いや、それは……ダメだ。俺はアンを……ちゃんと、助けたい」

「だったら……するしかないでしょ？　……ちゅー」

「けど！　アンがイヤなら、他ほかに方法を──えっ？」

　勇海が言い切るより先に、アンは顔を近づけてきていた。思わぬ行動に硬こう直ちよくしていると、彼女はまた久し振りに勇海と目を合わせ、一いつ切さい逸そらしもせずに言葉を紡つむぐ。

「言っとくけど、アタシ──イヤだなんて、一言も言ってないから」

「アン？　……それって、どういう──」

「ちゃんと、吸いなさいよ。アタシのハジメテ……あげるんだから。いきなりで忘れてた、とか言ったら……もう一回、なんだからねっ。……チュッ──」

「んっ……──ッ!?　……っ！」

　頰を赤らめたアンが、無造作に──何の抵てい抗こうもなく、唇を重ねてきた。思わず呆あつ気けにとられる勇海だが、戸と惑まどいながらも気を持ち直し、彼女の意図に応こたえる事にする。

「──んんッ！」

「んっ!?　……ぅ……ぅ、ぁ……ん、んっ。……んにぃ……」

　思い切り、吸い取ると──かつてエイミにした時のように、くてん、とアンの体が脱だつ力りよくする。その細い体を慌てて受け止めると、アンの唇の端はしから、ぽつりと声が漏れて、

「……ばか。すぐ、すうな……ばぁか。……ん、う……」

「え……アン？　今、何か……あ、アン？」

　けれど、彼女はすぐに気を失い──勇海の問いは、消えてしまう。勇海は首を傾かしげながらも、アンだけは決して離はなさず抱だきかかえながら、エイミの《金炎》の手を摑つかんだ。




　　　　■■■




　まずアンが初めに感じたのは、閉じた瞼まぶた越ごしに届いてくる眩まばゆい光の感かん触しよくと、右手を覆おおう温ぬくもりだった。徐々に目を慣らすため、薄うすく瞼を開こうとすると。

「──アン、起きたのか？」

「う、うぅん……い、勇海？　……ふえっ!?　あ、アタシ……手っ!?」

　アンより一回り大きな勇海の手が、アンの右手を握っていた。思わず顔が熱くなり、手を離しそうになったアンだが、その直前に別方向から声が飛んでくる。

「あっ！　アンさんがっ……アンさんが、目を覚ましましたようっ！」

　聞こえてきたのは、来夢の声──そして直後、何者かに勢い良く抱き着かれた。

「アンさんっ……アンさぁんっ！　ごめんなさい、私が、私が無理させちゃったせいで、匣になんて、閉じっ、閉じ込められ、えっ……ふ、ふえぇ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」
















　涙なみだ声ごえを発して抱き着いてきているのは、どうやらミリィらしい。ようやく明るさに目が慣れた頃ころ、アンは戸惑いながら、自分の右側に座っていた勇海に声をかける。

「勇海、アタシ達……帰ってきた、の？　皆みんな……いる、けど」

「ああ。皆、アンのコトを待ってたんだ。ずっと、こうやってさ。……ほら」

　勇海に促うながされたアンが前を向くと、心配そうな顔で覗のぞき込んでくる来夢の顔と、抱き着いて泣きじゃくるミリィの細長い耳が見える。

　アンは何だか照れ臭くさくなり、気き丈じような声を上げようとした、が。

「な、ナニよ、大げさねっ。アタシなら、別に何とも──」

「大げさな事などあるかあっ！」

「ふ、ふえっ!?　ななっ……ナニよ、ユニ!?　いきなり大声、出さないでよ!?」

「わ、私は……私達は、心配したのだぞっ……すっごく、すっごく心配してっ……アン殿どのが帰ってこなかったら、もう、もう……くっ、殺せっ!?」

「別に殺されなくて良くない!?　も、もおっ……相変わらずなんだからっ」

　軽く呆あきれてしまうアンだが、続けてカナ子が左側に座り、優やさしく語りかけてきた。

「でも～……心配したのは、本当よ～？　けど、アンちゃんが無事で……本当に、良かったわ～♪　よしよし～、お姉さんが撫でてあげるわね～♪」

「ちょ、子供じゃないんだか……あっ待って、ちょっホント待って。もげる。首、もげる。さすがにもげたコトないけど、初めてもげる。それだけはやめて、怖こわい。怖いから」

　アンの必死の要求に、カナ子は残念そうではあったが、何とか止めてくれた。ほっ、と一安心していると、ルゥと、そしてカーミラも、声をかけてくる。

「ふっ……まあルゥは、それほど心配してなかったぞ。なにせアンは、ルゥの認めた嚙かみ心地の良さを持つ者だからな。いさみの次にだけどな。るるるーっ♪」

「うぐぶぁうえぇっ……アンざんが無事で、よがっだぁぁぁ……ほんどに、ほんどに、よがっだでずわぁぁぁ……うぐうっ……ぶ、ぶえぇぇぇん……」

「この号ごう泣きゆうぶりには、さすがのルゥも引く。孤こ高こうでも引かざるをえぬ。るぅ……」

　孤高の意味は不明だが、そこ以外のルゥの言葉には、ちょっぴり同意するアンだった。

　さて、アンを心配していたのは、どうやらクラスメイトだけではないらしく。

「アンさん、よかったぁ……よかったよぉ……本当に、無事でぇ……う、うう～っ」

「ティティ先生は保護者の立場なんだから、しっかりしなさい。……さて、アン。調子はどうだ？　キミを救出した後、ユウキくんが魔力を〝注入〟し直してくれたし、大事ないとは思うが……うむ。魔力も安定してるし、平気そうだな」

「そ、そうなの……って、つまりアタシが寝ねてる間に、どこかしらにチューされたってコト!?　ちょ、ちょっと勇海っ……って、きゃあっ!?」

　慌てて勇海に問いただそうとしたアンだが、そうする前に、でんっ、と大きな宝箱がいきなり目の前に出現し、驚おどろかされてしまう。

　しかし、当の小匣は吞のん気きそうに宝箱から顔を出し、至ってマイペースに呟いた。

「ねえ、アンアン……あの匣さあ。箱マエストロのあたしに、言わせてもらうとさ～」

「あ、アンアン？　箱マエストロ？　いや、ナニよいきなり、意味分かんない──」

「もしあたしが先に見つけて、閉じ込められてたら……箱マエストロのあたしでさえ、自力じゃ出られなかったと思うよ～。けど、そんな強力な封ふう印いんを相手にしても、救たすけてくれるなんて……いい友達に、恵めぐまれたね～、うんうん」

「えっ……こ、小匣？」

「あたしが言いたいの、それだけ～。それじゃね～」

　言いたい事を言い終えて、小匣は宝箱ごと、ふよふよと飛んでいってしまう。ぽかん、と口を開けるアンに、今度は白ウサギを思わせる兎うさぎ耳みみの少女、ミミが傍かたわらに座った。

「ごめんなさい、アンさん。アナタが匣に吸い込まれた時、ワタシが助けてあげられてたら、こんなコトになってなかったわ。だから……ごめん、なさい」

「な、ナニ言ってんのよっ。ミミが気に病やむコトじゃないし、助けてくれようとしただけで、その……じゅ、充じゆう分ぶん、嬉うれしかったってばっ！」

「アンさん……ありがと。その言葉だけで、ワタシ……救われるわ」

「も、もう……こんなコト、言わせないでよね。ていうか皆、心配しすぎだし、大げさすぎるのよっ。これくらい、何でもないのに」

「ん。……一ひと角つのさんも言ってたけど、大げさなんかじゃ、ないわ。あんなコト言ってた狼ろう牙がさんも、実は心配してたし……あの人だって、ずっと、そわそわしてたもの」

「あ、あの人？　って……えっ？」

　ミミが動かした視線を追いかけると、そこには壁かべにもたれかかって腕うで組ぐみする、エイミの姿が。しかしアンが見つけると、エイミは何やらそわそわと身み動じろぎした。

「ふ、ふんっ……別に私は、心配なんてしてなかったぞっ。イサミなら救い出すと、信じてたし……だから別に、本当に、心配なんて……こ、これっぽっちもだなっ！」

「……え、エイミ？」

「まあ、ただ……張り合う相手がいないのは、寂さびしいというか……実際、寂しかったというか……って、あっ!?　し、心配してた訳じゃないから、勘かん違ちがいはするなよっ!?」

　何やら支し離り滅めつ裂れつだが、エイミの素す直なおでない様子は、まるで普ふ段だんのアンを見ているようで──と、自分自身で思うのも、アンにしてみればおかしい話で。

　けれど、思わず笑い出したくなるのに──自分の周りにいる、皆の顔を見ていると。

　いまだに抱き着いたまま離さないミリィと、心配して何度も顔を覗き込んでくる来夢。

　まだ何か『くっ』とのたまっているユニに、暖かな微び笑しようを浮うかべているカナ子。

　おすわりの姿勢で見つめてくるルゥと、止やむ事を知らない大号泣のカーミラ。

　ティティもまだ落ち着いていないのか、ダルクに窘たしなめられ、小匣に失笑されている。

　くすり、ミミが珍めずらしく笑うと、エイミはバツが悪そうにそっぽを向いた。

　その中心で、アンは──なぜだか無む性しように、泣きたいような、笑いたいような、アン自身も、分からなくなってしまう。




　真っ暗くら闇やみの匣の中で、独りぼっちだった、あの光景と。

　眩まぶしいほどの光の中で、皆に囲まれている、この光景が。




　あまりにも、対照的だからだろうか。これは夢なのではないかと、アンは不安になる。

　けれど、これは現実なのだと──今もアンの手を握にぎってくれる、温かな〝その手〟が。〝その手〟でアンを、暗闇から連れ出してくれた彼が、教えてくれた。

「……勇海、アタシ……アタシ、ね……」

「……うん。アン……どうした？」

　喉のどの奥から、無意識に震ふるえる声を、それでもはっきりと絞しぼり出し、

「アタシっ……独りぼっち、なんかじゃっ……なかった、みたいっ」

「……ああ、もちろんだ。俺達は、ずっと……知ってたぞ？」

「……え、えへへ……ぐすっ。ふっ……あははっ……！」




　今は思い切り、泣いて、笑っちゃえと──アンは気の済むまで、泣き笑いした。








エピローグ









　全すべての〝七不思議〟は、解決した。アンが《封ふう魔まの匣》に囚とらわれてしまった件も含ふくめれば、結果的にではあるが、七不思議は文字通り『七つあった』という事になる。

　回収した《封魔の匣》は、仕事で遠出していた学園長をミリィが何とか捕つかまえて、厳重に再封印を施ほどこしてもらった。その時、《封魔の匣》について、教えてもらったらしい。

《封魔の匣》が作られたのは、長い歴史から見ればつい最近の話。人魔の友好が結ばれ、《亜人》という存在が生まれ始めた頃だったそうだ。特に、強すぎる魔力を持って生まれた──今でいう〝問題児〟が暴走しないよう、魔力を封じてあげるために、と。

　けれど強力な呪じゆ術じゆつを基もととして生み出された《封魔の匣》は、強い魔力を生み出す体ごと吸い込んでしまう、制せい御ぎよ不能の〝呪のろいのアイテム〟と化してしまった。作り手達の想おもいとは裏腹に、《封魔の匣》はその危険性のため、封印される事になったという訳である。

　それでも、匣が封印を抜ぬけ出し、今回の事件を起こしたのは──匣が実は寂しがり屋で、似た者同士を求めたから……と考えるのは、さすがにセンチメンタルが過ぎるか。

　とにかく憂うれいはなくなり、寮りようのリビングでソファに腰こしかけた勇いさ海みが、溜ため息を吐つく。

「はぁ～……大変な事件もあったけど、〝七不思議〟は無事に解決できたし、よかったな。結果的にだけど、アンもスッキリしたみたいだし、よかったよかった。ふう……」

　更さらに息を吐くと──後方から、金色の美少女ドラゴンが首元に抱き着いてきて──！

「イーサミっ♪　溜め息なんて吐いて、どうしたんだっ？　また悩なやみ事か？」

「ふう──のわっ!?　い、いや、これは安心してるだけでっ……って、急に抱き着いてくるなってば!?　前にも言ったと思うけど、最近スキンシップが過か剰じようだぞっ!?」

「むっ。前なんて……一体、何日前の話だっ。救世委員の仕事を優先して、我が慢まんしてたけど……その分、イサミ分が不足してるんだからなあっ！　だから今日は、足りてない分っ……思いっきり、イチャイチャしてやるーっ♪　えーいっ♡」

「ちょっ……だ、ダメだって！　前の時も怒おこられたくらいなのに、それ以上とか──」

「───こらぁーっ！　一体ナニしてんのよっ!?　勇海も毅き然ぜんと振ふりほどけばイイのに、またなされるがままでっ……少しは強く出なさいっつーのっ！」

「そう！　こんな感じで怒られて……って、あれっ？」

　あまりにも自然に響ひびいてきた声に、勇海は一いつ瞬しゆん、疑いもなく受け入れてしまう。声がしたほうを確かく認にんすると、そこにはアイドル顔負けの美少女ゾンビガールの姿があった。

「あ……アン!?　今日はどうしたんだ？　何か用事でも──」

「む。……今日は、じゃないわよ。今日から、だから。アタシも今日から、アンタ達の──《亜人ちゃん救世委員》とやらを、手伝うんだからねっ！」

「て、手伝うって……《亜人ちゃん救世委員》をか？　えっと、それは──」

「あっ、引っ越こしの準備なら、心配しないでイイわよ？　《学園内エルフ運送》に頼たのんで、空いてる二階の部屋に運びこんでもらうから」

「そんな運送業あったんだ!?　……いやそれより、アンまで同どう棲せいする気なのか!?　エイミだけでも妖あやしいのに、アンまで加わるとか、風紀的にマズイんじゃ……」

「……はい～？　なーに言ってんのよ……逆でしょうが、逆っ！」

　びしっ、と人差し指を突つき付けてきたアンが勢いに乗り、勇海へと詰つめ寄り続ける。

「アタシがいない間、さっきみたいなコト、一体どれだけやってきたのよ？　前だって、止めたのアタシだったでしょ？　むしろアタシがいたほうが、風紀は乱れないのよっ」

「え？　それは……言われてみれば、確かに……そうか？」

「そーよ。それに……アタシが匣に囚われてた時、勇海や皆みんなが、助けてくれたじゃない？　その恩返しだって、したいし……それも兼かねて、《亜人ちゃん救世委員》を手伝いたいのよ。なのに、ダメなんて言われたら……アタシ、どうすればイイのよ……」

「いや、別に恩に着せるつもりはないし……ていうか《亜人ちゃん救世委員》についてはさ……ちょっ、そんな泣きそうな顔するなってば!?」

「あぁ……辛つらいわ。お先真っ暗で、寒くて、寂しくて、凍こごえちゃうわー……アタシこのまま、独りぼっちで、しんじゃうのかしらー。ひどい、ひどいわ……よよよ……」

「むっ。独りぼっちって……だから、話を聞いてくれって！　俺は、そもそも──」

　この世の終わりを思わせる顔で、ネガティブな言葉を連ねまくるアンに──勇海は逆に詰め寄り返し、素直に思っていた事を口にする。

「アンのコト、《亜人ちゃん救世委員》の仲間だと、とっくに思ってたって！」

「よよ……よっ？　い、勇海……今、なんて？」

　あからさまな噓うそ泣なきを止め、顔を上げたアンに、勇海は言葉を続ける。

「そもそも〝七不思議〟の最初から、あんなに手伝ってくれてたし……《金きん竜りゆう王おう》さんの時だって、率そつ先せんして駆かけつけてくれたのに、今さらっていうかさ」

「け、けど、ちゃんと言ってなかったし……同棲だって、してないしっ!?」

「それはまあ、エイミみたいに同棲なんて言い出したのは、予想外だったけど。でもな、アンがさっき冗じよう談だんめかして言った、独りぼっちって言葉には……思うコトがある」

　真しん剣けんな表情でアンを見つめると、彼女は少し戸と惑まどうが、勇海は構わず言った。

「小学生の時、俺達が出会ってたコト……すぐに思い出せなくて、ゴメンな。けどあの時、真っ暗な中で、膝ひざを抱かかえてたアンは……確かに独りぼっちで、寂しそうだった」

「あ……そう、ね。確かにアタシは、独りぼっちで──」

　アンが微かすかに俯うつむき、肯こう定ていしようとするが、勇海は力強く笑いかけた。

「けど、これからは──独りぼっちになんて、なれないぞ！　仮にアンが嫌いやがったとしても、俺も、エイミも、皆だって……アンのコト、〝かまってやる〟からな！」

「……い、勇海……い、イヤなんかじゃ、ないわよっ！　アタシは……そのっ」

「だから、何ていうか……《亜人ちゃん救世委員》のコトも、同棲のコトも含めてさ」

　もし仮に、《封魔の匣》がまた抜け出すような事が、あったとしても。

　アンが囚われる事は、もう、二度とないのだろう。

「アン、これから──よろしくなっ！」

　なぜならば、勇海の差し出した〝その手〟を握り返す、彼女の顔は。

「────うんっ！」

　全ての闇やみを、祓はらってしまえるほどに──燦さん然ぜんと、輝かがやいているのだから。

　そうして微笑ほほえむアンに、エイミは軽く口元を綻ほころばせながら、力強く声をかける。

「まあ私としては、アンが同棲する事は、それほど意外とは思わないけどな」

「は、はあ？　意外じゃない、って……何でよ？」

「決まっている。アンはこの私に、遠えん慮りよなく張り合ってくる──ライバルだからだ！」

「！　エイミ……ら、ライバルってナニよ。相変わらず好戦的っていうか……もう！」

　つれない言葉を吐はくアンだが、どうも満まん更ざらではない様子だ。アンがそっぽを向いて身み動じろぎしていると、その隙すきを突くように、エイミが勇海の左ひだり腕うでに抱だき着いてくる。

「まあイサミの事で負ける気は、毛頭ないけどな……なーっ、イサミっ♡」

「え……エイミ!?　ま、またそんな、抱き着いたら……アンに怒られるぞ!?」

　勇海が危き惧ぐしながら声を上げる、と──なぜだろう、アンが右腕に抱き着いてきた。

「上等よっ。アタシだって──負けないんだから！　ほら勇海、覚かく悟ごしなさいよねっ♡」

「むっ、望むところだっ！　〝ドラゴン嫁よめ〟は、逃にげも隠かくれもしないっ。何しろ、イサミを一番満足させてあげられるのは……この私なんだからなーっ♡」

「あ、アン!?　さっきは止めてたのに、何で……ていうかエイミも、思いっきり擦こすり付き過ぎだって!?　ふ、二人とも……落ち着いてくれーっ!?」

　勇海を挟はさんで張り合う二人を見ていると、これから賑にぎやかになりそうなのは確かだが。

　アンがいれば風紀は乱れない、というのは──ちょっぴり、疑わしいところである。








あとがき









　今日も元気だフェチが楽しい、初はつ美み陽よう一いちです！　何だこの挨あい拶さつ。

『ドラゴン嫁よめはかまってほしい』の第二巻を発売できました。シリーズを続けていけるのも、ひとえに読者の皆みな様さまのおかげ。本当に……本当にありがとうございます～！

　結局いつも通り、溢あふれる感謝が抑おさえきれず、だだ漏もれになってしまいました。しかし、それも無理からぬこと。巻を重ねるごとに、読者の皆様と再会できるのが、嬉うれしくて仕方ないのです。なぜなら私達は……フェティシズムの同志なんですからね！（巻き込み）




　今回の二巻は、《ゾンビ》と《聖女》の亜人であるアンを主しゆ軸じくにし、亜人学園の不思議な〝七不思議〟を解決していくというお話。『ゾンビなのにホラーが苦手』なアンが、自身のコンプレックスとトラウマに、どう向き合っていくのか。そして亜人学園ならではの、おかしな〝七不思議〟の顚てん末まつをお楽しみ頂けたなら、これに勝る喜びはありません。

　もちろんアンやドラゴン嫁のエイミだけでなく、一巻から登場してきた多くの亜人ヒロインちゃん達にも、それぞれ見せ場があります。もし、一巻の時点でお気に入りの子ができていましたら、ご安心ください……輝かがやいてますよ！（？）




　しかし何より、ヒロイン達が眩まぶしく輝けているのは、Syroh様のイラストあっての事。一巻の時から素晴らしいクオリティで亜人ちゃん達を可愛かわいく描えがいてくださり、感謝の言葉もございまおっぱい。あれ、何か心の声が漏れ出たような……うん、気のせいですね！

　この二巻も、目から鱗うろこが落ちるほど可愛らしいイラストを頂き、本当に……最高の水着回だヒャッホォォォウ！（全く抑えられていない）




　相変わらずのフェチ嗜し好こうだだ漏れで、お恥はずかしい限り。

　しかし自重はせず、『ドラゴン嫁はかまってほしい』は突つっ走ぱしっておりますので、今後ともどうか、生温かい目で見守って頂ければ幸いでございます。

　最後にもう一言……読者の皆様に『ありがとう！』をお伝えし、次巻で再会するため全力疾しつ走そうして参ります～！





初美陽一










初美陽一

●はつみよういち



第23回ファンタジア大賞の大賞＋読者賞「ライジン×ライジン」にてデビューした、広島生まれの小心者。最近はゾンビちゃんの魅力に首ったけ。うっかり腕とか落としちゃうドジっ娘属性、結構ボーっとする事もある天然属性。ゾンビっ娘は……隠れたフェチの宝庫なんだァァァ！　普段ぼんやりしてるけど、こちらに気付くと駆け寄ってくる積極的な一面も。照れ隠しに噛みついてくる所なんて、可愛くて仕方ありません。もう、こっちがゾンビになっても、悔いはないくらい、で……あれ、なんかアタマ、ボーっとして……亜人ちゃ……かわい……うま……。
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